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秋田県は、昭和56年度に開港した秋田空港の隣接地に先端

産業を基盤とした工業団地を造成するべく計画を進めており百

河辺郡河辺町七曲地区はそのーっとして昭和田年度から60h誌

に及ぶ造成工事を行っております。計画地内には11ヶ所の遺

跡のあることが判明し、秋田県教育委員会では、工事に先立

ち、これを昭和580 59年度に発掘調査しました。

調査の結果可弥生時代の竪穴住居跡としては県内では最古

と思われる遺構の発見や" 3つの遺跡、から!日石器時代の石器

群が発見されるなど、貴重な成果を上げることができました。

特に台形様石器がまとまって出土したことは『今後秋田県の

同時代の歴史のみならず¥全日本的な規模での研究に欠かす

ことのできない資料になるものと考えております。

ここにその成果を報告するにあたり 1 秋田県商工労働部工

業振興課、秋田県企業局、河辺町教育員会、同産業課の御協力

に対し厚く感謝の意を表するとともに、本書が学術上はもち

ろんのこと、埋蔵文化財に対する御理解の一助として役立つ

ことを切に希望します。

昭和60年 3月31日

秋田県教育委

教育長斎

之ふ
3三、

藤 長
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台形様石器 (S=l:l)

(上3段が風無台H遺跡出土、下 l段が松木台II遺跡出土)
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接合資料4 台形様石総接合状況

風無台 I遺跡

松木台II遺跡
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1 本書は、昭和58• 59年の 2ヶ年にわたって行われた、

内(秋田県河辺郡河辺町七曲台)に

ザヴ完寸三 ， 
」死)Q口

叶

匂 をまとめたもの

2 各遺跡の調査期間、調査面積、 2章を参照されたい。

は下記のとおりである。3 本書の執筆・編集の

1章、第3 1 • 2節、 第 5ロコ・..・.aa...............

っ
たJ 3節、第 4 6章の第 1.2.4.5節..

6章の第 3 • 6 • 7 • 8 • 9 • 10 • 11節、第7主主・・.........…・・小林 克

4 土色の表記は、農林省農林水産技前会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所

色票監修『新版標準土色rp占』を活用した。

5 第6章の挿図中における ISJは棟、 IPJは土器を表わし、またスクリーントー

ンは瀦3:が焼土、......が炭化物である。
6 本書の作成にあたり次の諸氏から御指導、御助言を賜わった。記して誠意を表す

る。

加藤晋平(筑波大学教授).戸沢充則(明治大学教授)・渡辺 誠(名古屋大学助教授)

白石建雄(秋田大学教授)・冨樫泰時(秋田県教育庁文化課)・加藤 稔(山形大学講師)

小田静夫(東京都教育庁社会教育部文化課)・安蒜政雄(明治大学助教授)・安孫子昭二

(東京都教育庁社会教育部文化課)・岡村道雄(東北歴史資料館)・柳田俊雄(郡山女子短

期大学講師)・藤原妃敏(福島県教育庁文化課)・館野 孝(東京都埋蔵文化財センター)

栗島義明(明治大学文学部考古煉列館)・石川恵美子(明治大学文学部大学院生)



第1節調査に至るまで

第 1章調査に至るまでの経緯と謂査経過

第 1節調査に至るまで

秋田県は昭和53年新秋田空港建設計画に伴って、空港およびその周辺地域に対して、産業立

地の視点、から基礎調査を実施した。その結果、今後の高度情報化社会および先端技術産業進展

等の想定から、空港周辺には、航空輪送をフルに活用した知識集約型産業の立地が最適で、ある

として、これを臨空港工業団地とした。そして、その開発の適地として、自然、社会、事業の

に{憂れた河辺町七曲地区が選定された口七曲臨空港工業団地がこれで、開発計

画面積は約60haである。

七曲臨空港工業団地造成計画地は、岩見川の左岸に形成された河岸段丘上であり、未発見の

遺跡の存在が予想されるところでもあった。このため、秋田県商工労働部工業立地課長は、秋

田県教育委員会文化課長あてに、昭和57年4月10日付「工17Jで工業団地計画地内の遺跡分布

を依頼した。これを受けて秋田県教育委員会は、昭和57年11月 24 日 ~30日に向地内での遺
(注2)

跡分布調査を行い、同年12月20日付で、その結果について報告し、さらに翌昭和58年4月11日
(注3)

~5 月 14 日には遺跡範囲の確認をも含めた遺跡詳細分布調査を実施して、同年 6 月 1 日付でこ

れを報告した。 2回の調査の結果、工業団地計画地内には、合計12ヶ所の遺跡の存在が確認さ

れた。

七曲臨空港工業団地造成は秋田県の最重要施策の一つでもあったことから、工業立地課と文

化課は遺跡の対応についてさっそく協議を行い、造成工事に伴い遺跡、の破壊は回避できないと

して、事前に発掘調査を実施することで合意した。発掘調査は昭和58年7月から開始して、昭

和59年中には終了することであった。なお、風無台IV遺跡は縁地帯として残るため調査対象か

ら外され、調査対象遺跡は合計11遺跡となった。

第 2節調査経過

ち

用して、 6月

として、遺跡の所在する地点の表土は全て重機で除去することを採

らこれを開始した。七曲台全体は平坦な台地で畑作等には適した

ったと思われるが、第二次世界大戦前までは宜刈場や雑木林であったという。これに

入手が加わって、畑地、牧草地として大し刈こ利用されるようになったのは戦後間もなくで、

1 



第 1章 調査に至るまでの経緯と調査経過

後10戸くらいの入植者によって開拓された。これによって七曲台はほぼ全面畑地等になったの

であるが、その後ここを離れる人も出て、一部の畑地は杉や柵の植林地などに変わった。

昭和58年 7月6日、風無台 I遺跡から着手し、同年には11月15日まで、 I 

遺跡、風無台 1 • II遺跡、風無台II遺跡の一部を行った。風無台 I遺跡

では、縄文時代の竪穴住居跡、土墳群の他に旧石器時代の遺物多数を、餅田沢 1• II遺跡では

やはり縄文時代の竪穴住居跡などを発見して風無台II遺跡の調査に移った。風無台II遺跡は縄

文時代だけの遺跡であると見られていたが、 10月下旬には調査区中央部から!日石器時代の遺物、

を別にして弥生時代の竪穴住居跡や土墳群が発見された。旧石器時代の遺物はこれまで東

日本で全く出土例のなかった台形様石器を主体とするものであり、弥生時代の竪穴住居跡は本

に次ぐ 21列目

ついては調査期間が無くなったことから

であった。しかしながらこれら

に布院1売することとした口

翌昭和59年の発掘調査は、豪雪が未だ消えずに残る中で開始された。風無台II遺跡、松木台

1 • II遺跡、石坂台II遺跡、の 4遺跡、をほぼ同時に行ったが、遺構・遺物ともに希薄な遺跡につ

いては早めに調査を終了させ、両者が多いところ，には人員を集中させた。風無台II遺跡、松木

台II遺跡では数地点から、主に断面フラスコ状を呈する土壌群が集中して発見され、松木台II

遺跡からは風無台II遺跡と同様の台形様石器を主体とする!日石器時代の遺物が出土した。 5月

下旬までに風無台n.m.v遺跡、松木台 1• II遺跡、石坂台II遺跡の調査を終了して、 6月

からは調査体制を縮小して石坂台m遺跡の調査に入った。石坂台III遺跡の終了後、引き続き石

I 'コP
Q っTこち三、 それは 8月下

に係る埋蔵文化財旬からとなった。このため、 2ゥ年にわたった

したのは昭和59年9月22日であった。

を通じて見た場合、県内では一地域の段丘面をほぼ全面にわたって発掘調査した例は

皆無で、あったが、今回の調査によって、限定された地域とはtJえ、一つの段丘面における

代の遺構号遺物のあり方が具体的に解明されたこと、および、夢想だにされなかっ

器の出土は、望外の収穫であったといえる。
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第 2章調査ち組織と構成

調査主体 秋田県教育委員会

遺跡名 e所在地 e苗積@時代 e調査期間 e担当者

時 代

番号 遺跡名 所 在 地 予定面積 発掘菌積 調査員耳間 担 当 者

!日石器 縄文 弥生 古代

l 風無台 i
j可辺郡河辺町

C) (へ) u 
S58 

大野憲司(社会教育主事)
松t刻字:風無台127他

8.520m' 8.200m' 
7 月 6 日 ~9 月 2113

2 石坂台 I
河辺郡河辺町

u ) 
S59 大野憲司

戸~鳥字七曲石t反台 141他
8.600口f 3. 728m' 

8 月 22 日 ~9 月 22 日 高橋忠彦(文化財主事)

3 風無台11
河辺郡河辺町

11.600πf 。u u 558 10月 19日 ~ll月 15 日 大野自主司

松i司j字:風無台110f也
13.200m' 

559 4 月 2 日 ~5 月 31 日 高機忠彦

4 I J京無台III
河辺郡河辺町T

u 
S59 永瀬福男(社会教育主事)I 

松視l字風無台63他
自.240m' 1.740ぱ

5 Fl 4 臼 ~5 月 29 日 橋本高史(文化財主事) I 

5 松木台 I
河辺郡河辺町 o 戸)、 S59 

柴田陽一郎(文化財主事)
松刻字松木台97他

9.320m' 2.520m' 
4 月 12 日 ~4 月 28 臼

6 松木台II
河辺君si可jZlmJ

u 。 o S59 児玉準(文化財主事)

松法IJ字訟木台81他
14.730立f 7.464m' 

4 月 2 日 ~5 月 31 日 小林克(文化財主事)

8 風無台V
河辺郡河辺町

松t刻字風無台72他
7.750πf 3.482m' u 

S59 
柴田陽一郎

5 月 14 日 ~5 月 19 日

9 餅田沢 I
河辺郡河辺町 。 S58 

大野態司
松襖l字餅田沢58他

7.000m' 6.000m' 
9 Fl 21 日 ~10月 19 臼

10 吉井田沢II
河辺郡河辺町 。 S58 

高橋忠彦
松t刻字餅回沢56他

11.000m' 8.500m' 
9 月 12 日 ~10月 19 日

11 石坂台II
河辺郡河辺町

u 。 S59 永瀬福男

戸嶋字七曲石坂台52他
7.480m' 3.670m' 

4 月 12 日 ~5 月 2 13 橋本高史

12 石坂台III
河辺郡河辺町

「ヘ)
S59 大野憲司柴田陽一郎

戸嶋字七曲石坂台232!也
7. 730m' 5. i20m' 

5 月初日 ~6 月 21 日 高橋忠彦小林 克

事務担当 加藤進(秋田県埋蔵文化財センター

佐藤健(秋田県増蔵文化財センター

事務補助

調査補佐員(昭和58年度)

修竹村昭雄

協力機関 河辺町@ 秋田

(現・ 入国土開発(株)・第一建設(株)・栗原組(株uv，総合開発(株)

3 



第 2章調査の組織と構成

整理作業員五十嵐博子伊藤順子

イ子

大野甲子熊谷恵子小松郁子佐々木ア

発掘作業員鈴木正勝藤田信雄足利幸二安藤和彦伊藤宗太郎石井金春石井千代

正大堀孝以阿部秀明尾形政雄尾形政隆加賀谷隆加藤正明上遠野

謙介熊谷多茂治郎川上金秀木村重治児玉喜太郎金隆雄佐々木兼

雄佐々木貞一斉藤祥朗佐藤竹弥佐藤信義鈴木兼治鈴木久雄鈴木

光行菅原朋靖関

田口武志柱 田

外山巌高屋喜代一高屋鉄蔵高橋兼松高

名古屋晃長谷川久儀堀井助美

渡辺鉄夫足利カツヱ 足利テツ足利

ヨシ子伊藤マサエ伊-藤マサ子石井いさ子石井咲子石井光石沢泰

子稲壌テル子大山なみ子岡部アヤ子岡部カツヨ 阿部ヤエ尾形チヨ

尾形ミチヱ加賀谷カネ加藤節子鎌田江美子鎌田ハナ鎌田リツ I11上

エミデ熊谷春美倉田サツ佐々木恵美子佐々木慶子佐々木キワ佐々

木シヅヱ佐々木志美子佐々木セイ 佐々木千代佐々木ブヨ佐々木ミキ

子佐々木ミホ佐々木るり子佐々木玲子嵯峨信江鈴木カツ鈴木チ

ヤ鈴木恵子鈴木サダ鈴木チヤ鈴木トミヱ鈴木ノ¥ツエ鈴木初枝鈴

木ひろ子鈴木弘子鈴木フヂヱ関知子関ノ¥ル 高橋ヒデ

山エツ子田口フサ竹本ノ、ルヱ竹村まつゑ二木トシ

チヤ藤田節子藤田チヨ藤田照子藤田テル子堀井シゲ堀井トシ堀

¥ !レヱ堀井ヨシヱ前回ワカ子松田キク 三浦アエ子三浦イマ子三

浦久美子三浦ツヨノ 三浦栄子三浦ミツ三浦亮子村上ヨシヱ柳原い

会
4
日 渡辺ハツヱ渡辺ミチエ渡辺ユキノ

4 



第1節遺跡群の位置

第 3章遺跡群の と環境

第 1節遺跡群の位置 (第 1・2

秋田駅から り って 10~15分行くと、進行方向右側に 11によっ

にあり、手口で形成された美しし をなす数段の段丘面が続く c 七曲台遺跡群はこ

田駅のちょうど真南1.0~1.5klll に している。北韓39038'00"-----39
0

38'20ぺ東経140
0

13'00"

o __ ._ 60 Km 

| 勾勾 i

。
o 1例 20自民間

| 

。0 第 1図七曲台遺跡群の位置
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第2節 周辺の地形と遺跡群の立地

~ 140013'30"の地点である。遺跡群の北1.5kmには国道13号線が東西に走り、同南 31∞には昭和

56年 6月 |可西北西 51切には秋田市教育委員会によって発掘調査が進められて

いる御所野台地がある。

第 2節 周辺の地形と遺跡群の立地

1 地形の概況と岩見川流域の段丘面

第3図は、七曲台周辺の地形区分、並びに接峰図面である。この地域の地形要素は東から)1買

に山地、丘陵(台地を含む)、沖積低地、砂丘からなっておりそれらは太平山複合プルトンを基

盤とする新第三系から構成されている。主水系は全体としてほぼNE-SW方向に流れており、

高度分布と調和的な必従河川であるが、岩見川をはじめとして山地聞から沖積地に出たところ

で流路を西に変えている。

太平山塊南西斜面に源を発する岩見川は、大又川、杉沢川、三内川などの水を集めでほぼ南

西に流下し、河辺町石川あたりでやや西に流路を変え、秋田市南郊で大河雄物川に合流する。

砂丘

昌;川

国間析丘陵

及び台地

口山地
10 

15 Km  

第3閑地形学図及び接峰富国 (白石:1975 I岩見川流域のがII岸段 l王群」より)

7 
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制
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(白石:1975 I岩見川流域の河岸段丘群」より)

高{立 1Uu 

毘高位IIiIO

韓両llIIlj面
([J引法:1965 秋田県岩見)11流域および 匡雪

その周辺の段 i王につvぺ」より)医事情台面

5Km 

尋j

凹

1--_町二台 II面

図宝竜崎面

目水平出

ロ沖積而

口斜面

第ヰ図 岩見)11流域段丘圏分布図
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第 2節 周辺の地形と遺跡群の立地

流域面積約300km2、流路延長約60kmのこの川のほぼ全流域にわたっ

おり、県内の河川の くから研究が進められて

どんそれによれば内藤は全流域を 8自に、 を3士出J或に し、それぞれの段丘を対

比させながら全9面に分けてし)る。第 1表は、両者の段丘面の対比であるがこの中で注目され

るのは、白石が、段丘聞の高度、面間の比高面の発達状態、勾配、丘陵背面との位置関保等に

目してこれらの段丘群を、性格を同じくする (新期のものから 低位
t注3)

中位段丘、高低段丘、 に大別できるとし、さらにこれが中川 (1961)が太

、←マ、事a 、3ν

~ 。ミhI~ 、

している したものに対応できるものとしたことで

表 1 岩見川流域段丘麗の対比

2 遺跡群の立地と地層の概略

によれ

匂口て

台面が40~43.5m、上野台面が44m~48mでほ

(ヴュルム}明) 
赤 '1'- 段丘 i [] I氷

更

新

lllN "ト
(:野12l0a1ml 2(55~7()11い 後

}切

11 _， ~_. 

出

位(段80-丘白日汎日) 
lV 1 ( 1) 

['1万白「行弘1[1流t&1交ti:I([jtす比}にり11弔

ト
ョ、 面(内藤によれば

は、

は約 5mであるが、

七出台における となっているところと、漸移的な面となっている

ところ力まあるの 11と七山台面の北端はまさに となっている。現河水面と七曲

は約27mである。また、これらの 2 には って

9 



第2節 周辺の地形と遺跡群の立地

標高60m~64mの椿台面が位

している。

2つの段丘函は比較的関析

が進んて芯おり、北側から二つ、

東側と南側から一つづっの沢

が、段丘中央近くまで入り込

んでいる。これらの沢は断面

形がするどいV字形をなして

おり段丘面からは急斜度の崖

となっている。また微視的に

はこれら四つの沢以外にも規

模の小さな浸蝕が所々に見ら

れ、各遺跡はそれら大小の沢

に囲まれた段丘端部

ているとも言える。

第 6図は七曲台の 3ヶ所に

おけるボーリン

図である。

なシ/レト

あた

プ7

9 口

6 t~オミ台 II " 12 l'却i台III " 
摺曲をうけており、七出台付 第 5図遺跡群周辺の段丘菌と遺跡。ボーリング調査の位置

近では北東方向へ緩く傾斜している。

しており、そのJ::.k

がのっている。 中の襟質

ついての詳しい研究

12~ 15cI11程度である。

し

2 石坂台 I 1/ 8 風無:台V 1/ 
面上国

:3 I見無白II " 9 官ff出沢 I " 

4 "民無台III " 10 餅田 ?I~II " 
十春台函iI 

5 松木台 I " 11 石坂台II " 

るシルト およ

を呈するシルト
し、
二ミ j_.--l -~ 

に見られる

については、これが粘土質火
(法4)

えらfLているカ入そ

は進んでいない。第 7図は七i仙台における

したものである。徒っ

0 0 

仁、 川まもとより、確認できないにあっても

もあったりする。

I~III層が、いわゆる、黒ボクかと呼ばれる

10 

を52する



庸で、こ ローム土

の混じり具合でIVa、IVbに

分けられる。 V~VII層

をまする火

f 、

まず、径 l.~ 3mm程度の鉱物

このうち、

VI冨よりも

カ)~虫くかたくしまっている口

また、 VIII曹は{也の地点では明

確に分層できないことが多lJ 0 

VIII層はオリーブ黄色を呈する

るいは砂の混入した

これが横縞状に互

層となることが一般的であり、

であると

れる。このVIII隠

り(嵐無台III、松

I、餅田沢 1)には淳く

あり、しかもそれが水平な堆

なくうねっている。こ

第 3章 遺跡群の立地と環境

46 m 46 m 

45 45 

44 44 

43 43 

42 42 

41 41 

40 40 

39 39 

38 38 

37 37 

C 
36 36 

35 35 

34 34 

33 
b 

33 

32 32 

31 31 

30 30 

2曾m 29 m 
a 

圏財団色)

シルト(褐色)

砂[i'~2 (褐灰色)際質は花[萌岩質で最大o100-120~/ín程度
図 11 下部にて若干の有機物あり
シIlrト宥(nn'灰色)はほ・新鮮で・硬い

1探ifE:りシル2 ト(寅灰色)1器質は花向笠

第 6図 ボーリング調査による土層柱状回

の2つの地点が上野台面形成後の岩見川の岸辺で土砂の堆積が川の中ほどよりも多い状況下に

あったためと思われる。 IX層以下がいわゆる褐色の砂操層でX層からは砂の少なし

層である。径 1---3 CI11の小さな円疎から最大径12---15cm程度の花闘岩の円擦が多い。また七曲

と よびそ さを概観すると、 1 ---IV層、 V---VII属までにつ

いては両者が相似している。異っているのは、風無台郎、松木台 I、餅田沢 Iを|徐いた七曲台

商のVlIll曹の厚さと、上野台、面でのVIII層の厚さである。このことから、 VII層以降を降下火山氏と

ると、上野台面が形成されてから七曲台関の形成までほとんど火山灰の降下がなかった

とも予想される。

なお、七曲台面、

いのであるが、 沢 I遺跡の

の14C年代は28， 900::!:: 1 ， 900であった。

については、表 1のようにヴェルム氷期とする以外な

深掘り の現表土下約3.2mから した

11 
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第3剖j 歴史的J~ljJ~

第 3節歴史的環境 (第8

11を中心とする南北の丘陵には、 -上野台のある と

和田丘陵があり、これには西端で未戸台地が連接している。これまでこの地域において

くなく遺跡数も少なかったのであるが、今回の七曲台の調査およ

さらに

て67ヶ所を数えるに至っており、そ らこの地域

における各時代の遺跡の分布状態や遺跡個々の諸様相が明確になりつつある。

これらの67潰跡の調査されつつある内容を概観してみると、遺跡の大部分が未戸台地と

に立地していることがわかる。和田丘陵にはその地形が急峻な

せいもあってかわずかに戸島館 (63).和田域 (64)が認められるにすぎず、未戸台地に33、

を数えることができるのである。これら遺跡群を時代別にみると、
〔注 7) 

もあるが、 7、縄文時代位、弥生時代 9、古代 6、中世7である。この中で特に注

目されるのが!日石器時代と弥生時代の遺跡、である。この雨時代の遺跡はこれま

も調査例が少なくその実態を把握するまでに主らなかったのであるが、七曲台@

る調査によってこの両時代の内容が少なからず明確になりつつある。

旧石器時代では七曲台において石刃を中心とする風無台 I遺跡(1 )、

内において

におけ

を中心とす

る風無台II遺跡(3 )、松木台II遺跡、(6 )があるのに対して未戸台地の、下堤G (31)では米

ヶ森型台形石器を中心としており、近接している遺跡でありながらその石器組成に大きな違い

をみせている。

縄文時代に入ると遺跡数は多くなる。 時期的には縄文前期から晩期まで認められ、特に湯ノ

沢B (41)、坂ノ上E (34)の遺跡では縄文中期の集落が検出されている。一方七曲台では風無

台 1.石坂台 1.餅田沢II (10)の各遺跡でそれぞれ 3・4軒ほどの住居跡が検出されたにす

ぎず、むしろ縄文時代晩期に属する土墳群が多い。

弥生時代の遺跡としては風無台II遺跡、未戸台地の湯ノ沢A遺跡(40)で、同時代の住居跡が

検出されており、南秋田郡若美町の横長根A遺跡の住居跡とともに、秋田県内の弥生時代にお

ける社会構造を知る手がかりを得たことになる。この他弥生時代の遺跡としては七曲台では風

無台 I、石坂台 1• II (2・11)、松木台 1(5)遺跡などがあり、まだ未命名であるが七曲台

西端においても変形工字文の施される土器(第9図)を出土する遺跡(C)が確認されている。

になると七曲台ではわずかに風無台上松木台II遺跡で l基ずつ遺構が確認されたにと

どまるが、末日台地では豊富な副葬品を伴う土墳墓の検出された湯ノ沢F遺跡、 (45)がある。

13 
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る

第 3iiIJ 歴史的環境

ところこの地域に 7つ域館が認められる。

注1.内藤!尊夫 「秋田県岩見川流域およびその周辺の段丘についてJ 第 4紀研究 4-1 JJ 

1965:i:ド

2. 白石建雄 「岩見川流域の河岸段丘群J U秋田大学教育学部研究紀要26011971年

3.中川久夫 「本邦太平洋沿岸地方における海水準静的変化と第四紀編年J 東北大地古

1961年

4.経済企両庁 「秋田」

5.秋田県教育委員会

6.秋田市教育委員会

7 .秋E日県教育委員会

1983・1984勾三

。

第 9図 む遺跡出土土器
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第 4者調交の方法

七曲における

の20mメッシュ

第 4章調 の方法

されており、

グリッド方式を用いて行われた。

においてもこの杭のいずれか (MA50) 

として 4mx4mのグリッドを設定した。グリッド

北に 2桁の数字

-， 
-;.)0 

ーレ 円， ~ヘ円汁「つ二立ムー. I __斗- -， 

ぜ て V)叶h↑八こ J{;:J 

にアルファベット 2

を採用してい

三手

e 造物の少なしを土

t， )...." 
?'- '-ー、

される

;兄に

十
朗E

+ 

+ 

+ 

十

+ 

16 

I

R

 

Q
U
Q
U
 

において使用され

SK...・・・土墳 SKT......Tピット SKF... ー・・フラスコ ~I犬土墳

ート
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十

十

十

+一一

ート
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朗昌 輔 A

以下の通りである。
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第10図 グリッド配置模式国
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第 l節風無台 I遺跡

第 5章 七曲台における!日石器時代遺跡群の調査

昭和58・59年2ヶ年の発掘調査で、七曲台では 3ヶ所から!日石器時代の遺物が発見された。

I遺跡、風無台II遺跡、松木台II遺跡がそれである。各遺跡の

パ"'¥!!! !-ふ叫噌』ピrI..マ".云rD7tで Iて71斗 ラヌ..l~ヲ，.~... _J/) I:rt; ('¥ 1 I¥"¥il ，ハr::-r¥¥il 1 1 i) r¥マTL 1 t:'0r¥¥7l r了、1..ふ下れずプてト-/;:" ') -戸、
{ノノ L上j_L.J.'出品JXU'nJ吋:百|ム川、て 4して 4lc牙ラ:11.凶、1.V，)凶、1.1.，)巴i乙1.U，)!五IVノふねソに の包)0 v ノ

はこの地域では低t.:，方の段丘(七曲台面)にあり、風無台 I遺跡と風無台II遺跡;は谷をはさん

でいるが直線距離にして約250m、風無台II遺跡、と松木台II遺跡は向台地上で約120mほど離

れている。各遺跡における石器群の内容は、風無台 I遺跡がナイフ形石器を主な石器とする石

について風無台 1 II 

第 l節風無台 I遺跡

1 基本層序

風無台 I遺跡における!日石器時 42.00 m 

ほぼ中央

北側 11 ろ

縁辺から25~35mほど中よりの黒

色土下から発見された。この地点

はほぼ平坦な面をなしているが、

微視的には極く緩やかに南側に低

く傾斜しているところである。

第11図は、遺物集中地区に隣接

したI也J点のj菜掘りトレンチ

である。第 I~III層

色の表土。第IV層は表土と

間の漸移層で、そ

によってIVa、IVb層に分層し

た。木の根等の影響によるものか

波打っている。第V. V1層は

41.00 m 

を主とする石器群である。 以下、 3つ

II 遺跡の順で説明したい。

第11国風無台 I遺跡土層図

17 



第5章 七山台における!日石器時代遺跡群の調査

的にローム層と呼ばれる黄褐色~褐色を呈する土で、 IV層の方が黄色味が強く、堅くしまって

いる。第VIIJ曹は第VIII層への漸移層で、 VI層より軟かく、少し粘性が出てくる。第VIII層はオリー

ブ黄色の粘質土と砂の混じり合った層で、両者が互層になる部分もある。第IX層以下は段丘砂

程表層である。色調によってX層と区分されるが、基本的には径 1------15cm前後の花商岩を主体と

する円探に砂の混じり合った層である。これらの土層のうち I------III層中には縄文時代以降の

物が、 IVa層下部------VI層にかけては!日石器時代の遺物が包含されている。なお地点によっては、

VIll層下部からIX.X層上部にかけてうねるような堆積状況のところもある。

2 遺物の出土状況

!日石器時代の遺物は第IV層津rr移層中位以下から、平面的には約230m2の節回で、出土した。第13

の平面分布状況、第12図がその出土レベルを示している口これでわかるように、石器群

は調査区のほぽ中央部直径約12mの円の中に集中しており、垂直分布にして約O.7mの範囲内で

ある。なお花闘岩を主とする円諜も出土しているが、特に集中は見られず、焼けた痕跡のある

層序 VlI、f τ行ケ守I 。 10 20 30 40 % (個数)

(石器)
45 
45 

ムムム
口 416 

41.500 333 

ムムムムム

ムロ
663 

41.400 616 
(31. 7) ムムムムム・，・s・a・s・s・a・-・s・a・a・s・a・s・a・s・a・s・a・s・a・.・u.:・'，';';';';';';';'J (30.5 
口。 766 

41.300 (32.6) 1，206 
(24.3) ムムム

440 
41.200 『

128 
41.100 348 

112 
42 

41.000 70 

品0.900 l 10 

40.800 

40.700 

第12図 出土レベル別偲体数 ( )内は%を表す

18 
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第1節風無台 I遺跡

ものも見られなかった。

として取り上げた総数は棟、微細なチップ等も含めて6，258点に上るが、その後の整理の

いもの、擦を除くと総数で6，212点となる。その内訳は、定形的な石器 e剥片 e

石核などが、 2，510点、チ、ソプが3，702点で、両者の比率は約 4: 6となる。チップと石器・剥

片@石核などの出土レベル毎の個数を見てみると(第12図)、両者のピークおよび総数は第V層

中にあり、ナイフ形石器などもおおよそこの中に入る。また、発掘中にも石器群を分層できる

ような状況は全くなく、前述したこととも合わせ・、これらの石器群は同一の持期のもので、 1

つのまとまりとして把えることができる。さらにこのことは同一母岩の資料の平面分布、垂直

分布の状況も同様である。従って、風無台 I遺跡、の石器群は、第V層中に生活面を持つ

時期のものであると言える。

3 出土遺物

、操などを除いて総数で6，212点に及ぶ。これら

整理の結果、石斧とした 1 を除いて、合計28(聞の原材(母岩⑤~③)から得られたものであ

ることがわかった。各母岩毎の資料は多いものから少ないものまで種々あるが、総じて接合す

るものが多く、原石の大きさ、分割の過程、剥片剥離作業の進行状況のよくわかるものもある。

石材は石斧を除いて全て硬質頁岩である。

(注1)

(1) 母岩別資料

合計28個の母岩のあることを確認した。これらの母岩価々の残存の仕方には、以下のような

ものがある。

A類:母告を持ち込んで、本遺跡内で、分割から剥片剥離作業まで行ったものO

B類:他のところで剥片剥離作業を行って、それから得られた石刃などの素材を素材のまま

か、石器として、本遺跡に持ち込んだもの。

C類:母岩の一部を持ち込んで

D類:1母母ヨ寺.岩の分割後、その一部を他所へ持って行ったもの。
(注2)

また、これらの母岩の分割から、剥片剥離までの行程を観ると、「打面調整」、「作業面調整」

と呼ばれるような調整作業は全く行っていない。ただ 1偲 1個の剥片を得る前の頭部調整だけ

によく行われている。そして、母岩毎にその剥片剥離の方法を観察すると、以下のよう

な分類が司ー能である。

a類:単設打面だけで剥片剥離作業を行うものO

b類:主に単設打面で剥片剥離作業を行うが、最後に打面を90
0

転移するもの。

21 



第5章 七曲台における!日石器時代遺跡群の調査

II-a類:両設打面だけで剥片剥離作業を行うもの。

II-b類:基本的には両設打面で剥片剥離作業を行うが、最後に打面と作業面を交互に変え

るもの。

III類:打面と作業面を交互に変えながら剥片剥離作業を行うが、剥離が石核の縁辺を周り、

円盤形の残核となるもの口

IV類:打面と作業面を頻繁に変えるもの。

これら 1~IV類に分類した剥片剥離の方法は、 1 つの母岩から剥片剥離を行う際に、最初か

ら最後まで 1つの方法で行われる場合と、数種類の方法が併用されて行われる場合とがある。

以上のことと、各母岩の剥片数等をまとめたのが表2である。この中の数字で、特に総点数

などは、チップ等で母岩毎に分けられなかったものも多く、概数であるものがある。

なお、各母岩の実測図中の模式図などで、使用している記号、マークは以下のことを表わし

ている。

分割模式図

髄盟噌唇』 打面作出または分割

戸山間四静静 剥片剥離または自然面の除去

a.b闇C 行程の}I慎序

朝!片剥離行程国

事 接合した剥片の打点の位置

。接合する剥片は残存しないが
推定し得る打点の位置

図打面

血血盟事』打面の作出方向
番号は剥離の}II兵序を示す

第14図 模式図などの記号説明図

母岩 ② (第15、16図、図版10)

lが、最終接合図である。これから推定すると、この原材は、長さ19cm、!幅約10cm、

さ約 7cmの自然面で覆われた細長い円礁であったと思われる。 2は、 1-b側から

分割模式図である。その行程は、①細長い円擦の両端に打面を作出する(a、b)、②その打首

から斜め方向に大きく して(c、d)、石核A、B

の 1のところで輪切りにするように再び分割して(e) 

22 

る、③残った中心部の上から約 3分

Cを得る、③eの分割田を打面と



第 2表母岩毘ij石器数など 第 1節風無台 I遺跡、

内
n廿._， 母岩の 剥片剥離の分類

母岩名 総点数 挿図番号 備 考

石核数石刃数; 石 器 分類 1 a 1 -b II-a II-b m IV 

@ (280) 5 4 (100) ナイフ形石器 3 A 。 υ 。 29.30 

2 。(]40) 6 2 ( 40) A 。。 18 

3 ① (180) 7 6 ( 50) D 。 {寸 24 

4 @ ( 90) 4 1 ( 30) ナイフ形石器 l A 。 15.16 

@ (100) 5 4 ( 20) 掻 器 2 D 。 19 

6 @ 20 。19 ナイフ形石器 I B (0) 32.33.34 

7 @ (140) 3 3 ( 35) A 。 。 25.26 

8 ① ( 60) 3 1 ( 25) A 。 17 

9 @ (190) 3 3 ( 40) A 。 。 23 

10 。(490) 5 5 台形様石器 1 A (0) 。31 
@ (320) 4 3 ( 80) 

ナイフ形石器 2
A 。 27.28 

掻器 2

12 c 19 。 C 。 20.21 

13 ⑦ 28 2 2 (10)i l A 。 20.21 

14 I @ 74 1 0 ( 10) A 。 20.21 

15 ② 25 。(10) 掻 器 C 。 22 

16 @ 26 。 台形様石器 2 C 。22 
17 @ 5 4 ナイフJf.;石器 1 B (0) (0) 32.33.35 

18 。5 。 5 ノッチ入り石器 1 B (0) " 

@ 39 。37 ナイフ形石器 6 B (0) (0) " 

20 @ 7 。 7 B (0) N 

21 @ 5 。 4 ナイフ形石器 l B (0) " 

22 @ 9 。 8 ナイフ形石器 1 8 (0) N 

@ 8 。 8 8 (0) " 

@ 9 。 9 B (0) " 

25 @ 5 。 5 B (0) " 

i26i@| 2 B (0) H 

27 B (0) " 

28 @ 1 I I B (0) " 

ナイフ形石器161A 10 
3 7 2 

合計
台形様石器 31C 3 

(2278) 必 351(560)ljyチ入り石器 11D 2 
12 4 

23 



第5章 七曲台における旧石器時代遺跡群の調査

して数枚の自然面付きの剥片を得る、⑤eの分割面がひどく波打っていたためか、 eの打点を

約90
0

ずらして打聞の再生を計り (g)、最約的に石核Dを得る、である。

3は、石核Aから得られたと忠われる剥片の接合図で、 aを打面としている。 4は、石核C

から得られた剥片と打面再生剥片の接合図で、 Cによる分割面を打面として剥片剥離を行って

いる。お核A、B、Cともに、残核は残存しない。第16図5は、石核Dから得られた剥片と残

核の接合した図である。 2 gによる再生面を打面として、分割面を時計の逆回りに半周する

ことをくり返すようにして剥片剥離を行っている。剥片剥離作業は、石核の全周を周ることは

なく、結果的には残核を囲む三ヶ月形の部分でト行われている。 6がその残核である。 4つの石

核からは中形、小形、極小形の石刃が多数得られているが、 (7~13など)、この他には、第35

図218のナイフ形石器があるのみである。13は極小形の石刃の先端に腹面から急斜度の二次加工

を施したもので、小形の掻器と思われる。

時岩 ① (第17図、図版10)

母岩(主)は、単設打面だけを有する母岩の中では最も小さなもので、第17図14が最終接合図で

ある。これによると、母岩①は、長さ約12cm、帳約 7cm、厚さ約 8cm前後で、自然面には気泡

状の小子しが多く、ゴツゴツした部分のある円擦であったものと推定される。石質は、中心部ほ

ど紋密であるが、少しずれると節理問が走る。 15は、 14-d側から見た母岩分割模式図である。

その行程は、①母岩の上部先端に打面を作出する一方(a )、他の部分では少し張り出した部分

等の陰去を行う(b、c)、② aを打面として上から縦割り状に分割して石核Aを得る(d )、

③残った部分のほぼ中間でdを打罰として分割して (e) B、Cを得る、と思われる。石

核Aの残核及び、接合資料ーはないが、 23、24のような、石核B、Cからは剥取不可能な、この

母岩の中では大きな剥片の存在でそれがわかる。石核Bの明瞭な残核も残存しなV.lo 16は石核

Cから得られた剥片と残核の接合したものを打面側から見たものである。分割eの打点側から

剥片剥離作業を開始するが、初めに自然面の残る周囲からそれを行い、中心部に移り、中心部

から自然面の残る左下側辺→中心部と移動しているが、後半には良好な石刃は得られず、作業

を終了している。 17がその残核である口

ものもあるが、大部分は、 18~22のよう

ら得られた石刃は例外的におのような中形の

さ 2.5~4.0cm、幅1. O~1. 5cmの小形のものである。

これらの石刃から得ら しなl) 0 

母岩 ⑬ (第18図、巻頭図版2、図版9) 

本遺跡の中では最も良く して、最も大きい原材である。接合した分だけの重さが2，400g 

で、最も小さい母岩①の全資料が200gに達しないのと比較すれば、いかに大きいかがわかる。

24 



第 1節風無台 I遺跡

第18図(袋入)25が最終接合図である。これによると

さ約 8~llcmのやや偏平な角張らない礁で、光沢のある白

さ約20cm、幅約18~20cm、

していたと思われる。 26

は、 25-c側から見た母岩分割模式図で、その行程は以下の通りである。①採の中の張り出し

を除去するように打簡を作出し(a )、これから bで分部して石核Aを得、さら

の反対但iJで張り出部を cによって除去するが、この除去された商とは関係なしに右側面から d

による分割によって石核Bを得る。②dによる分割聞を打聞にして、 fで分割し

る。③ fによる分割簡を打面として、 gで上下に分割して石核Dを得る。④gによる分割面を

られている。 F る資料が少なく は不明であるが、

6 {回の

ち

して、 hで左右に分割してそれぞれ石核E、 Fを得=る。このようにし

はおしむ)Cを打面として、石核Fは新たに下端に打面を{乍出iして長11片剥離{乍業を行っているよう

である。また28は石核Cの残核である。この石核からは石刃の剥離は全く行われておらず、あ

るいはチョッピング@トール様の石器てミある もあるが、刃部にあたる部分には白 ↓
付
}

残すところもあり、鋭い稜線にはなっていない。

27は、石核Dと石核Eの接合状況で上方に石核Dの残核があったと忠われるが残存しないD

27-bは、石核Dの剥片剥離作業の行程を示したものである。石核Aを得るための分割面白6

のb) を打面にして南側の自

としては、

る部分から中心部へと作業を進めている。この場合の剥

D、母岩C<)の石核Cとは逆に打点の反対側から

へと移っている。 32が石核Dから得られた石刃の接合状況である。 29は、石核Eの剥片と残核

の接合した図で、 bの聞が石核Fとの分割顕である。石核Eの剥片剥離作業は、反時計四りに

石核の縁辺を 3分の 2周ほどし(29-dの1~19まで)、ここで一旦、この打面での作業を中止

し、 29-bの下半部に打面を移して10目前後の剥片剥離作業を行った後、再びもとの打癌にも

どり、 29-dの20、21の剥離を行っている(皐が石核Fとの分割の打点である。)0 30が石核E

の残核。 31は石核Aの打菌作出剥片と石核の接合した図である。節理面が入っているせいかあ

まり良好な石刃は得られていない。 33~35は、石核Dから、 .36~36が、石核E から得られた石

刃である。概して厚みのある大形の石刃が多いが、石器にしたものは残っていない。

(⑤ (第四図)

したもの以外に白 斗た大き るがうまく しない。 しなし

因の 1つは、分割後の中心部が他所に運び去られたためと思われるD このことは、りのような

大形の石刃が 1点しか残っていなく、これに接合する資料もその石核も見当らないことからも

明らかである。 39は、(4 ~ 7 ) ( 3 ~ 4 ) x (3 ~ 4) cm前後に分割されたままの大きな剥片

したものである。他の接合資料からすると、このくらいの大剥片はそのまま石核とし

25 



第 5章 七曲台における旧石器時代遺跡群の調査

石
核
A

今 中 ムい
γ

2 

、足

第15図母岩②(1)
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第1節風無台 I遺跡

40 

ζごと斗 7 

4ごご)， 8 

ζ二三 事

色 qq 
くミ 岱

〈二二〉
10 〈ご込 11 12 ζごユ

第16図母岩②(2)
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第 5章 七i社i台における!日石器時代遺跡群の調査

a ~参~ b 

du 
17 

一問一開
場υ
ζごと〉 21 

唱和田e

石核C

1告

ζ二二三三』 令
J
H

ラ
h

第17図母岩①
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第l節風無台 I遺跡

ζ二ご込 位

41 くコ 43 

47E夢
くご~ 44 

d~福記ネ:;

℃込45?!与ヨ ft以てこさ
第19図母岩⑧(1)

29 



第 5章 七山台における旧石器時代遺跡群の調査

て剥片の剥離が行われるものと予想されるが、この接合した中には横幅の広い剥片が数点取ら

れた残核が2個人っているだけである。 39や他の資料ーをもとにこの原材の大きさ スレ
'Q) C戸、

さ18cm以上、!幅llcm以上、厚さ 6cm以上で、あったと思われる。 42のような大形の石刃を剥離

する石核については詳細は不明で、あるが、大部分の石核は、 43、44のような中形の石刃を取る

40、41のようなものであったと考えられる。この中形の石刃を剥離する石核の打面と、

及びその反対側の面の形状には lつの特徴がある。すなわち、 40-b、41-a、 Cに見られる

ごとく、剥離面とその反対側の面が湾曲しており、結果的に作業面の末端が尖るように小さく

なっている。打面 は、石核全体の形状がこのようになるよう されている可能

性がある。もちろん作業面調整は見られないし、打開の再生もないようである。また、 45のよ

うに、岸さが2cm、幅4cm前後の盤状の剥片から連続的に長さよりも慣闘の広い長11片手掛てい

るものもある。ここで得られたほとんどの剥片の先端部には、石核の底暗部が面として残って

おり、この底面と剥片の腹面の先端とは鋭い角度をもって交っている。なお、剥離作業の前に

石核の形状を整えるような調整作業は全く行われていなしユ。このようにして得られた剥片の中

には、 46、47のように先端部にわずかに二次加工を施して掻器にしているものがある。

母岩 ⑨ (第20、21図)

る。剥片のほとんどが接合した。これによって、この母岩は、

さ約10cm、幅約 7cm、厚さ約 3~5.5cmの大きさの角擦であったことがわかる。 49は、 48-a の

側から見たほ岩分割模式闘。その行程は、以下の①~④である。①下半部が細くなる三角柱状

下両端に a、 b によって、上設、下設の打屈を作出し、② c~f まで両打窃から

角を落とすような形で剥片剥離を行う一方、 らgによって石核Bの打面を用意

する(この段階ではまだ石核A と石核B の分割は行われていなし))、③左側では、 h~J の剥片

是Ij離を行い、次に kによって石核Aから石核Bを分割する(石核Bはこの後、 gを打面として

数回の剥片剥離作業を行っているが、あまり良好なものは得られていなしリ、④分割後の石核A

を i、mの2自にわたり再生しているが、その後良好な剥片は得ら

されている。 50は、石核Aの残核と、

は、石核Aから得られた剥片であるが、

された剥片が接合した図。第21図53~56

J士、このノ 中 に 2~3

〉つト4山?匂入条 もので、 とし された剥片はないようである。

母岩 ⑥ (第20、21図)

る。母岩の大きさは、

される。 52は、 51-b側から

さ約llcm、11I高約8cm、淳さ約 7cmの

k-レ」
J
I九つあ一じ
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をa、 bによって除去し、右下端に Cで下設の打訪をVf出する、②

dによって大きく除去する、③上辺の

を作出する。この結果、上辺と下辺から右下にかけて 2つ

である。①左側辺の白

右側辺に張り出した

に f

されるが、この 2つ 、り ような

にある。 51-cは、

が多く入り、剥

図である D こ 4 
tl、

も乱れているものが多く、二次加工の施されたもの らなc::， 0 

らイ尋られた 勺。

母岩 ⑥ (第21図60--67)

第21図60が最終接合図であるが、残核もなく自然面の付いたままの剥片もほとんどない。剥

ちjムまlLた もあるカにとても、 には耐え得ない、と忠、われる小さな剥片

もあり、 ら分割された 1つ として持つ
} 

、」 を 品、 キ
}

た、とも考えられる。 60てすコかるように、この石核は平行でない

委主100~200の聞に納まるような剥片を得ている。この61、 63-------67のような剥片は、石核の長さ

よりも短いものが大部分て"， 62のようなものは例外である。このため、

き出すような形となり (60-c、d)、 を耳又っている。

母岩⑧ (第22図77~83)

合計25点、の剥片のみで接合するものはないが、母岩①のような石核であったと思われる。得

られている剥片は、 79や第36図224のような縦横の長さがほぼ等しいようなものもあるが、大部

分は、 80'"'-'83のような小形のものである。やはり、母岩(じと同様に77、78のような上下両端に

を持つ厚手の剥片がある口

母岩 ⑫ (第23図、図版12)

これから推定される母岩の大きさは、長さ20cm、幅約llcm、厚さ約

ヲcmの細長い円礁である。礁の内部は、淡黄色~黄白色を呈して剥片は軟かい感じを与え、

よりももろし::'0 85が、 84-cより見た母岩分割模式図で、その行程は、①擦の上

り出している部分を除去する(a、 b)、②上部と下部でそれぞれに dによって分割

し、上から石核A、石核B、石核Cを得る、である。石核Bはcを上設打問、 dを下設打面と

して左側から長u片長u離作業者行っている。;在日亥Aの場合は、 Cによって分割された大きな塊の

Bとも

をイ乍出して、やはり

いo b核Cは左側に新た

を進めている。石核A、

をf乍出して、 dによる分割面を
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第 5章 七曲台における|日石器時代遺跡群の調査

作業面として剥離作業を行っているが、数回の打撃でやめ、石核を放棄している。石核A、B

から得られた石刃は、 86'"'--89のような中形のものである ものは少ない。また、特に石

核Aから得られた石刃で、石核の長さとほぼ等しいくらいの長さ ものはほとんどない。

母岩 ③ (第24図、図版11)

第24図90が最終接合図である。他に91のような大きな部分もあるがうまく接合しない口 90か

ら推定するとこの母岩は、 1つの側面に風化の進んだ自然面を残し、他の面はあまり風化の進

んでいない面を持つ角礁で、平面的には高さ約20cm、底辺22cm以上の三角形を呈し、厚さ約11

cmの大きさであったと克られる。このような形状の母岩を少くとも 12~13個体以上に分割して

その中から 7個以上の石核を得ているが、この母岩の中心部分には節理面があり、この部分の

剥片は少なしユ。最初からこの部分が無かったものか、捨て去ったものかは不明で、ある。

92は、 90-a、bの中の石核Aである。両設打面を持つ残核と石刃 1点が接合している。こ

の残核は、遺物集中地点、から北西方向に約32m離れた段丘縁辺の漸移層中から単独で出土した

もので、その周囲には他の!日石器時代の遺物は全く見られなかった。 93は、この母岩中の石核

の中では最も数多くの剥片剥離が行われたものである。 93-cが残核部分を手前において見た

図で、 93-dが剥片剥離の行程を表わしている。やはり、他の単設打聞の石核と同じように、

反時計四りに作業を進行し、全体的には残核を三ヶ丹形に囲むように剥離されている。 91は、

小さな石核cとdが接合した図である。石核Dからは、小さな剥片を 3点程度しか取っていな

い。石核Cは、縦3.0'"'--3. 3cm、横約6cm、幅1.2cm'"'--2 . 2cm、下端が尖って断面二等辺三角形を

呈する小さな石核である。打面はほんのわずかな平坦面しかなく、ここから斜め下端に向けて

打撃し、 4点の剥片を得ている。得られた剥片は全て下端にまで達するもので、幅に比して厚

みがある。石核の下端稜線上には、剥片剥離前に細かい剥離が加えられているが、どのような

理由によるものかわからない。母岩⑦から得られた剥片は、 95'"'--100のような、 5'"'--6 cm前後の

中形から 5cm 以下の小形の石刃が大部分で、他には、 101~103のように小形で長rlJ高指数200以下

の剥片がある。後者は、 94、102、103のように先端部にわず、かに二次加工が施され、小さな掻

器として使用された可能性もある。

母岩 ⑧ (第25、26図、図版12)

第25図104が最終接合図であるのこれによるとこの母岩は、縦横とも約13c111、厚さ約lOcmの球

に近い角操で、上辺にゴツゴツした自然面を、他の商は風化のあまり進んでいない被砕面を残

している。 105が104-a側から見た母岩分割模式図で、その行程は①~③のとおりである。①

右下辺の角張った部分を除去し(a、 b)、布上に Cによって小さな打耐を作出する。②
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左辺~下辺にかけては①の作業を継続し (d~ i )、右上でも Cを打面として同様の作業を行う

( j、k)。③さらに伝上から Cを打面として iで大きくヒ辺を除去し、打簡を作出する。

f乍出後の剥片剥離行程を示したのが104-dである。その行程は、①打点、部を手前にして時計四

りを繰り返すようにして作業を進行させる。剥離11買にして 1~11まで行なった後、②12で下辺

きく打ち害円、石核B(第26図 106) を得、③この後再び14~21 まで剥離を進行させ、④22

では、これまでの打面とは反対側に打商を移す (106の6などを打面とする)。 そしてしばらく

は、下方で打面と

る、⑤最終的

105-dで生じ

えながら剥片剥離を行うが、時折23のように元の打面にも

ら、 24を剥離して石核を放棄する、となっている。第26図107が残

は、この後小さな打面が作出されて、数回の剥片剥離作業が

行われているが良好な石刃は得られていない。このようにして得られた石刃は、第26図109、

110、113、114のような長幅指数200以上のものや、 108、111、112のように向指数150前後のも

のから、 115~117のような小形のものまで含まれている。

母岩 ⑧ (第27、28図)

剥片など約300点あるが、母岩の原形を復原できるほど接合できていない口接合し

きくなったのが第27図118である。これによるとこの母岩は、高さ 7cm以上、幅11cm以

上、厚さ 4~ 7cm以!二の直方体を皐して、 1~2 面に自然面、他の面に風化の進んでいない破

っていたと忠われる。

4日ることは出来ないので、接合したものの代表的なものを説明した

しlO 118は、上面が分割面あるいは昨出された打面で、他に克られないほど平坦である。この

塩面が形成された後、 118-aの矢印のところで左右に分割され、それぞれ剥片剥離作業が行わ

れている (118-cが、同区Jbを上面から見たもの)0118-a の左側では、下面に 2~3 回の分

あるいは打面作出のあとがあり、 これと上面を両設打面として、長さが 4~6.5cm程度の石

刃を得ている。 118-aの右側でも左側同様両設打面による剥片剥離を行なっているが、

られている石刃は、長さが約 8cm~2.5cmほど

のものま らの華IJ し あ

る。 j二に白 れた打面作出のための剥片が付いている。この石核はもともと高さが 7

cm以トーはあり、 ものであったが、剥片剥離作業の後半になって、

れることによって小さくなっている。 119-bおよびdに見るごとく、 ト守安打面で 1

回、

たない剥片ま

しなし

を行っている。 120はその残核であるが、長さが 2cmにも

っている。 121も119同様、斜片剥離作業終了間際の接合資料で、ある。やはり

を持つ石核であるが、 られない。 122はその残核。
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第5章 七曲台における旧石器時代遺跡群の調査

28図123は、石刃と打面再生剥片等が接合したものである。残核はわからない。これらが接合

したもともとの石核は、高さが7cm前後あり、上面が分割面か、作出された打面と患われる平

坦面で、下面は自然面のままであった。この石核の上面を打面として、 123-bから見て、左側

から剥片剥離作業を関始し、数点の石刃を取った後、上面では打面の再生、下面では打面の作

出を行って、高さが約 5cmの間設打首を持つ石核にしている。 124は、 3点の石刃が接合したも

のである。 1点は下端が、あと 1点は両端が折り取られているが、二次加工は施されていない。

母岩③から得られた石刃は、 124'"'-'131のような 5'"'-'8 cm前後の中形のもの、 132'"'-'136のような

小形のものがある。小形の石刃の中には132、134のように先端部に細かい二次加工の施された

ものもあり、掻器として使用されたものであろう。

母岩 ⑧ (第29、30図)

この母岩も約300点の剥片等があるが、原形を窺い知るほどには接合できなかった。第29図137

は、 2つの石核A、Bが接合したものである。これによると、周囲の自然面を多方向から除去

した後、両石核に共通する上、下設打面を作出し、 137-bの矢印のところから分割している。

(分割の打点は矢印の反対側にある。)分割後、芯核A、Bとも上、下設打面から剥片剥離作業

を行っているが、石核Bにあっては一度上設打面の再生を行っている。なお、両石核とも裏面

には剥片剥離作業が及んでいない。 138が石核Aの、 139が石核Bの残核である。 140、141は、

石刃の接合した図であるが、いずれも単設打面の石核から得られたものと思われる。 140の打面

は自然面である。 142は元これまで述べて来た石核とは全く異なる。比較的扇平な石核で、打面

を作業面に、作業簡を打面に交互に変えながら、石核の 3辺を周るように剥片剥離作業を進め

ている。得られた剥片は寸詰りで、第30図156、 157のように長幅指数が100~200の間に入る類

のものである。 143がその残核。

第30図144~155は、母岩⑧から得られた石刃である。その数は多く、中~小形が主である。

比較的淳子のものから端正なものまでバラエティーに富む。ナイフ形石器のうち、 1点はこの

母岩の石刃を素材にしており、地の 2点、もその可能性がある。

母岩 ③ (第31図)

この母岩も400点以上の資料があるがうまく接合せず¥原形を推定することができない。この

ため、石核の獲得方法等については不明な部分も多いが、第31図158~163の接合資料や、他の

石核から推測すると、母岩を 2~3 個体に分割して、それぞれを石核とし、剥片剥離作業を開

始するが、途中、比較的大きな剥片が得られればそれをまた別の石核とするようである口剥片

剥離作業は、 1つの打面から連続して数点の剥片を得る場合と (162、163など)、打面と作業面
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が次々に入れ替わる場合 (158、161など)とがあるようである。このため後者の場合には、得

られた剥片の背面に多方向からの剥離面が残る。 164~170は母岩Oから得られた剥片で、あるが、

162の中の一部や、 164~167のように長幅指数300前後の石刃状のものと、 163の一部、 168-----170

のように長幅指数200~100のものとがある。ただ、概して厚さはなく、両側辺が鋭いものが多

い。二次加工の施されたものは少ないが、小さな剥片の先端か一方の側辺にかけ、二次加工さ

れたものもある。

母岩 rs (第22図、図版10)

同一母岩から得られた26点の剥片があり、このうち13点が接合する。その接合した図が、第

22図68である。これからすると、この母岩は厚さが 2~3cmしかなく、表裏面には風化の進ん

でいない滑かな自然面を残す、長さ・幅とも 6cm前後の小さなものであろう。

剥片剥離作業は、打聞と作業面を交互に変えながら、この母岩の中では比較的大きな剥片を

獲得し、最終的に69を示すように、打面と滑かな自然面とが、約45
0

で交わる部分から底面が残

る小さな剥片を連続して剥取っている。この最後の作業で得られた剥片の中には、第36図229、

231、 232の 3 点の台形様石器がある。 70~76は剥片の一部である。

その他の母岩 @J.⑤ e⑤ e.......e@e③ (第32、33、34園)

これまで述べてき来た母岩⑧~⑧、③~@のうち、母岩むと③を除いた 13個の母岩は全て、

旧石器時代の遺物の集中するところで剥片剥離作業が行われたものである D これに対して、遺

物の中には、同一母岩から得られたと考えられる石刃あるいはナイフ形石器などが、チップあ

るいは小さな剥片を伴わないで存在している。このことは、これらの石刃などが他のところで

剥片剥離された後、石器あるいはその素材として、いわば製品あるいはその原材料として、本

遺跡に持ち込まれたものと考えることができる。このように考えることのできる石刃あるいは

ナイフ形石器などの母岩の種類は、@、⑤~③までの13個体である。それぞれの母岩内での持

ち込まれた石刃、石器の数などについては、第2表のとおりであるが、これらの中には母岩⑤

のように、 3点の石刃と小さな残核 1点、(第34図205)だけであったり、母岩⑦のように 6点の

ナイフ形お器の他に37点の石刃があり、石器と石刃が接合したりする(第34図202、203) もの

もある。

それぞれの母岩に属する石刃などは以下のとおりである。(第32~34図、ここでは各母岩の代

表的なもののみを掲載した。)母岩(をo: 173、178、180、182、196、1970 母岩⑤ :174、176、

205。母岩ο:188、1890 I母岩(t: 177、 181、 183、 184、 186、 194 、 198~200、 202、 203。母岩

②: 172、175、2040 母岩② :192。母岩@:171、179、1930 母岩@:170、191。母岩@J: 1950 
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第5章 七出台における旧石器時代遺跡群の調査

: 169。母岩o: 1900 
なお、これら持ち込まれた石刃の先端から両側辺の上半には、 {ξ)を|詮く)

から得られたお刃にはそれほど顕著ではない刃こぼれと思われる痕跡が著しいものが多い。

(2) ナイフ形石器 (第35、36図、図版13、14)

16点が出土している。この数は石刃の多さに比べ極端に少ないと言える。第3表にその観察

結果を示した。これらのナイフ形石器は、第36図に示すとおり、 219を除いて全て 5~8cm前後

の中形の石刃を素材とする。二次加工は、打面側を基部として、その両側辺に腹面側からわず

かに施されるのみで、それも211、222のように一方の側辺が急、角度の自然面や節理面である場

にはその部分への二次加工は省かれている。基木的にその形状によってし II類に分類され、

さらにそれぞれが、先端部への二次加工の有無によって a、b類に細分できる o

I類:先端の尖るものである。

a: (208~212): 先端の右側か、左側に微細な二次加工を施すもの。

209~211は先端右側に腹面倒から、長さ o .5~1. 0cm、 206は先端左側に背面側から、

0.8cm、212は中軸線に直交するような、二次加工が先端に施されている。

b: (213~219): 先端に二次加工のないもので、最も多い。

II類:先端が尖らず、先端の幅広のものD

a: (222):先端右側辺に急斜度の二次加工を施すものO

b: (223):先端に二次加工のないもので、この石器の場合、長さに比べて幅がある。

(3) 掻器 (第36図224、図版14)

長幅指数100に近い比較的幅広の剥片の先端に、渡面側から急斜度の二次加工を施したもので

ある。大きめの掻器はこれ 1点で、他には非常に小さい掻器がある(第24図94など)。

(4) 二次加工のある剥片 (第36図225、226、図版14)

225は、部厚く大きな剥片の側辺に微細な二次加工を施したものである。あるいは削器とすべ

きかもしれない。 226は石刃の側辺の一部に、いわゆるノッチの入るものである。

(5) 石斧 (第36図227、図版14)

緑色凝灰岩の円燥の縁辺を打ち欠いて石斧にしたものであろう。下半(刃部があったと思わ

れる)は欠失し、全体的に磨滅していて、磨製であったか、打製のままであったかはわからない。
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第 l節風無台 I遺跡

(6) 台形様石器 (第36図228"-'232、図版14)

5点、の台形様石器が出土している。これらの出土地点、は、第13図に示すように遺物の最も集

中する部分の中では、わずかに西寄りになるが、決して独立した存在ではなし )0 228は、自然面

の付いた石刃の両端を折り取り、腹面側から急、斜度の二次加工を施したもので、全体の形状も

ほぼ台形である。刃部中央に使用によるものか挟りが入っている。母岩③あるいは⑧から得ら

れた石刃を素材とする可能性もあるが判然としない。 230は、母岩。から得られた幅広の剥片を

中央部で折断し、打面の反対側に二次加工を施したものである口 229、231、232は、母岩ε)から
得られた剥片の打面とは反対側に、腹面から二次加工を施したもので、打面を上にして見た場

合の右側辺を刃部としている。

これらの台形様石器のうち、特に229、231、232の3点、については、これをナイフ形石器とし

て把えることも可能かと思われるが、ナイフ形石器の主体を占めるものとはあまりにもかけ離

れすぎているため、この仲間とした。 第3表 ナイフ形石器計測表

図番号 石器番号
長さ
幅(棚)長幅指数 欠損

厚さ 重さ 打面の 刃角
刃のb関ul係先b 類

(mm) (肌) (g) 有無 左(α。)布(α。)
刃向

① 206 3532 81 29 279 10 19.4 有 40 右 正 a 

@207 0508 61 17 358 7 6.3 有 35 左 正 1-a 

③ 208 1834、2241 57 17 335 4 3.4 有 54 左 正 I a 

④ 209 1632 52 21 247 8 5.8 有 30 左 逆 1-a 

⑤ 210 1594 51 17 300 5 3.3 無 35 49 ? (両) 正 I-a 

⑥ 211 4833 55 24 229 7 8.6 有 25 46 ワ 正 I-b 

⑦ 212 1926 71 21 338 6 8.7 脊 42 51 ワ 正 b 

④ 213 3536 64 19 336 6 6.3 有 42 37 ワ 正 I-b 

⑨ 214 0973 (54) 16 先端 5 3.4 有 34 40 逆 I-b 

⑮ 215 3217 65 20 325 9 9.4 有 54 39 逆 I-b 

⑪ 216 3332 52 15 346 4 2.4 有 24 左? 正 I-b 

⑫ 217 0293 (49) 14 350 基部 4 2.7 37 33 正 I-b 

⑬ 218 0166 (30) 16 上半分 7 2.8 有 I -c 

⑬ 219 0303 (30) 11 先端 3 1.1 鉦 I-c 

⑮ 220 1039 60 24 250 5 7.0 有 24 左 逆 II-a 

⑮ 221 3328 48 28 171 8 9.9 有 65 44 右? 逆 II b 
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第 5章 七曲台における!日石器時代遺跡群の調査

4 小結

(1) 石器組成について

風台 I 、約230m2の調査範囲から、約6， した。その内訳は、

@石核@剥片などが約2，500点、チ、ソプが約3，700点で、両者の割合は約 4 6で

ある。定形的な石器は、ナイフ形石器16点、掻器9点、石斧 1点、台形様石器5点、一

のある剥片 2点の計33点で、こ

ると非常に少なl"1o

ナイフ形石器は、第37図右下からわかるとおり、長さが 5.~ 8 cmの

とし、その両側縁にニ次加工を施したものが主体を占める。先端部の一方の側に極く狭

る。これは、約560点にとると見られる大小

に微細な刃演し様の二次加工を施すものも約半数ほどあるが、いずれも素材の形をほと

んど変えないでナイフ形石器にしていると言える。 とした石器の中には、厚みのある大形

石刃を素材としたいわゆるエンド@スクレーパーは 1点もない。長幅指数100前後の剥片の一部

にゆるい孤を描くように二次加工を施したものが l点と、長さ3cmvこも満たないような小さな石

刃の先端に微細な二次加工を施したものが8点あるのみである。

こ;}lら を見てみると、東北地方の石刃石器群の中では、ごく普通に見られるナイ

中では圧倒的に多いにもかかわらず、典型的な掻器(エンド@スクレーパ

く存在せず、わずかではあるが台形様石器が含まれていること

一7

特徴がある D

(2) 剥片剥離の方法について

によっ

11 a， 11-b 

に多いが、

にその剥片剥離の方法を概説したが、

よばれる条件となる打面調整、稜形成の

としながら、それと、打面と

れている。前者は剥片剥離の方法の

それである。

I遺跡では、

しりわゆる

)-
L叩ー

よる、 I-a" I-b" 

2表のとおり、

に含まれていることも

し」一二三ーよてつ r、庁、
」り口ん三J ムノ Uノ

ィ、乏し三ミー λ っさ 三'-1 -rヲ/了、 7 し}斗 .j ..，-、〆了、
し，_νJ日午l=l /'-_ rcJ し'- ¥_νノ l_ (__点、ムノ ν/

となっ れている。 は、
三、~同〉

りfマり

をまとめたものである。この中で、

1 a 、と II-a，とIII類、だけ、 1 -a、と II-a 
、

、
寸
f
ノ

ー
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第5章 七曲台における旧石器時代遺跡群の調査

IV類だけを持つものである。母岩②では、長幅指数200------500の小~大形石刃を、①は、向指数

200前後の小形石刃を、①の場合、向指数100------200の中形石刃を得ている。また、母岩⑧では、

長幅指数150"-'500の大~小形の石刃、剥片を、。では、同指数100------500までの中~小形の石刃

及び剥片を、@では、向指数100以下------300までの剥片を得ていることがわかる。このことから、

I-a------II-b類の剥片剥離の方法では、得られた石刃に大小はあるものの、それぞれが長幅

指数分布の上でまとまりを持っているが、それにIII、IV類を含んだり、盟、 IV類単独ではその

まとまりがなくなり、非常に散漫になる傾向のあることが窺える。このように 2つの異なる剥

片剥離の方法から得られた剥片と特定の器種との結びつきについては、本遺跡の場合、石器の

種類が少なしその判断に苦慮するところであるが、少くとも中形の石刃はナイフ形石器に用い

られていることは確実で、この他にも剥片剥離の方法III、IV類から得られた剥片が第36図

229-------232のような台形様石器の素材になる可能性の高いことだけは指摘できる。

(3) 石器群の製作の場とその持ち運び、について

本遺跡、は、石器製作地、あるいはそのための素材を生産する場所であったとすることができ

る。そして幸いなことに、本遺跡の石器群は、比較的識別するに容易な頁岩を母岩としている。

このため、チップや一部選別できなかった剥片を除いて、大半のものは合計28個の母岩に分け

ることができた。それらの母岩は、原材から剥片にするまでの一貫した作業を本遺跡で行った

か否かを基準にしてA------D類に分類できる。それによると、 A類(本遺跡で、分割から剥片剥

離作業まで行ったもの)10母岩、 B類(他所で剥片剥離された剥片を、そのままか、石器とし

て持ちこんだもの)13母岩、 C類(他所で分割された石核の一部を持ち込んで本遺跡で剥片剥

離作業を行ったもの) 3母岩、 D類(原石の分割後、その一部の石核を他所へ持って行ったも

の) 2母岩、である。この中で、 A・C.D類は本遺跡、で剥片を得ているものとして、また石

刃等の一部が他所へ石器あるいはその素材として持ち去られた可能性のあるものとして、まと

められる。このようにして見ると、偶然の一致かもしれないが、本遺跡で剥片剥離作業の行わ

れた母岩数と、他所から持ち込まれた石器の、あるいはその素材が得られた母岩の数とは15: 

13で、ほぽ同数と見ることができる。すなわちこのことは、当時の人々が移動を繰り返す生活

の中で、ある場所では新たに10数個の原材を持ち込んで、その分割から剥片剥離作業までを行い、

生活の場を変える際には、そこの場所で得た石器や石刃、あるいは石核の一部を携えて次の場

所に移った、というようなあり方の反映と見ることができる。勿論、本遺跡に残された石器群

が当時の人間集聞の生活、行動様式の全てを現わしているものではないが、少くとも石器(=

道具の一部)あるいはその素材の扱われ方、行動様式の一端を物語るものであると言えるので

ある。出土したナイフ形石器16点のうち、少くとも10点は本遺跡外で製作されてから持ち込ま
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第 1節風無台 I遺跡

れたものであり、母岩@や⑤以降の母岩から得られた石刃も同様である。そして、本遺跡内で

生産された石刃には刃こぼれ様の傷跡があまり見えないのと対照的に、これら持ち込まれた石
(注4)

刃の多くにはそれが著しい。

(4) 風無台 I遺跡の石器群の位置について

本遺跡における剥片生産技術と、石器組成を見てみると以下の①、②になる。

① 剥片生産技術には、③縦長剥片を連続して剥離する技術(=石刃技法)と、⑥打面を固定

せず、打面と作業面を次々に移動させながら剥離作業を進行させる 2つの方法がある。量的に

多い石刃技法は、基本的に単設打面のものと両設打面のものとがあるが、両者ともに打面調整、

稜形成の作業面調整等の調整技術は全く持っていない。ただし、後者には打面の再生をするも

のもあり、 1個の石核から順次大→小の石刃を得ているものもある。このようにして得られた

石刃は大形のもの(長さが8cm以上)、中形のもの(8 ~ 5 cm)、小形のもの (5~ 2 cm) まで

あり、中形のものが最も多く、次いで、小形で、大形のものは少ない。(第37図の中で、持ち込ま

れた母岩⑦や、その他の⑤、。、@……@の長幅分布図を見てもわかる。)。

② 石器の組成は、中形石刃の基部両側に二次加工を施しただけのナイフ形石器と、極く小さ

な先端掻器、台形様石器、石斧であり、典型的なエンド・スクレーパー、彫刻万形石器は全く

ない。

本遺跡の石器群を、膚位的な証拠によって後期!日石器時代編年表の中に組み入れることは、

残念ながらできない。このため、現状では剥片剥離技術及び、石器組成等の比較などによって

試行せざるを得ないのであるが、これとて報告者の力量不足や、十分に資料接合の済んでいな

い状況では、確たる根拠を持って行えるものではない。しかし、ここで上記①、②をもとに、

これを東北地方とその周辺の石器群との比較で考えてみると、以下のようになる口
{波5)

剥片生産技術の⑧の調整作業を全く持たない石刃技法は、栃木県磯山遺跡、山形県岩井沢遺
(注6)

跡などに見られるが、打面再生の有無とその頻度や、打面の転移等に若干の差異がある。同技
(注7)

術の⑥は上記磯山遺跡や、岩手県上萩森遺跡などに見られるが、全体の技術に占める割合は磯

山遺跡のそれに比べて少ない。石器の組成を見てみると、ナイフ形石器は本遺跡のものと、磯

山、岩井沢遺跡のものに判然とした差異は認められず、典型的な掻器(エンド@スクレーパー)

や彫刻万形石器のないことも共通している。ただし、掻器については、小形石刃や剥片の先端

部に微細な二次加工を施したものが岩井沢遺跡にもあり、本遺跡のものに類似する。この他磯

山遺跡には、⑥の剥片生産技術から得られた剥片を主な素材とするいわゆる rペン先形のナイ

フ形石器」があるが、本遺跡、では、そのような剥片から台形様の石器を作っている。そしてこ

れに加えて本遺跡には 1点だけであるが、石刃を折断して作った台形様石器があり、他の遺跡
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とは擦立った違いを見せている。

以上、大略ながらも、剥片剥離技術と石器組成の観点から、本遺跡と周辺遺跡について述べ

たわけであるが、このことから、本遺跡の石器群は東北地方の後期旧石器文化において、名種

るいわゆる γ真正な石刃技法」の前段階@調整技術が未発達な段階の所産
(注8)

で、藤原 (1983、1984)のいう I群の中に大わく ることができるものと思わn，る。

1. ここでは剥片(ご素材)を得る毘的で採集されて来た原材(原石)を母岩と呼ぶ。母岩か

らは種々の剥片やチップなどが得られているが、これらを接合したり、石質を比較し選別

することによって、 1 (聞の母岩から得られた剥片の数、母岩の分割や剥片剥離の行程のわ

かるものが多い。以下、この呼び方は風無台II、松木台II遺跡も同様である。

2. 1個の石核から剥片剥離作業を進めて行くと、一般的には、石核の持っている面のうち、

1回の作業毎に形の変わる商が200ある。 1つは打面で、他の 1つは剥片が剥離される面

である。便宜上、この剥片が剥離される面を作業面と呼ぶ。

3.藤原妃敏、「東北地方における後期旧石器時代若器群の技術基盤J If考古学論叢』 芹沢

長介先生還暦記念論文集刊行会編 1983 

4. また、記刃が七刃として持ち込まれ、それがナイフ形石器などの定形的な石器に加工され

ず、そのまま使用されていると見られる事実は、石刃が一つの道具として機能したことの

証の 1つとなるものと思われる。

5.芹沢長介編 『磯山』 東北大学考古学研究室 1977 

6.加藤稔・米地文夫@渋谷孝雄『山形県岩井沢遺跡の研究」 山形県小国町教育委員会 1973 

7.東北歴史資料館 u>I日石器時代の東北J1 1981 

8.藤原妃敏注3に伺じ

「東北地方における石刃石器群について」 第3号 1984

ハハ
U
F
O
 



第2節風無台II遺跡

第 2節風無台11遺跡、

1 基本層序

七曲台における低い方の段丘は七曲台面と呼ばれる。この七曲台面のほぼ中央部には北側か

ら、左右を分けるような鋭い沢が南に入り込んでいる。風無台II遺跡における!日石器時代の遺

物は、この鋭い沢に面した段丘縁辺から約45m南西に入ったところの黒色土下から出土した。

この土利点は平坦であるが、微視的には鋭い沢からさらに小枝状に分かれた小さな沢の沢頭の部

分にあたり、全体としては、北東側に極く緩かに傾斜するそのはじまりの部分である。

第38園は、遺物が集中して出土した地点に隣接するところでの深掘りトレンチの断面図であ

る。この部分は、重機によって表土除去がなされており、表土 I~III層のうち風無台 I 遺跡の

1 • II 層にあたる層は残っていなしユ。第III層~IVb 層については風無台 I 遺跡の場合と同様で

ある。本図の第V層は黄褐色~褐色のローム層で風無台 I遺跡のV • V1層にあたるが、両層の

層境がそれほど明瞭でなく敢えて分層しなかった。第刊， . VII" .第VIIl'層は風無台 I遺跡、ではほ

とんど見られなかった層である。第VU'層は風無台 I遺跡のVII層に似ているが、少ないながらも

点々と風化した小擦が入っている点で異なり、第四""VIII'層も黄褐色砂質土中に風化した穣が混

在している。第1X層以下は段丘操層である。このうち出石器時代の遺物は、第1V層、第V層と

40周知

40.00 m 

第38図嵐無台II遺跡土層図

61 



第5章 七曲台における旧石器時代遺跡群の調査

VII'層の上部にその大部分が含まれるが、第38図からもわかるように、本遺跡における各層の層

境は風無台 I遺跡のそれよりも平面的ではなく大きく波打ち、 V層以下の層序層厚とも地点に

よって大きく異っている。このことは、調査区の周囲で3ヶ所深掘りしたが、 3ヶ所とも第V

層以下の様相、各層厚が異っていたことからも明らかである。従って、第V層が厚ければ、そ

の部分からは石器が出土し続ける、といった状態であった。なお、第38図の層レベルと第40図

の層序のレベルとは異っているが、 40図は石器集中地点での模式的な層序を示しているためで、

両者は一致しない。

2 遺物の出土状況

第40図が調査区と遺物の出土平面分布図、第39図がレベル毎の遺物出土数で、ある。これから

わかるように遺物の大部分は、調査区のほぽ中央で、直径約12mの円の中に含まれ、垂E草分布

にして0.7mの範囲である。現場で遺物として採り上げたものは、棟、微細なチップ等も含めて

5，065点によるが、その後の整理の結果、遺物でないもの、擦を除き、番号を付さなかったもの

も含めると総数で5，064点となる。石器群が約2，300点、チップが約2，700点で両者の割合は 9: 

11となる。

層序 標高 O 10 20 30 40 % 

町3

40.200 

(石器)

3冨 総合 (0.8) 安安
剥片・石器など(1.4)

(個数)

40.100 

40.000 

39.900 

チップ (0.5)

・Jλヨ((1103..71)) 事毎宵習を

口
8.6) 

(((18.6) ) ) 
食*~町安「除

:.:.:.:.:. _. _. _.....~..・.'・.. 17.8 。ヲ貨貴女食事封
19.3 

(32.0) 会女合女食
..人・y人・_.・....三H29.1) 食会

39.800 
ち号え (34.5) 

((27.3) ) 4町安*~町*
.......・・・.・.・-.・...........-.:.:.:.:.・・・・・・.，・4 26.0 

39.700 
(28.4) 

(8.6) ヲをヲ貨安宵宮崎
J ・・・・:;](10.5) ロ

39.600 

39.500 

(6.9) 

コ司国 (( 11 .. 56 ) ) 

(1.5) 

(0.3) 
0.4) 

39.400 
0.3) 

(0.1) 女
(0.2) 

39.300 (0.1) 

( )内は%を表す

第39図 出土レベル思Ij個体数
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円1

風無台II遺跡遺物出土平面分布図
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第 2節風無台 II遺跡

これらの遺物は、その内容、レベル毎の個数、同一母岩内での接合状況、発掘中の出土状況

などからして、全て同一時期のもので、 1つのまとまりとして把えられるものである。従って、

風無台日遺跡の石器群は、風無台 I遺跡、の石器群同様、第V層中(風無台遺跡、でのV • VI層)

に生活面を持った単一の時期のものであるとすることができる。

3 出土遺物

した石器群のうち、定形的な石器・剥片・石核等の数は約2，300点である。このうち定形

的な石器、あるいは二次加工が施された剥片として分類可能なものはお点で、その内訳は台形

様石器60点、掻器4点、ハンマー@ストーン 1点、その他の石器20点である。

石器群のうち剥片に着目すると、剥片の打商を上にして見た場合の、剥片の長さと幅との比

が2 1を超えるようなものも散見されるが、大部分の剥片はその比が 1 1前後(長i福指数

100)のものである口このことは、接合作業の結果判明した剥片剥離の方法の内容によっても明

らかで、風無台II遺跡では、いわゆる石刃技法は全く存在せず、長幅指数100前後の剥片を得る

ことを目的にした剥片剥離が行われている。

石材は台形様石器 I-a 類のうち、 4 点が黒曜石、母岩(~、(f2lがチャート、ハンマー@スト

ーンが砂岩の他は、全て頁岩である。

以下、出土した石器、母岩別の資料、接合資料のJI闘で説明する。

(1) 台形様石器

長幅指数100前後の剥片の鋭い 1側辺を刃部として残し、他の 1""'--3の側辺に二次加工を施し

て石器としたもので、形が台形状を皇するものである。 60点が出土している口第43図に長幅分

布を示した。石器の形状及び二次加工の施された部位の違いによって 1. II類に分類され、そ

れぞれがさらに細分できる。

なお、石器の各部の名称、及び、細部の形状の名称については第41図をもとに記述する。第4

表に石器の観察結果を示した。この中のr刃部とbulbの関係」の項で、は、背面の刃部となってい

る部分の剥離方向が、腹面の剥離方向と一致している場合は「正J、反対の場合は「逆」とし、

打点、を上にして見て左側から剥離が入っている場合は「左J、右からの場合は「右」として表わ

している。

については、 にも(特にII-a ど)それのわ

かるものもあるが この後に述べる松木台II遺跡の接合資料中(本書128ページの第85図)に I

a却の雨も良好な例があるので、ここでその行程について説明する。

第42図①~⑧が、その行程を表している。① 石核は 1酉が自然菌、他の 3面が節理面で閤
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まれた不正四面体を呈する。この石核の 1面から背面に節理由の付いた比較的大きな剥片を取

る。② 打点、を①よりも少しだけ右(留では左)に移動して台形様石器の素材となる剥片を剥

離する。③ この剥片には、打面を上にして見た場合、右側に①の剥離面が残っており、これ

とこの剥片の腹面とが鋭い縁辺を形成している。④ このようにして得られた剥片を、鋭い縁

辺が刃部になるようにおく。⑤ 剥片のバルブ側(左)と末端側(右)を腹面からの加撃によ

って折断する。⑥ 左、右の折断面を打面として、背面側の高まりを除去する(個々の石器に

よっては、これが省略される)。⑦ 再び腹面を打面として、急斜度(緩斜度のものもある)の

一次加工を施して(特に基部側の幡が小さくなるように行われる)、ほぽ台形様石器の形が出来

上る。⑧ 左右の側面から、細かい階段状
表面(背面) 裏面(腹間)

n
v
 

A淵
同
問
側

V-

品川一
V
H
直 直左 直右

刃口 口 口
曲凸 曲凸左

由凹右

曲仁J rl 下9
刃 曲凹 rH3凹左 曲凸右

トイ γ-H γ寸
尖 j皮

ぐ)口
第41図 台形嫌石器の各部の名称・

刃部の名称、

66 

(あるいは刃演し様)の剥離を施して石器

を完成させる。なお、ここに示した例は、

あくまでも 1例であって、①の石核の状態、

②、③の素材となる剥片の刃部として選定

する縁辺のあり方は一定ではない。台形様

石器II類の製作行程もほぼこれに似ている

が、上記行程中の⑥は全くない。

I類:(第44図 1~第47翻34、図版16~17)

刃部を上にして見た場合の形状が、おお

むね逆台形、あるいは逆三角形を呈するも

のである。刃部の形状は直線的なもの(6、

17、20、33など)、曲線的なもの(1、問、

35など)、尖るもの(3、28など)、波状を

呈するもの(9 )などがあり、側辺の形状

は直線的なもの(5、 6、 9、20など)や、

わず、かに内側に曲るもの(1、 2、23など)

などがある。個々の石器の観察結果は第4

りであるが、この中で、石器の素材

となった剥片のbulbと刃部の剥離方向の関

係を見てみると、 γ正」が約、「逆」が

約26%、 が約23%、「左J が約 6%で

ある。石器の素材として、刃部に予定する

部分の剥離方向が、素材の科離方向と同じ
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第42図 台形様石器製作行程模式留

であるのが約半数を占めている。

側辺への二次加工のあり方によってa、b類に縮分した。

I-a類: (第44図1，"，，--第46図28)

左 e 右両側辺に二次加工を施すものである。二次加工のあり方は製作行程の項で

とおりであるが、⑥の、 高まりを減ずる剥離が、裏面の rベル ま

りをメす象にして行われたものが、 1、2、 4、6、14、19----21、23、28などに見ら

れる。このような石器では、 1のように側辺加工は急斜度のものであっても側辺が

平らな簡とならず断面形が算盤玉状を呈する。 また、③の、 刃潰し様の加工は、

ものが多いが、両側辺とも背面→腹面のものが、 1、19に、左側辺が

67 



第5章 七曲台における旧石器時代遺跡群の調査

背面→腹面で、右側辺が腹面→背面のものが2、6、20、21、23、26に、これと全

く逆のものがム 24に見られる。 17の背面は分割面と思われる。ムム 6は背面

に自然面を残し、 6ではそれを刃部としている。 22は左側辺の二次加工中に折れて

しまったものと思われる。 6、14、18、22、25は打面部が基部側にあり、 14、18、

22は打聞を残している。

石質は、 1~4 が黒曜石、 15、 22、 24がチャートで、他は頁岩である。

I-b類: (第46図29~第47図34)

一側辺の大部分を素材のままの姿で残し、他のー但IJ辺に二次加工を施したもので

ある。 29は右側辺が軽いヒンジフラクチャーで終わっており、 33、34は一方の側辺

に打面を大きく残したままである。

II類: (第47圏35~第49図60、図版17~19)

全体の形状が、正方形か、長方形に近いもので、刃部は直線的か、ゆるく張り出す形とな

る。二次加工の施される部位の違いなどにより a、b類に分けられるが、二次加工は43、52

を除いて全て腹商側→背面側のものである。

II-a 類(第47図35~39)

5点ある。打商

きく残し、刃

部を除く他の二辺

に二次加工を施す

ものである。刃部

は直線的なもの

(36.38)、ゆるく

張り出すもの

(35' 39)、尖るも

のはりがある白

石質は37がチャー

ト以外は全て頁岩

である。

II-b 類(第47図40~第

49凶60)

cm 
長

"" A 

ゑ Iまf[

ムII郊

4 ラc口1

第43図 台形操石器長橋分布留

主に一側辺と、
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第4表台形機石器計測表(1)
第 2.f!tri 風無台II遺跡

|耳xf)Uす
;良i語調終

7 

事さ !番号
Unm) 

，，"i 分 の他
i合札 写口 (mmJ (mm) {、問) n5 i犬 係

1955 :ぅl 18 9 4.4 .)勺 55-60 出凸左 1 a 

つ 1850 28 基部

1 1461 (25) 

4 間 (26) |刃 zi長 。|刃
20 7 4.7 20 政友

1770 28 25 

" 

一 64:3 つι} リつ 19 ， 

11 1049 38 8 っいつ】 11 1¥¥ 直 白，. /Je " 
? 

3.5 12 

15 43 長 右 " i手正gil欠損、 焼

21 28 出凸 左

27 20 H 

(日4) ! Hl " ¥ ) 

17 037 41 17 16 M 

18 679 37 22 7 3.8 i焼

20 989 36 つつ

21 8つdつι 36 18 3.7 12 2fi '1 正 " 

つLつ乙 18日4 (::111 {日()l 8 3.1 15 40 rth r'~ η 

23 30日4 19 18 5 1.4 18 32 '1 逆 H i------) 

24 720 24 5 1.4 14 20 H -tユ- M 

!基部

26 4552 つμ つμ H " " 

η i 2985 29 11 5 1.4 M 刃l 最も

つ')Q つムつιつυ に，;つu 6.0 三仁 逆 " 又!

29 2678 (28 ) 20 兵 4.6 20 i五:だ 1 b ;基部欠損

30 :15 つζJη L ] 5 l~ 右 i道

31 52 dつつム 24 7 18 37 H 

り 3.13 20 " 

33 552 29 18 7 2.7 12 27 l宙 iE 10 
一
3.1 591 ?日 14 20 尖 日1 " 

a 

つι)Q 世主 左 " 

37 937 25 Zつ'..JL.，つ 5 5.0 ヮη 20 直;主 A市 " 

2080 29 23 10 7.6 l一部欠損 34 H M M 刃部欠

40 1420 29 32 8 7.2 21 32 " 才1 rr b 

18 〆' IE " 
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第5章 七曲台における!日石器時代遺跡群の調査

第 4表台形様石器計測表(2)

取りとげ 全長 最大幅 最大厚
重さ (gl

刃部長 刃部の
刃bu先l関b と事n型番号 刃角 1α。) 分 類裏問調整 その他

番号 (mm) (mm) (四) (mm) 1f5 ~犬 の係

43 792 31 30 9 7.1 I 20 25 直 逆 i N 接 1

44 4938 i 31 24 7 4.9 21 47-55 尚凸 右 " 

45 628 38 39 10 12.4 30 20 直 逆

46 1872 I 39 36 10 11.9 " iE w 侵10! 

47 844 27 29 6 5.2 19 20 曲四 N N 

48 148 35 34 8 6.7 26 20 i怠 N γ 接 2

49 22 28 8 I 4.9 23 50 曲凸 右 " 

50 26 円 5.1 29 32 " N fノ

51 080 I 30 41 10 9.8 35 26-29 " " ア f妾3

52 4993 27 19 4 1.5 13 19 l立 " " 

53 1496 20 22 5 2.1 20 19 " 正 ， t妾7

54 1539 21 19 6 2.5 17 23 M " " 

55 3373 21 21 5 1.6 20 19 曲凸 右 M 

56 2027 20 23 6 3.0 15 19 直 逆 " 
ーー一一一一

他の側辺と刃部との交わる を施すものである。大形のもの (40~51)

と小形のもの (52~57) 、超小形のもの (58~60) がある。刃部の形状は直線的なも

のが主体を占めるが、ゆるく張り出すもの(弘、崎、 51、56など)もある。打面を

上にして、表面から刃部と打面の関係を見ると、刃部が右側にあるものが12点

(37~44など)、左側にあるものが 3 点(品、 46など)、下にあるものが 6 点 (51 ，

56など)である。 40------44は、打面をていねl_，リこ取り除いているが、他は54を除いて

打面を大きく残す。 54は比較的縦長の剥片を中位で折i析し、その部分は折断のまま

に、反対側に急斜度の二次加工を施したものである。 52

、43は打西部に背面倒から二次加工を施している。

と刃部との交わる

(2) 掻器 (第49図61~64、図版19)

4点ある。 61は、 さし斗 きく厚くなる比較的縦 斗剥片の先端側に

刃部を作出したものである c腹面と刃部のなす角度は約9crあり、

呈する。 62は長幅指数100前後で、厚みのある中形の剥片の先端部

ら見ると孤状を

く孤を描くような刃部を

作出したものである。刃の角度は70~80oo 63、64は厚手の中形奈Ij片の一部に腹面倒からごく小

監さ を形成したものである。刀の角度はそれぞれ80------90
0

ある。石材は64がチャートで他は
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第 2節風無台 II遺跡

頁岩である。 63は第49図53の台形様石器と接合する。

(3) ハンマ-e ストーン (第50図70、図版20)

砂岩製の屑平な円程表を敵石として用いている。現存する大きさは長さ約 7cm、幅約 5cm、厚

さ約1.8cmの掌中にすっぽり入る大きさで、平面形は小判形を呈する。上辺部と下辺部に使用に

よる傷跡が明瞭に残り、それ以外の面は全てよく磨かれて、ツルツルしている。

(4) その他の石器 (第50鴎65-~69、図版20)

65は大形の剥片の一側辺からその反対側の一部に細かい二次加工を施した石器である。削器

とも考えられるが、先端が尖っており、ドリルかもしれないo 68は中形の剥片の尖った部分に

両側から細かい二次加工を施したドリルと忠われる。 66は細長くて厚みのある剥片の腹面はそ

のままにし、南側辺から急斜度の二次加工を施した石器である。先端部の右側はヒンジフラク

チャーで、終わっているし、左側も急、な角度を持っている。断面形は台形を呈し、あるいは尖頭

器様の石器かとも思われるが判然としない。 67も66とほぼ同様の石器と思われるが、上@下端

が欠損している。 69は二等辺三角形を呈する剥片の一端に縮かい二次加工を施したもので、あ

るいはナイフ形石器の 1つとして見るべきものなのかもしれない。これらの石材はいずれも頁

岩である。

(5) ，日石器集中地点以外の石器 (第51図77~73、図版20)

!日石器集中地点の南東側、 80~150mほどの地点の漸移窟中から、 3 点の頁岩製の石器が出土

した。 71は別々に出土した 2点が接合したナイフ形石器である。比較的長い石刃を素材として

いるが、基部を欠く。正面左側辺の先端側に、長さ 3cm に及ぶ急斜度の二次加工が腹面倒jから

施されている。先端部は尖るが、背面中央部には先端側から腹面とは逆の剥離面が入っている。

72、73は厚みのある中形~大形石刃の先端側を縦型掻器(エンド@スクレーノ

を彫刻万形石器とした複合石器である。 72の彫刻刀面の作出は、左側から 1

し、この打面から左下方向に 2 ている。

f ~ 

これら 3点の石器は

まりもない。本遺跡、の

われる号

らは遠く離れて散発的に発見されたものであり、まと

とは全く異質で、これとは関係のな~)ものと
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戦-4~ 一例む
ζ~ 11 ど~ 12 

鞍む。 13 ム 14

一撃すす 己最-4，e 
f-~ 15 くこコ 16 
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く> 20 

<=) 19 

第45図台形様石器(2)
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第46図台形議石器(3)
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第5章 七曲台における!日石器時代遺跡群の調査
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第48図台形犠石器(5)
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第5章 七出台における IEI石器時代遺跡群の調査
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ζ〉 71 

ここ〉 直喜怒

通訟 72 73 

第51図 ナイフ形石器@掻器

4 剥片剥離の方法とその種類

接合作業等の結果、本遺跡内でトの剥片剥離の方法にはいくつかのバラエティーのあることが

判明した。大きくは 4種類で細分すると 6種類になる。

それを概説する前に、まず剥片剥離作業を 2つに分けるとすれば第1段階にあたる母岩の分

割であるが、原石が大きい場合げは、特に打面を用意せず自然面から分割するようである。小

さい原石であれば基本的に分割はしない。また、比較的大きな石核から剥片剥離を開始しでも、

途中で必要に応じて分割したり、得られた剥片が厚みのある大きなものだったりした場合には、

それを石核として新たに剥片剥離を始めるようである。

以上のようにして得られた石核からの剥片剥離の方法を第2段階として分類すると、以下の

ようになるが、それらは石核の形

によって決まるような側面を持っ

ていると言える。

A類:小さくて一つの商が平

坦な石核

平坦な面は自然面であった

り、節理面や分割面であった

りする。この平坦な面を打面

として連続的な剥片剥離を行

う。打面の反対側は小さくな

令

第52図 書~1片剥離の方法B類模式国
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第5章 七曲台における旧石器時代遺跡群の調査

80 

り全体の形状として不正四面体を呈する 第5表母岩などの剥片剥離の方法一覧

ものが多い。母岩Q、②の一部、⑫など!? ?| 剥片剥離の方法 |図
名

号lID 2 に見られる。

B類:全体の形状が立方体か誼方体に近

いような石核 (第52図)

ほぼ直角をなす稜線の両側から、新た

な直角に近い稜を形成するようにして錯

向剥離状に剥離をくり返す(第25図①→

②)。全体的には、打面と作業面が稜線に

沿って螺線状に回りながら作業が進めら

れ石核の底面に至る。このようにして作

業が進められた時、母岩@のように作業

面が広い場合には、大きさ等の規格性の

強い剥片だけを連続して剥離すると、作

業面の中央部だけが残って行くので、途

中厚みのある大きめの剥片を剥離してい

る。母岩⑧などに見られる。

c類:楕円球か、球に近い石核

C-1類:

剥片剥離の行われない 1つの面を決め、

それ以外の面で、基本的には 1回毎に打

面と作業面を変えながら、石核を転すよ

うにして剥片剥離を行う。母岩③の一部、

Q、⑦、②、③、その他に見られ、最も

多い方法である。

C-2類:

設合質料 A 

@ 。。
① 

@ 。
@ 

@ 

③ 

① 

@ 。。
@ 

接合①資料 。
② 

① 

④ 

⑤ 

⑥ 

① 

@ 

⑨ 

⑮ 

B C 1 C 2 D-1 

u 。 u 62・同
。 64・65
。 。 66 

し) 67 I 

。。 54-61 

68 

u 

。 67 

68 

。
。 67 

68 

。 68 

。 68 

。 68 

。 68 

。 69 

。 69 

。 69 

n 69 

。 69 

打面と作業面との関係はC-1類と同じであるが、途中、打面、作業商ともに良好な面

があれば、その場所で同じ打面から数回の剥片剥離を行うこともある。母岩⑧の一部など

に見られるが、数個の剥片だけが接合したような場合A類との区別がつきにくい。

D類:舟底状あるいは盤状の石核

D-1類:

舟底状を呈する石核の場合。甲板にあたる面を打面として、石核の端から刺身をおろす



第 2節風無台 II遺跡

ような形で剥片剥離が行われる。しかし打点は 1つの線上を移動するのではなく、左右に

振れながら後退する。底面を持つ剥片が多い。母岩⑦の一部に見られる口

D-2類:

盤状の石核の場合、基本的にはD-1類と同じであるが、打面が広い分だけ打点、の移動

が大きく得られた剥片も石核の厚みがない分だけ長さの短かいものが多い。母岩⑧の一部

に見られる。

以上A類'"'-'D2類までの剥片剥離の方法と、各母岩、接合資料との関係を示したのが第5表

である。これによると、比較的多く接合して剥片剥離の状況もわかり易い母岩⑧~@は、 2-------3

種類の方法が併用されていることがわかる。他の@~③の母岩は、少ない接合資料であったり、

残核だけであったりするため、 1種類しか認められないが、基本的には、大きな母岩の場合、

数種類の剥片剥離の方法が用いられていたと考えるのが妥当と思われる。

また、これらの剥片剥離の方法から得られた剥片と特定の器種との結びつきは見られないよ

うである。このことは、母岩⑧、⑧などにおいて、 1つの母岩からいくつもの器種が得られて

いることからも明らかである。そして、 1つの方法から得られた複数の剥片であっても、それ

らは、形、大きさとも一定せず、剥片の属性と剥片剥離の方法との聞には特に関連性を見い出

すことはできない。

なお、残核を見ると、極く一部の不明瞭なものを除いて、全ての残核の一部には最初から最

後まで剥片剥離作業の及ばなかった面が必ず存在する。このことは、 B類のような場合であっ

ても、剥片剥離作業を進める場合の石核の据え方(置き方)がある程度定まっていたことを示

すものであろう。

5 母岩別資料

接合作業の結果、本遺跡においても多くの母岩が存在し、それぞれ剥片剥離作業の行われて

いることがわかった。しかしながら、非常に特色のある石材(チャートなど)であったり、他

とは明瞭に区別できる頁岩であったりする場合には、母岩毎にまとめることも簡単であったが、

原材の中心部で似ているようなものについては区別のつきかねる場合もあり、結局それについ

ては個々にまとめることができなかった。このようにして分類できた母岩の数は11個(⑧~③)

であり、この他に、明確に区別はできないものの、本遺跡内で剥片剥離作業の行われていたも

のは 3~4個((号、(豆)、各)、(弓)ある。さらにこれに剥片あるいは完成された石器として持ち

込まれたもの(③、@、@)も、区別すると、母岩の総数は16~17価であったと推定できる。

母岩⑧ (第53~61図、図版21)
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第5章 七由台における旧石器時代遺跡群の調査

合計120個の剥片、石器、石核等を確認し、このうちの約80個が接合した。第54図74がその最

終接合図である。これによると母岩@は縦12cm以上、横12.5cm以上、高さ約 7cmの直方体に近

い形を呈していたものと思われる。それが最初かあるいは剥片剥離作業の早い段階で3つに分

割され(第54図74-aの矢印)それぞれ石核A、石核B、石核Cとなったものである。

石核Aは剥片剥離の方法分類のB類で、第54図74-aの左上あたりから剥片剥離作業が始め

られ、反時計四りにそれが進められたものと思われる。同国75、76がその経過の一部を表して

いる。 74-aの下端中央に 1点、(第47図39)、75の中央部に 2点(第47関36と第48図46)の台形

様石器が接合した。

第61図158はこの石核における最終段階の剥片剥離作業の状況を示している。残核を下にし

て、石核の稜線上を上から(b )と、左(a )右(c )から見たものである。 159~172は 158の

段階から得られた剥片である。 173は残核で、下辺に自然面、横に節理面を残している。

第55図77~84はこの母岩から得られた石器である。 85 も基部の両側辺にわずかに二次加工が

あり、ナイフ形石器のようなものかもしれない。第55図86~第61図173までは、この母岩から剥

離された打面を持つ全ての剥片で、 157は石核召の、 156は石核Cの残核である。これらの剥片

の長幅分布図及び打角分布図が第52図である。実測図や長幅分布図を見てもわかるとおり、母

岩⑧から得られた剥片は長幅指数にして50以下のものから300近くのものまであり、その中での

ピークも100前後にややその傾向があるやに思えるが、ほとんどまとまりを持たないと言っても

良い。これは打角の分布にもやや似て、 1050~125。の間に集中する傾向にあるが、その分布の広

がりは850~1400にまで達する。

母岩⑧ (第62、63図)

134個の剥片と 3点の残核が確認できた。第62図174a ~ e はその最終接合図で、 a~d は下

にした部分を変えないで順次右側に90
0

ずつ回転させた図、 eはaを上から見た図である。

がチャートで、剥片も小さいことからリングは入れず矢印で剥離方向を示し、右側にその写真

を付したにれは次の母岩Qも同じで、打点のある剥離面はわ、ないものは→、腹面を表す場

合は←→とした。)0174-aの上半部で左手前から大きく分割されて、上半の剥片は盤状の石

核として、剥片剥離の方法の分類のD-2類によって剥離作業が行われている。残った大きな

塊りは、 C-2類によって剥片が剥離されている。 174-dの正面に台形様石器が 1点(第47図

の37)接合している。

第63図 175は残核の 1 つで、 176~188はこの母岩から得られた剥片の比較的形の整ったもので

ある。
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第2節風無台II遺跡

母岩o (第64、
65図) っ雪

318点の剥片及び

石核等を確認した。

石質はチャートであ

る。第64図189-a 4 

'"'-'dはその接合資料

の一部で、 a'"'-'cは 3 

下にした部分を変え

ないで右側に90
0

ず 2 

つ回転させた函で、

dはCの下面を見た

図である。この接合

資料は剥片剥離の方 昨こ

叫
15 

10 

5 

300 200 • 

@ 

@ 

@ 

@ 

@ 

@ 

4 

100 

50 

6cm 

(幅)法の分類のC-1類

で剥離作業を行って

いる。第65囲189は、

接合資料の一部で、

節理面で分割されて

いる。剥片剥離の方

法A類によって剥離

された剥片とその残

核(189-Cの下半部

85 90 95 100 105 110 115 120 125 130 135 140 145 
(打角)

第53図母岩⑧長幅@打角分布図
がそれ)が、他の大

きな剥片等と接合している。 189-Cは、小さな石核の打面倒(節理面である)から見た図であ

る。 190'"'-'199は、母岩Qの中では比較的形の整った剥片類であるが、母岩⑧同様、他の母岩の

制片とくらべ形状の整わないものが多い。

母岩⑤ (第66図)

240点の剥片を確認した。第66図200、201はその接合したものの一部である。 200-aの女印

の部分と201-aの女印の部分が接合する。この母岩からの剥片剥離は同方法の分類のC-1類

とD-1類で行われている o C 1類で、行われた部分の残核が、 200-bの左下半に見える。 D
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第5章 七曲台における旧石器時代遺跡群の調査

-1類の状況は同図202-a・b• cで示しである。 aは打面側、 bはその側面、 cは横面の形

状の実測図である。D-1類でト行われた剥片剥離作業によって得られた剥片から台形様石器(第

44図5)が作られている。

その他の母岩②・③・①・@・⑪と接合資料 1'""10 (第67'"'-'69図)

第67図203は母岩③の接合したものの一部である。母岩の分割後、大きい方の塊では剥片剥離

の方法C-1類によって、小さい部分では同方法A類によって剥片剥離を行っている。 203-

a • b • cの上半分は小さい部分の剥片剥離の状況を表している。平坦な自然面を打面として

連続的に剥片剥離作業を行っている。

第67図204は母岩③の接合Lたものの一部である。剥片剥離の方法C 1類によって剥離作業

を行っている。

第67図205は母岩①の残核に10点の剥片が接合したものである。自然面を残す下面を除いて、

あらゆる方向から剥片剥離が行われており、残核は小さな角柱状になっている。剥片剥離の方

法C-1類によっている。

第68図206は、母岩@の接合したものの一部である。剥片剥離の方法C-1類によって大小の

剥片が得られている。この母岩は49点の剥片があるが、残核は残存しない。第48図41• 42の2

点、の台形様石器II-b類はこの母岩から得られたものである。

第68図208は母岩⑪の接合したものの一部である。非常に小さな母岩で、 17点の剥片しか残っ

ていない。平坦な自然面を打面として剥片剥離の方法A類によって小さな剥片を連続的に剥離

しており、剥片の最大のものでも高さ2.7cm、幅3.0cm、厚さ0.7cmの大きさしかない。

第68図207'"'-'第69図217は、剥片同士 (209'"'-'212・214)、あるいは石核と剥片 (213.215'"'-'217)

の接合したものの図で、これらの接合資料はこれまで母岩⑧~③まで分けて来た中には含まれ

ず、他の母岩のものである。 209は剥片剥離の方法A類による、 210'"'-'217は同方法C-1類によ

る剥離作業を行っている。 214は第47図33と第48図45の、 215は石核に第49図53と向図63が接合

したものである。
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第5章 七曲台における旧石器時代遺跡群の調査
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第2節風無台II遺跡
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第5章 七曲台における!日五器時代遺跡群の調査
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第 5章 七[+13台における旧石器時代遺跡群の調査
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第5章 七出合における旧石器時代遺跡群の調査
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第 2節風無台II遺跡

ては再考されなければならないと考えられる。また、それら 2つの台形石器の区分の基準の 1
t法5)

つとされている側辺に対する二次加工のあり方にについても、ニ次加工の施し方が、却、年代

的な前後関係を表わす、とされて来たが、これについても再考が必要であると忠われる。台形
(注6)

様石器II類としたのは、「ウワ夕、イラ型台形石器J とよばれているものに類似しているように思

われるが、詳細については、今後検討したい。

風無台II遺跡出土の石器の組成については上述のとおりであるが、この中で最大の特徴は、

石器群の主体を台形様石器が占め、台形様石器の中では、これまで r日ノ岳型J I技去木型Jと

よばれていた ものと、 fウワダイラ型」とよばれていた一群のものが、比較的近い割合で

共存し、それ以外の定形的な石器としてはわずかながら掻器が伴うことであるといえよう。

(3) 風無台II遺跡の編年的な位置について

現状では層位的な事実からも、石器群の型式的なものからも本遺跡の編年的な位置について

言及できる論拠は何もない。しかしながら、剥片剥離の方法の内容や、その中に、石刃技法は

まったく持っていないことなどから、これらの石器群を、尖頭器文化、あるいは細石刃文化な

どとは棺当隔たりを持つ石器群のーっとして把えられる可能性もある、としておきたし」いず

れにしても、これまで関東地方あたりまでは、その分布域を持っても、 1遺跡からほんの数点

の出土にしかすぎなかった台形様石器が、秋田県でも単一の文化内容としてまとまって出土し
(注7)

たことは、北海道湯ノ里 4遺跡の出土例なども合わせて、より広範囲にわたる石器群、文化の

1つとして今後考究されなければならないと忠われる。

1.下)11達粥 e立平進 r日ノ岳遺跡」 長崎県立美術博物館 1981 

2.杉原荘介e戸沢充則 「佐賀県原遺跡における細石器文化の様相」考古学集刊3 2 1971 

3.注1に同じ 下111達禰 「長崎県日ノ岳遺跡、J 探訪先土器の遺跡 1983など

4.江本直ほか 『曲野遺跡IIjJ 熊本県教育委員会 1984 

5. 小畑弘己 「石器のかたちとはたらき一台形石器」 季刊考古学第4号 1983 

6.橋本正@上野章・神保孝造 「立野ヶ原遺跡群第二次緊急発掘調査概要』 富山県教育委

員会 1974 なおこの中の「ウワダイラ L遺跡の石器」の中にナイフ形石器が示されて

いるが、本遺跡、の中で、第55図85に示したものに類似している。

7 .畑宏明 「湯の里4遺跡の台形石器J 考古学ジャーナ JL.-No.233 1984 
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第 5章 七曲台における!日石器時代遺跡群の調査

第 3節松本台11遺跡、

1 基本層序

松木台II遺跡の!日石器時代遺物集中地点は、第2節の風無台II遺跡と同じ台地上にあり、風

無台II遺跡の!日石器時代遺物集中地点の西120mにある。この地点は七曲台面の北端から南に70

mほどのところにあり、台地の中央部にあたる。この付近はほぼ平坦な面をなしているが、微

視的には南にゆるく傾斜しており、土層の南北方向の流れもおおよそ同様の状況を示している。

第70図が遺物集中地点の北側に隣接する深掘りトレンチの土層断面図である口第 I層は黒褐

色土層で、風無台 I 遺跡での I~III層にあたる。第II 膚は褐色漸移層で、風無台 I 遺跡のIVa、

IVb層である。第III層は明黄褐色土層で、風無台 I遺跡のV、VI層に相当するが分麿はむずか

しい。第IV層は明褐色土層で風無台 I遺跡のVII層にあたるが、それよりも粘性があり、やや白

色化している。第V層以下は砂穣層で、上部では諜層と砂層が互層をなしている部分もある。

この段丘砂穣層のうちの擦層は旧石器時代遺物集中付近でもかなり上下に波うっており、直径

1~3 側、あるいは挙大の円撲が、遺物集中範囲の西側部分では漸移層直下から現われたりし

ている。

39.50m 
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第 3節松木台II遺跡

mの円の中から、垂E霊的には約0.5mの高低差を持って出土していることがわかる口遺物の平面

分布状況を見ると、円の中心よりもやや西側に最も集中する部分があるが、調査範囲内で、東

側には風倒木痕があったり、西側には段丘諜層の瞭が浮き上っていたりで、土層の混乱が見られ

た。この浮き上っている操は遺物が一緒に出ていることからして初め旧石器時代に属する穣群

かと思われたが、掘り下げたところ、第V層の砂磯層に連続していることがわかり、またそれら

の擦の中に特に焼けたものなどが見られなかったことから、同時代のものではないと判断した口

現場で遺物として採り上げたものは際、微細なチップ等も含めて2，505点、によるが、その後の

整理の結果、石器@剥片。石核などが約1，200点、チップなどが約1，300点である。この石器@

剥片 e石核類とチップなどの割合は12: 13で措抗する比率であるが、これは風無台 I遺跡や、

風無台II遺跡のそれと比較すると、チップ類が少ないといえる。また、同じ石器@剥片@右核

などにあっても、その数は風無台II遺跡よりも少ないにも拘らず、体積約には、それよりも大

きし」これは剥片などが風無台II遺跡のそれよりも大きいものが多く、残核の数も多いためで

ある。
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第5章 七曲台における!日石器時代遺跡群の調査

これらの遺物は、その平面、垂直分布の状況、同一母岩内での接合関係、石器群の内容など

から、全て もので、 1つのまとまりとして把えられるものである。従って松木台立

遺跡、の石器群もまた、風無台 I遺跡 e風無台II遺跡同様、第III層(風無台 I遺跡でのV • VI層、

風無台II遺跡でのV層)中に生活の面を持った単一の時期のものであるとすることができる。

3 出土遺物

出土した石器群のうち、剥片@石核@定形的な石器などの総数は約1，200点、である。このうち

定形的な石器、あるいは二次加工の施された石器として分類可能なものは71点で、その内訳は

台形様石器51点、掻器11点、その他の石器9点であるD

石器群の形状や大きさは、風無台II遺跡とほとんど変わりはないが、剥片が若干大きいもの

が目立つ。また、剥片剥離の方法では、風無台 II遺跡のA類~C-2 類までのものに加えて、

E類として、

E類:上@下面に自然面や節理面などの平坦な臨を有する石核の場合で、両設打簡による

剥片剥離を千子う。

の方法がわずかながら存在し、風無台II遺跡のD-L， D-2類が存在しないようである D

石材は、風無台II遺跡で見

り とチャート
長

くなく、全て頁岩を用いてい
cm 

る。また、風無台II遺跡では 5 

石器群をある程度母岩別に

けることができたが、本遺跡

の場合、 1つ を特定し

ただけで、他は選別すること

ができなかった。

以下、

のI1震で説明する。

(1) 台形様石器

51点出土している。石器の

形状および属性については、

2節風無台II

したものと同じであるので、

108 
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第 3節松木台II遺跡

それを参照されたい。第73図に、 II-f類を除く長幅分布図、第6表に観察結果を示した。

I類: (第74図 1.----.第75図23、図版23、24)

を上にして見た場合の形状が、おおむAね逆台形あるいは逆三角形;を呈するものであ

る。刃部の形状は直線的なもの(3、9、14など)は少なく、多少なりとも曲線的であっ

たり、尖ったりする。側辺の形状は車線的なものが主体を占めるが、 5、6、12などのよ

うに一方の側辺が内側にわずかに曲り、石器全体の形状が援形に近いものもある。

側辺への二次加工のあり方によって a、b類に細分した0

1 -a類: (第74図 1~1l)

左右両側辺に組織的な三次加工を施すものである。 mu辺への二次加工は腹古から

簡に急斜度に行うものが主体を占めるが、?、 8のように緩斜度のものもある。

工を背面から腹面倒に行うものでは、 11と6の左側辺がある。また 3と?では腹聞に残

る打癌の高まりを減じるエ次加工が施されている。 9のように大形のものもあるが、風

II遺跡の同類のものとくらべて小さいものが多い。 1、8、9は折損して出土した

ものが、それぞれ接合したもので、この他にも 2、 3、7、11のように折れているもの

が多い。折れ方は石器の中軸線に直交するような形で、その部位は石器の中心部か、そ

の上下である 0

I-b類: (第74図12~75図23)

一側辺の全部分を素材のまま残し、他のー側辺に二次加工を施したものである。

の尖る形のものが多l:1 0 刃部は15、19のように石器の中軸操に対して直交するようなも

のはまれで、中軸線に対して右か左側に傾くものが多l)0 二次加工は況を除いて、

から背面側になされており急斜度である。 12の左側辺はヒンジフラクチャーで、終ってお

り、 12、13の左側辺と22の右側辺は折断したまま、 16と21の左側辺には大きく打面を残

している。 20の右側辺下端は二次加工の施されない鋭利な縁辺となっており、あるいは

この石器は 1-.下を逆にしてナイフ形石器として見るべきなのかもしれない。

II類(第75図24~77図51、図版24、 25、 26)

石器の形状が正方形や長方形、あるいは半月形をなし、刃部は緩くふくらむものもある

が、大部分は直続的なものである。

II-a類:

縦に長い長方形を呈するものである。刃部は直線的で石器の中軸穏に対してほ

する。刃部を除く 3:i互に、二次加工を施すもの (24、25)、2辺に二次加工を施すもの

(26~29) がある。 II a 他の石器に比べて薄い。 29は石器中央部で折れたもの

したものである。
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第5章 七曲台における!日石器時代遺跡群の調査

II-b類: (第75図30~76図34)

刃部が直線的で、{也が弧を描くような半月形を呈する。いずれも左側辺に打面を大き

く残すが、その部分も含めて刃部を除く 3辺に急斜度~緩斜度のニ次加工を施している。

比較的大形のものが多い。

II-c類: (第76図35~37)

刃部を除く 3辺のうち 2辺か、 1辺と他の辺の一部に二次加工を施した正方形に近い

ものである。 35、37は打菌を残すが、 36は打面を含む打J鹿部までも除去している。

II-d類: (第76図38)

1点、のみであるが中形の剥片の打面部と先端部に急斜度の二次加工を施したもので、

刃部は緩くふくらむ。

II-e類: (第76図39~77図48)

左右どちらかの一側辺全体か、その一部に急斜度の二次加工を施したものである。比

較的小形で正方形に近い形のもの (39~位、 43) と、中心で長方形を皇するもの (42、

44~48) がある。 48の右半分は欠損している。

II-f類: (第77図49-----52)

全体の形状が正方形や長方形とならず、 II類に含めるべきではないかもしれないが、

一応この仲間とした。剥片の形をほとんど変えず¥側辺の一部に徴細な二次加工を施し

たものである。

(2) 掻器 (第77図53，..____78図62、図版26)

中形~大形のj享みのある剥片の一部に二次加工を施した掻器が10点出土している口それらは

刃部の角度、形状によってI.n.m類に分けることができる。
I類: (第77図53，..____78図58)

比較的縦長で部厚い剥片の先端 (53~55) や側辺 (56)

のである。刃部の形状は、 53、目、 56がゆるく弧を描き、

II類: (第78図57、58)

に近い刃部を作出したも

をなす。

大形の剥片の一部に、 を作出したものである。剥片は大形である割には

v，。

iii類: (第78図59--62)
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小~大形の剥片の尖った部分を選び、そ

刃部近くの断面はほぼ三角形を呈する。

を作出したものである。



第6表台形様石器計測表 弟;)Nii 松木台II遺跡

主主想 取り上げ番号 全長
最大幅 最大厚 重さ 刃部長 刃角 刃部の 刃部とbulb

分類
裳面

そ の 他
番号 (肌) (剛) (剛) (g) (肌) (α) 形状 の関係 調整

2024， 2047 i 29 21 7 21 36 曲凸左 正 I-a 

つ 2077 (34) 15 15 53 " 節理面 i 基部欠鑓

8 2.4 I 17 i 44 直 正 " (i 討¥'I(.fn

ワ 正? " 刃部欠t員、焼けている

5 1323 23 21 5 2.6 26 43 曲凹 左 " 。
6 518 25 16 6 1.9 18 45 出凸右 正 " 

7 2434 (25) ( 18) 6 2.2 ワ " 。刃部欠損
2038 34 17 6 3.3 15 50 白山 右 " 焼けている

9 7 6.5 18 32 " 逆 " 

10 (VIJS80 25 21 8 3.7 16 46 直左 正

11 364 (20) 24 5 2.7 刃部欠損 " 。上半欠損
12 ! 2250 35 18 6 3.0 20 1 20 1直右 正 I-b tつ
13 1501 31 劇凸右 正 H o 
14 1361 ! 32 13 5 I 2.2 11 I 60 直右 節E嬰函 " 

15 ワ 23 直 正 " 

1449 42 20 6 3.6 18 36 直右 鮪康面 " 

17 2437 (26) 17 I - I 1.6 I 12 曲凹右 " 基部、腹面欠損、焼けている

18 I (羽)5犯 I (22) (5) 日 1.4 20 37 曲凹左 左 M 下半欠損

I 19 2310 30 3.0 14 20-30 曲凹 正・右 M 

!ワoI 1869 '1'1 16! 6 27 11 '10-'15 盛問左 正 M 

21 1885 39 20 I 7 4.0 (13) 41 " 正 " 。
22 394 40 20 10 6.9 12 45 直左 逆 " 

1719 (45) 16 8 3.9 " 。刃部欠損、焼けている
24 2455 31 20 5 2.7 20 23 曲凸友 右 ll-a 

25 1925 3.0 13 45 箆 正

430 (25) I 26 I (5) 2.1 22 21 " 正 " 

27 918 i 25 19 5 つW.Wつ 15 38 " 正 " 

28 2450 I 25 17 5 2.1 よ 16 30 直右 友 " 

296 34 25 4 3.0 i 15 I 31 l恩 右 " 

30 ( VIl792 25 7 3.7 15 40 " 右 II b 

2452 32 32 10 9.0 22 38 曲凸右 右 " 

32 2093 28 32 5 4.6 18 20 i鼠 右

6 5.1 27 28 i [:幼凸 右 " 

403 6 7.7 31 36 " 右 " 

35 382 20 23 43 直右 左 II -c 

1334 18 23 S I 2.0 I 19 26 蘭 i巨 " 

250 27 自 5.3 " 正 " 

38 11 34 10 曲凸 正 II-d 

39 2453 18 22 7 2.6 17 43 直 正 II e 

1081 22 17 23 |曲凹左 右 " 

41 2214 23 5 37 直 正 " 
一
42 1533 3.4 17 34 出凸 逆 " 

43 826 1.2 1i i 2日 直 正 " 

44 2416 27 19 8 5.1 27 曲凸 友

45 417 29 つμ つμ 5 29 20 直 正 " 

46 1263 23 30 4.0 22 出1凸 正

47 967 27 34 11: 7.1 25 30 筏 l 正 " 

(り)1075 26 (] 7) 6 2.8 ( 7) " 右 " 

f19 2447 20 5 23 " 正

50 1769 21 29 5 2.5 25 正 " 

I 51 2459 32 6 4.8 23 節理面i υ 
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第 5章 七i白台における|日石器時代遺跡群の調査

(3) その他の石器 (第79函63~71、図版27)

剥片の一部に組織的な、あるいは徴細な されたものである。旬、 64‘ーー

によって比較的急斜度の刃部を作出したもので、 している。いわゆる扶入石器の一

っかと思わhる。 65の下端も同様で、同じ仲間であろう。 66~68は比較的縦に長い剥片の側辺

に徴細な二次加工を施したもので、あるいはこのようなものがナイフ形石器といえるの

かもしれない。 69は剥片の尖った部分の両側に徴細な二次加工があり、ドリルであろうか。 70

ユ長リ片の両側辺に大まかな二次加工を施したもので、台形様石器の I類かもしれなし」

71 II-f類に{以るが、打面の一部に細かし え令。

4 接合資料

本遺跡で用いられた頁岩は節理面が多く入り、 その他の要素だけでは母岩別に分類す

ることが極めて困難であった。このため、確実な母岩としては、第86図126• 127で示した接合

資料5を代表とする母岩⑧を確認したにとどまる。この母岩⑧は、図示しなかった大きな塊も

含めて、 187個の剥片類からなっている大きなものである。この他に数個の母岩が存在すること

は確かであるが、前述の理由によって選別し得なかった。

第81図~90図が、接合資料の代表的なものである。これらの接合資料をもとに、本遺跡の剥

片剥離の方法を分析すると、以下のようになる。なお、本遺跡、での剥片剥離の方法は、風無台

II遺跡のそれと同様なものや、似ているものが多い。このため、風無台II遺跡には無くて、

遺跡にあるもの、またはその逆のものについては、記号の重複を避けるため、前者のA'"'--'D類

く記号を用いた。また、石核の形状についてはその全体を推定し得るものが少ないので、

記述の際省くこともある。

A類:単設打面からだけ剥片剥離を行う方法

風無台II遺跡のA類と同じ方法であるが、石核はそれよりも大きし得られている剥片

も大きなものが多しユ。打面は自然面や節理面、分割面であることが多いようである。接合

資料ll(第89図141)• 14 • 15 (第90図144• 145)などに見られるが、いずれも残核が不明

なことからC-2類の一部である可能性もある。

B類:石核の稜線のうち、直角に近い角度をなす稜線の両側から錯向剥離状に剥片剥離

ノ

112 

は風無台II遺跡のB類と同じで、石核の稜線のうち、直角に近し

状に剥片剥離する方法であるが、本遺跡、の場合、石核が立方体ではなく、三角錐あるいは

四面体に近い形状であるため、剥離の進行が螺線状に回らず、一直線か直角をはさむニ辺
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第5章 七曲台における!日石器時代遺跡群の調査
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第5章 七曲台における|日石器時代遺跡群の調査
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第79図 その他の石器
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第3節松木台II遺跡

上で行われる。風無台II遺跡のB類と一応区別するため、前者をB-1類、後者をB-2

類としたい。接合資料2 (第82図)、 12(第90図142)に見られる。

C類:打面と作業面を次々に変えながら、石核を転がすように剥片剥離を進める方法

残核では、一面あるいは一部分を除いて全て、打面であり、作業面となっている。やはり

C-1類と C 2類があるが、両者とも風無台II遺跡のC-1• C-2類と全く同じであ

る。 C-1類は、接合資料1 (第81図)、 3 (第83園)、 5・6 (第86図)、 8 (第87図132)

などに、 C-2類は、接合資料.4 (第85図)、 7 (第87図131)、9 (第88図)、 13(第90図

143)などに見られる。

。類:D-1 . D-2類とも本遺跡中には見られないo

E類:両設打面による剥片剥離を行う方法

石核は直方体で、上下に平坦な面を持つ。この平坦面は自然面や節理面・分割面などで

ある。この方法は風無台II遺跡、では見られなかったものであり、本遺跡中でも、接合資料

10 (第89図139)の1例だけである。この資料の場合、 13c-bの方が自然面、 138-cの

方が節理面である。剥片剥離作業は上設打面(この場合節理面)側からと、下設打面(自

然面)側から交互に行われ (138-b・138-cのo印は剥片はないが剥離方向のわかるも

の、@は剥片が接合

しているものを示し、

番号は剥離の順番を

表わしている)、 最

初の数回を除けば、

全て石核の高さの中

位でヒンピ@フラク

チャーで終っている。

140は残核で、この石

核が大きな剥片ある

いは分割された塊で

あったことを示して

しユる。

第80図は、接合資料1

(第81図)・ 2(第82図)・

3 (第83図)の残核を除く

グ。/
A 

@ 

2 3 

ム

A 

。
50 

o接合資料 1

• IJ 2 

3 

4 5 6cm 

第80図接合資料1・2・3の長橋分布図
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第5章 七曲台における旧石器時代遺跡群の調査

剥片の長暢分布を表わしたものである。これによると、接合資料1の剥片が長幅指数100'""'-'200

の間にほとんどが入る他は、接合資料2• 3とも向指数50--300の剥片で、ばらつきのあること

がわかる。また打角の分布を見てみると、接合資料lでは打角120-----140
0
でピークはなく、問 2

では打角110'""'-'140
0で115'~1250 にピークがあり、同 3 では打角120~1350で125~130

0
にそのピー

クがある。

第85図123~126は接合資料 4 で、 2 点の台形様石器と他の剥片が残核126に接合した状況を表

している。 2点の台形様石器は第74図の 1と2である。台形様石器71図1の製作行程について

2 ii'i(本書67ページ)で示したとおり、長さ.J臨とも 3~4cmの長幅指数100前後の剥片の打面倒

とその反対側を折断および急、斜度の二次加工によって台形様石器としている。 74図2もほぼ向

様の行程によって製作さーれたと考えられるが、 1では剥離面を刃部とし打閣と刃部の関係も

であるのに対して、 2では節理簡を刃部とし打面倒が基部となっている。同ーの石核か

ら得られた条件の異なる剥片が、ほぼ同様の台形様石器として、製作されていることがこれで

明らかになったわけである。

第82図85は接合資料2で剥片が残核 (106) に接合した状況を示し、 86は剥片剥離行程の途

中の図である。この86においては、 87の台形様石器II-a類(第75図27と同様)が接合してい

る。これによると、台形様石器87の製作される前の剥片は、長さ2.2cm、幅3.6cmの大きさで、

鋭利な左側辺を刃部とし、反対の側辺を折断や二次加工によって石器に仕上げていることがわ

かる。向図88も同様の石器である口

5 小結

松木台 II遺跡では直径12~13mの円で囲まれる範囲の中から、剥片・石核@定形的な石器な

どが約1，200点、(チップ・擦を除く)出土した。このうち定形的な石器は71点で、その内容は、

台形様石器51点、掻器11点、その他の石器9点、である。これらの石器群は、その内容、出土状

況、接合関係、剥片剥離方法の基術基盤などから、全て同一時期の所産のものと考え与れる。

(1) 火熱を受けた石器について

における旧石器時代の 3つの遺跡、風無台 1.風無台II事松木台II遺跡では、

片類が二次的な火熱を受けて黒色化しているものが多い。その数は風無台 I遺跡では約450点

(全体の 7%)、風無台II遺跡では約800点、(16%)、松木台II遺跡では約200点(8%)である D こ

れらの石器は、全て石核から剥片剥離された後に火熱を受けており、それは剥片にとどまらず

定形的な石器の中にも見られる。そして火熱を受けた石器の分布を見てみると必ずしも 1ヶ
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第日章 七曲:今仁おける!日石器時代遺跡群の調査
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に集中する傾向は見られなかった。また、調査中、特に焼土と断定できる もなカユった。 こ

れら石器がどのような理由によって焼けたのか不明であるが、今後注意しなければならない

題点の 1っとしてここに述べておきたい。

(2) 風無台II遺跡との関係について

松木台II遺跡、と II遺跡、は同一台地上にあり、

出土状況、石器組成、剥片剥離の方

にしてわずか120mしか離れてい

ない。いま、この 2つの遺跡における石器群の
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第3節松木台II遺跡

法などを比較してみると、近似した状況、内蓉を持っていることがわかる。これらの似ている

うちのいくつかについて比較してみると以下のようになる。

① 出土層位と出土状況 2つの遺跡の石器群は、黒色表土下の漸移層から出土しはじめ、

その下の黄褐色ローム層中に生活面を置いた単一の時期のものであると考えられる。両者と

もに直径12m前後の円で閤まれる範囲内に遺物が集中する。

② 石器組成:両者ともに台形様石器を主体とし、それにわずかながら掻器を伴う。台形様

石器 I類はこれまで「日ノ岳型」、「枝去木型J とよばれて来たものであり、台形様石器II類
t注 1)

は、これまで「ウワダイラ型」とよばれていたものに似ている。なお、 I類は風無台II遺跡

の34点に対し、松木台II遺跡では23点とやや少なく、全体の形状、二次加工のあり方も

の方に整ったものが多い。 II類では、松木台II遺跡のII-a類が風無台II遺跡には見られな

い。掻器は、両遺跡、のものとも、長幅指数200前後の部厚い剥片の先端に刃部を作出したもの

が主体である。松木台II遺跡の掻器凹類は風無台II遺跡では見られなしユ。風無台II遺跡のハ

ンマー@ストーンを除いてこの他の若器、例えば彫刻万形石器などは 2つの遺跡、ともに存在

しない。

③ 剥片剥離の方法 2つの遺跡、とも石刃技法は全く存在せず、いわゆる「不定形剥片」だ

けを生産する剥片剥離の方法に依っている。この方法は大きくは、 A~E類の 5 つの種類が

あり、両遺跡とも 4つずつの種類を持っているが、その中で舟底状あるいは盤状の石核から

剥片を得る方法は松木台II遺跡、にはなく、代わりに問遺跡、では荷設打面から剥片を得る方法

がある。これら 5つの剥片剥離の方法は、打面調整、作業面調整などのいわゆる調整技術を

全く持たず、打商と作業面を頻繁に変えながら剥片剥離作業を進行させる方法が主体となっ

ている。

以上の①.(~) .③から、松木台II遺跡と風無台II遺跡は、同時に在存した遺跡ではないかと

の疑いもあり、剥片間での接合作業なども試行してみたが、接合するものは全くなかった。恐

らくは、同一の生活基盤、文化内容を持った 2つの小集団がほぽ同時に 2つの遺跡の地に生活

の跡を残したものか、同ーの集団がそれほどの聞をあけないで、大体同じ土地に戻ったかした

ものであろう。

なお、 2つの遺跡、での母岩のあり方、接合関慌を比較してみると、風無台II遺跡、では、遺物

集中地点外で製作された石器が(4点の黒曜石製台形様石器など)確実に存在し、各母岩の中に

も、他の地で剥片剥離作業が行われた後、剥片として遺跡、に持ち込まれたと思われるようなも

のがあるのに対し、松木台Il遺跡では、そのような疑いのあるものはほとんどない。
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第5章 七曲台における!日王子器時代遺跡群の調査

(3) 松木台IIo風無台II遺跡の発見の意義

松木台II遺跡の嬬年的な位置については(2)で述べたように、風無台II遺跡、とほぼ同じ時期の

ものと考えられるが、その異体的な位置づけについては現在のところ不明と言わざるを得ない口

ただ、風無台n.松木台n遺跡の発見は、第2節でも触れたように、台形様石器を主体とす
る石器群とその文化を、汎日本的な視野で考えなければならない状況にまで導いたことに意義

がある。それはまた、これまで、極めて散発的な出土例の lつとして把えられてきた山形県越
(在2)

中山K地点の国府型ナイフ形石器や、石刃石器群が主体を占める東北地方にあって、全く異質
(注3)

の技法として存在するような感のあった米ヶ森技法及び米ヶ森型台形石器の存在が、例外的な

ものではなく、確国たる基盤を持った文化のーっとしてこの東北地方 した可能性を物語

るものかもしれな¥;:Oo

いずれにしろ、可能性を可能性としてのみ止めておくことなし今後は、これらの石器群が

包含されている土層の地質学的な究明や、縦長の剥片を主体とする石刃石器群に対して、不定

形あるいは横長の剥片を主とする(いわゆる石刃技法を持たない)石器群とその分布や、散在

するかに見えるそれら石器群の対比などによって、これら石器群の出自及び編年的な位置を明

らかにして行かなければならないと考えられる。
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注1.松木台II遺跡II-a類は、全体の形状からすれば「日ノ岳型」に似ているが、二次加工の

あり方などに疑問点もあり、 I類には含めなかった。なお、小畑弘己 (r台形石器J !I季刊

考古学』 第4号 1983)は「ウワダイラ型台形石器J を「縦長剥片の一辺を切断して長

方形に剥片調整を加えたものである」としているが、ウワダイラ型台形石器をこのように

把えるとすればここでいう II類の中でウワダイラ型台形石器に含まれるものはほとんどな

し〉。

2.酒井忠一、加藤稔 「越中山遺跡』 致道博物館 1976 

3.米ヶ森技法がどこでどのような経過から生まれたかについては、今後の調査研究に期さな

ければならないが、風無台II、松木台II遺跡のような技術基盤からそれが生まれた可能性

も大いに考えられるところであろうと考えている。
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第1節風無台 I遺跡

第 6章 七曲台における縄文時代~吉代の調査

第 1節風無台 I遺跡、

1 遺構について (第91図)

遺跡は、七曲台地内で最大の沢によって北半を東西に二分された東側の北縁で、標高

41.5~42.0mの平坦面に位置している。遺跡、の北には岩見川とそれによって形成された狭小な

沖積地さらには和田丘陵(標高50m前後)と太平山丘陵(標高100~150m) が連なり遠くには

秀峰太平山(標高1，170.6m)が臨まれる。遺跡の南側にはこれも沢に面して、今回調査対象外と

なった風無台IV遺跡(縄文時代中期後半)が、沢を越えた西側には本遺跡と同一標高で風無台

n.松木台n遺跡が並んでいる。

検出された遺構は、縄文時代中期の竪穴住居跡4軒、古代の掘立柱建物跡1棟、土壌79基、

Tピット 1基、焼土の散布する箇所4ケ所である。このうち遺物の全く出土しない遺構につい

ては、時期が明確にされる遺構との形態的な比較等でその時期を把握するしかない。

土墳を中心とする85の遺構群は、台地の北縁に沿って東西に展開し、とりわけ遺跡内中央北

辺と商辺にそのまとまりをみることができる口中でも最も遺構数の多いのが北辺でS156を初

めとして39の遺構が、台地が岩見川に向って急傾斜し始める肩部に沿って東西に広がり、また

西辺では 3軒の竪穴住居跡を内側にして舌状に伸びる台地先端まで直線的に遺構が確認される。

この他に遺跡南側に数基の土墳がまとまりをみせる。

4軒の竪穴住居跡は、 S1 56を除けばS107、15、16は円形を呈し、土器埋設炉を有するこ

と、さらには柱穴が確認できない等共通した点が窺えるが、 S1 15の炉のように埋設土器の口

縁が住居内中央に向って傾斜するものもある。

遺跡内東側に位置する掘立柱建物は一度建て替えが行われたものであるが、同時期と考えら

れる遺構 e遺物とも他には全く検出されていなし >0

79基に及ぶ土墳はその形態、から大きくはフラスコ状土塘(従来使用されてきたフラスコ状@

袋状ービーカー状土壌を総称する)47基と平面形が円形ないし楕円形を呈し、断面形が鍋底や

鉢状を呈する土塘32基とに分けることができる。出土する遺物から、これら土墳群が、縄文時

代前期後半、向後期初頭、同晩期から弥生時代に属するものと考えられるが、住居跡と同時期の

縄文時代中期後半の土器を出土する土墳は全くな V~O
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第6章 七曲台における縄文時代~古代の調査

@ 

"e J ~ノ

第百2図 7号竪穴住農跡と炉壊設土器

のつまみ出しによる細い隆帯に連結する G

らのj章物はほとんどないが、

15号竪穴住居跡 (第93図)

η1 

① 霊宍イ主農顕i

7号竪穴住居跡 (第92闘)

遺跡内西辺の遺構群の中に位置し、

8mほど南には16号竪穴住居跡があ

る。北側で一部撹乱を受けているが、

直径2.5mの円形を呈する。

てる10cmほど立ち上るが東側では明瞭

でない。床は炉の東側が堅くしまっ

ている他は比較的柔らかく、柱穴は

住居内、壁外にも全く確認できない。

炉は住居中央よりやや東側に設け

られた土器埋設炉であり、土器を支

えるように片側に自然傑を添えてい

る。土器を中心に直径50cmほどの範

囲が非常によく焼けているが炉の掘

り込みは明瞭でない。

埋設土器は平縁で、外反する口縁

から一度ゆるくすぽまり胴部下半で

丸く膨む深鉢形土器である。胎土は

白色砂粒を多く含むも撤密である D

二次加熱のため非常に脆くなってい

る。口縁から頚部にかけて

LR縄文施文の胴部とは不安定な一

条の沈線で画される。土器内面の口

縁部には粘土紐貼付による「ノ」の

字状の隆帯があり、その末端は頚部

ら縄文中期後半の住居跡である。

し、 S1 16の南東にある。南北3.0m、東西2.5mほどのほぼ円形
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を呈する。壁は10cmほどで低

いが立ち上りは明瞭でトある。

は炉の南側の一部が非常に

堅いほかは、比較的柔らかい。

3 f屈の自然醸が床面に接して

いる。柱穴は北西の壁際に 1

個確認されただけであるがこ

れには拳大の礁が〆入っている。

炉は住居中央やや南側に設

けられた土器埋設炉であり、

土器は口縁が住居中央に向く

ように傾斜して埋設されてい

る。炉の掘り込みは明瞭でな

し〉口

炉埋設土器は服部上半と底

を欠くものであるが、底部

から直線的に外に開く深鉢形

土器であろう。胎土は砂粒を

も撤密であるが、二次加

熱のため脆くなっている。撚

糸文が全面に施文される。

らの遺物はない

が、炉埋設土器から縄文中期

でS107と同時期と考え

られる。

16号竪穴住居跡(第94図)

第 l節風無台 I遺跡

F 
。;

野

第93函 15号霊穴住岩跡と炉埋設土器

遺跡内西辺の遺構群に位置し S107の南側にある。南北3.2m、東西4.2mで楕円形を呈する D

10cmほどで、立ち上りは明瞭である D 床は比較的しまっており、炉の南側が特に堅い。床

面には、炉の北西に埋設土器がありまたその南側に偏平な凝灰岩が検出されている。

らの深さ30cm前後のものを確認するが、西側では確認できない。

中央部に設けられた土器埋設炉で、土器の南側が非常によく焼けて竪くしまって

いるが炉の掘り形は確認できない。炉の埋設土器は、底部と口縁端部を欠くが、底部から胸部

141 

口1



第6章七曲台における縄文時代~古代の調査

(あ¥
)〆

b 

3 

⑪ 

($J 

〈ヨ

与
一
昨
1

@ 

¥ 

@ 

¥ニj

机
附
川山

第95国 向上炉埋設土器と覆土中土器
142 

にかけては直線

的に外に開き、

頚部からは丸み

をもっ無文の深

鉢形土器である。

飴土は敏密で焼

成も良好であり

二次加熱による

変色も顕著でな

い。口縁部には

ボタン状の突起

があり頚部には

粘土紐貼付によ

る隆帯が一条め

ぐっている o ~同

部下半から底部

m にかけては器面

成形のためのケズリ痕が顕著である。

土器4は、口縁部と服部下半を欠くが、

やや外反する口縁部から頚部へ、そして丸

く膨みをもっ胴部に至る童形土器であろう。

胎土は白色の砂粒を含むも鍛密であるが焼

成は不良である。縄文はRL縄文である。

住居跡覆土中からの他の遺物はないが、

炉埋設土器から縄文中期中葉であろう。

56号琵穴住居跡 (第96函)

遺跡内中央北辺の遺構群の中に位寵して

いる。北東側のプランが明かでないが、お

よそ南北5.0m、東西7.2mの楕円形を呈す

らカ〉し〉。

るやや大型の住居である。床は全体的に柔

柱穴は住居内外に深さ 20~40cmほどのも



巳¥、

第 1節風無台 I遺跡

⑮ 

@
 

A 臼

禽土偶出土地点

c 。

ロ1

第96図 56号竪穴住農跡
のが確認されている。

炉は中央部に床の焼けた部分があり地床炉と考えられる。

床面出土の土器は 6(第100図)のような太い隆帯とボタン状突起に縦位に縄文を押圧するも

のや縄文原体を横位に押圧する 7などがあり縄文中期前半と考えられる。

② 掘立柱建物跡

S B 94 • 95掘立柱建物 (第97図)

東西棟桁行3問、南北梁行2間の擁立柱建物跡である。 SB94は柱間平均距離が桁行5.7m

(東から1.9m+1.9m十1.9m)、梁行4.2m(北から2.1m十2.1m)であり計画尺による桁行19

尺、梁行14尺でl尺は平均30cmである。柱掘形は円形を呈する。

S B95はSB94の北側桁柱の 3本をそのままに若干縮小されたものである。

桁行5.4m(東から1.7m十1.8m+1.9m)、梁行4.1m(北から2.1m+2.0m)であり計画尺に

よる桁行18尺、梁行14尺である。柱穴掘形はほぼ円形で柱痕は直径20cm前後である。 SB95の
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柱掘形から土師器の細片が3

点、ほど出土しているだけで正

らない。本遺跡確な時期は

e遺物もイ也から

には全く出土していないし、

また七曲台全域においても古

代の遺構 e遺物は、わずかに

墳(第98• 99関)

本遺跡で確認された79基の

土壌群は大きくはこれまでフ

松木台II遺跡において確認さ

れるにすぎない。

③ 

。
① 

p 

p 

七曲台における縄文時代~古代の調査第6章

九六~斗て乙グ

i
G
J川也

ピーカー状、袋状

土壊(ここではこれらの総称

ラスコ状、

としてフラスコ状土壌を使用
2m 

とそれ以外とに別けるする)S B 94 • 95掘立柱建物跡第97国

で?」干」ことができる。特にフラスコ状土壌は79基のうちの47碁とその半数以上を占めており、

これら土墳群ははそのフラスコ状土墳を中心にその断面形からA'"'-'Fタイプまで分類したが、

その分類の基準は底面とそこから立ち上る壁の状態その上面が削平されている可能性が強く、

を中心とする分類となる。尚、土墳の出土遺物に関しては④の出土遺物の項で詳述する。

底面が平坦で服部最大径の位置が底面よりやや上にあり、丸くふくらみながら頚部

で一度すぽまりさらに外に向って開くもの

でSK01 • 04 • 99等21基であり、特別なま

とまりは見られない。遺物を出土する土墳

は5基で、縄文時代前期末葉SK91、問中

期中葉SK92、間後期初頭SK01 • 04 .同

娩期前半SK67、弥生時代SK24 • 38であ

して

。。
S K91 • 92は北辺遺構群の中

C 

"--ー.-/

Aタイプ

A 

特にSK92はSI 56 • S K91を切っており、

において土偶(第101図)またそアラスコ状土靖分類模式罰第98罰
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第1節風無台 I遺跡

が出土している。 SK01・04は西辺遺構群の中に位置している。 SK01からは縄文時代後期初

頭の完型土器3点(第100関)が一括出土しておりこの時期の土器組成を知る上で好資料であ

り、またこの土壌の底面直上には堅果類を含む炭北物層がある。この他SK17の覆土上層から

も炭化した栗の果皮が多量に検出されている。

自タイプ 平坦な底面から丸くふくらみながら頚部に至るもので、 A類より最大径の位置が上

になる SK42 • 50等7基である。 SK05 • 75を除く 5基が北辺の遺構群の中に位置している。

遺物はSK50等5基から縄文時代晩期の土器(第100図)が出土している。

Cタイプ 平坦な底面から直線的に頚部にすぽまり、頚部から関口部に向ってほぽ直立するも

のでSK55 • 56等13基である。このうち 9基までが北辺の遺構群の中に位寵している。遺物が

したのはSK39. 61. 63の3基で特にSK39からは完型の深鉢形土器(第100図)が、底面

よりやや上で横倒しの状態で出土している。いずれも縄文時代晩期の土器である。

Dタイプ底面も丸みをもち全体が球形に近くなるものでSK52・65の2基である。いずれも

北辺の遺構群の中に位置し、 SK65出土の土器(第101図)は縄文時代晩期である。

Eタイプ 筒形でこれまでビーカー状と呼ばれてきたものである。底面径@胸部径@関口部径

がほぼ同じになるものでSK41 • 71等6基である。覆土は自然堆積の顕著な例を示す。このタ

イプの土墳からは遺物は全く出土しない。

Fタイプ A~E類以外の土墳を一括しており 31基である。平面形が円形ないしは楕円形を呈

し断面形もスリ鉢状を呈するものであるが、遺物を出土する土壊が少なく時期を詳述できるも

のではないがSK97のように焼土がマウンド状になっており縄文時代後期前半の土器(第101

図)を出土するものもある。

本遺跡検出の土塘群を以上のように形態分類してみたが、この中でこれまでフラスコ状土墳

と呼ばれてきたいわゆる下ぷくらみの土墳と、ここでいう筒形をなすEタイプとを形態上から

同一視するのは若干の疑問が残るし、またFタイプとされる土墳もさらに細分して分類する必

要があるかもしれない。一応これら土墳群の分布をみてみると B.C.Dタイプが北辺遺構群

の中にある程度のまとまりをみせるのに対してA.E.Fタイプは北辺@西辺。

に点在するようである。時期的には縄文時代前期@同中期@間後期が 1~3 基でその数では晩

期にピークを向えているがこれら土墳群の出土遺物が少なく、タイプ別による分類と持期別の

を云々するまでには主らないのが実情である。このことは逆に本遺跡、が少なくとも縄

ら縄文時代晩期に至るまでフラスコ状土墳を構築する場所に適した所であり、

}

」たま小 フラスコ状土墳がこ にわたって向一機能を与えら とし

されたことを物語っている。
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第 1節風無台 I遺跡

④ Tピット

西辺の遺構群の中でも最も閣に位置する SKT46である。長軸を東北にとり、1.15m、南北0.5

mで深さ1.lmの楕円形を呈する。 Tピットは本遺跡ではこれ 1基である。

2 出土遺物について

本遺跡出土の遺物について、ここでは遺構内外出土の遺物を一括して説明を加えたい。

①土器(第100~102図)

土器は縄文時代前期末葉、中期初頭、中期中葉、中期末葉、後期初頭、晩期、弥生時代と多

岐にわたるが時期毎の遺物量は少ない。

前期末葉……SK91出土の21や29.30.31である。胎土に粗い砂粒を含むが焼成は長好である。

木目状撚糸文が施されるもので円簡下層d式である。

中期……初頭の土器としてはS156床面出土の土器5• 6 • 7や27• 34である。外反ぎみの

口縁に四つの山形状突起があり、そこから経帯が胴部上半の隆帯に垂下する。口唇部および

隆帯上には縦位の縄文圧痕文、隆帯と口唇部間の無文部には二条の撚糸側面圧痕文が施される

27に代表される土器で円筒上層a式である。

中葉の土器としてはS1 16の炉埋設土器3、SK93出土の22、その他32• 33である。 3は底

部から澗部上半まで直線的に外に開き口縁部が外反しつつまるみをもっキャリパー形の無文深

鉢形土器である。 22は直立する口縁から底部にややすぽまる深鉢形の土器で胎土@焼成とも良

好で厚さ0.5cmほどである。口縁部には異条縄文が施されるが、明瞭ではない。胸部上半には半

載竹管による刺突列を 2~3 条の沈線で挟んでおり胸部には突起部と向位置で縦位に鋸商状の

沈線文が施される。その他網部には数条涼且の浅い沈線が曲線的に守!かれているが判然としな

い。 32• 33はやや内反する口縁部下に太いうねった隆帯を貼付しその上に縄文を施したもので

キャリパー形の深鉢になるものである。いずれの土器も県内ではほとんどその例をみない土器

である。 SK92出土の土偶26は、胎土が22と全く同じで厚手の板状の腕体に短いずんぐりした

脚部が付く。腕部に縦に沈線がヲ|かれ、胸部には二つの穴があり上半を折損している口

S 1 07 • 15の炉埋設土器 1• 2や37がある。 には乏しいが大木10式の

しい時期のものである。

後期初頭の土器ではSK01出土の 8• 9 • 10、SK04出土の11、SK97の出土の24場おそれ

に35. 38~40などがある。 8 はタト反する口縁から頚部でゆるくすぽまり服部てるわずかにふくら

みながら底部に至る深鉢形土器で、ロ縁部では 2個 1対の突起と単独の突起が対面する。胴部

にはLR縄文が施される。 10も器形的には 8に近似している。口縁部の4つの突起からは
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第 6章 七曲台における縄文時代~古代の調査

の字状の隆帯が伸び、無文の頚部と胴部とを画する隆帯に同化する。隆帯上には連鎖状の刺突

が施される。 9は小型の深鉢形土器でやや外反する口縁からほんの少し服部上半ですぽまって

そこから直線的に底部に至るもので、口縁には 2条 1組の沈線が弧状にヲiかれその起点と終点、

には粘土粒が貼付される。弧状の沈線問には渦巻文がこれも 2条 1組の沈線によって描かれる。

胴部には R縄文が施される。 39~41は撚糸文を地文として、沈線で幾何学的文様の施されたも

のである。 36・25は隆帯上に円形の刺突を施したものである。これら土器の中では 8・9• 10 

あるいは42等は門前式併行であろうし、 11e 39~41はそれより若干新しい時期のものであろう。

晩期の土器ではSK39 • 50 • 61 • 65 • 67出土の深鉢形土器15~20が主体である。いずれも口

縁部が内反ないしは直立ぎみで最大径が胴部上半にある土器で胴部には16のように LR.RL

縄文による結束をもたない羽状縄文や19のように LR縄文と L縄文による羽状縄文が施される

ものがあるが、他は単節縄文が施されるだけである。

弥生時代の土器では SK24出土の12・13、SK38出土の 14の壷形土器や42~49がこれにあた

り、 45~49は撚糸文を地文として沈線で菱形文を描くものである。 14の査形土器は横位に LR

縄文が施される。

②石器(第103図)

石器には両面に調整を施すへラ状石器 1~3 ・ 5 ・ 12、石鍛 7'"'-'10、第 1次剥離面を残しな

がら背面。主要剥離面の縁辺のみに調整剥離を施す石匙4• 11、基部の破損状態が敵き痕を示

す磨製石斧や石錘がある。特に S156からは 1------3以外にも剥片に調整をわずかに加えただけ

の剥片石器が多量に出土している。
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第6章 七曲台における縄文時代~古代の調査
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第 2節風無台II遺跡

1 遺構について (第104、105図)

第2節風無台II遺跡、

本遺跡は台地中央北端に位置し、北側直下には岩見川を臨むことができる。標高は41.5m前

後で同一標高で西側には松木台II遺跡が、東南側には風無台m.石坂台II遺跡が南北に連なっ
ており、東側の沢を越え

れば100mほどで風無台

I遺跡がある。

検出された遺構は、土

積70基、住居跡2軒、土

器埋設遺構 1基、立石 1

基である。また!日石器は

遺跡内西側中央部MP• 

MQ57.58グリットを中

心に発見されている。

74に及ぶ遺構は第104・

105図に示すごとく、その

多くが遺跡東南の台地縁

辺部と北西の縁辺部に集

中するが、 2軒の住居跡

S 137は遺跡東側中央部

に、 S1 104は西側中央部

に位置している。遺構の

時期は縄文時代晩期と弥

生時代のものである。

構外の遺物は住居跡周辺

より出土する

弥生時代の土器が中心で

あり、その他は遺構内か

らの出土遺物である。

い

ou 

参フラスコ:1犬土J襲
。上記以外の土墳
争土器埋設遺構
i.:?立石

O竪穴住居跡

一一

しK

01 舎 ¥
.02 

§
日

@
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第104図 風無台II遺跡東側遺構配置図
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第6章 七曲台における縄文時代~古代の調査

NA NK  

ロ

70 口 日

口 口

~60 

O 
NA  b::;町一

第105国 風無台II遺跡西側遺構配置図

I 

① 竪穴住居跡

37号竪穴往居跡 (第106図)

遺跡中央東側で確認された弥生

時代の住居跡で東西8.3111、南北

7.4111のほぼ円形を呈するもので

周溝と石間炉を有するものである。

住居をめぐる局溝は上面幅は一

定でないが底面幅は平均13cmほど

らの深さは平均で20cmfま

どある。こ 2mほ

ど途切れている。周溝の土層観察

によれば一度少し内側に作り替え

が行われている。周j幕内には全体

的に浅しνJ¥ピットが確認されてい

るが、明瞭でトはない。しかしながら

周溝の南側の末端では、小柱穴8

本が連結するように確認される。

この小柱穴のうち 4本は上面径20

cm、床面から深さ60cmほど打ち込まれており先端は杭状に尖っている。

住居床面中央には産径約 1mほどの石屈炉がある。炉内は強く焼けておりまた炉屑辺径2.5

mほどの範留にも焼土がみられる。炉の掘形は明瞭でnはなく炉中央に向ってゆるく落ちこんで

いる。炉の周辺の調査では、この炉の確認、面よりやや下で径1.3mの範囲に石の抜取痕跡、が確認

されており炉に関して言えばγ一度縮小されていることになる。

床面は比較的柔らかいが、周溝がとぎれる部分から にかけては堅くなっており、また

この周溝のとぎれている部分の東側に く砂利の敷れている部分が検出されている。

4本で、二回の建て替えが行われ、 3期にわたる住居跡であることがわかる。 1期目

はpit1" pIt 2、pit7、pit8によるもので柱穴の深さは60cm前後でpit8の底面では径20cmの柱

痕が認められる。 2期目はpit3" pit 4、pit9" pitlOによるもので深さ40cm前後である。 3

日はpit1. pit 2、pit5、pit6 によるもので深さ 70~~80cmで、

1、pit2は1期めと 3期めが向位寵である。

きる。 pit

床面出土の土器 1 を呈し胎土焼成とも良女子で変形工字文が描かれ、低い台の付く浅

鉢形土器である。 2つの査形土器は頚部の沈線上にコブ状の粘土粒が付され、それに刻みがつ
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第2節風無台II遺跡

けられる。外面は黄白色を呈し、内面は黒色で頚部下には刷自が顕著である。

この住居跡について以上のことをまとめて見ると、周溝は一度作り替えが行われ若干内側に

縮小される。周溝のとぎれる部分は床面も堅くまた周溝内片側には深く打ちこまれた小柱穴群

があることなどからこの部分が入り口であると考えられる。石囲炉も一度作り替えられるが、周

溝の作り替えとともに 3期のうちどれに相当するかは立証することができない。

秋田県内における弥生時代の住居跡が調査されたのは当遺跡の他には横長根A遺跡と湯ノ沢

A遺跡がある。両者とも壁があり周溝のめぐるもので前者の場合は径6.5m、後者の場合11mほ

どの円形を呈しており主柱穴も 4本と本例と類似している。また炉は前2例とも住居中央に焼

土があるだけで本例の石囲炉とは相違している。また周溝については横長根A遺跡のものは全

周するが、住居跡南側でこれと直交して長軸を住居中央に向けた二条の溝がありこれを入り口

部と考えている。一方の湯ノ沢A遺跡の場合三条の周溝を確認しながらもその建て替え回数な

どに言及していないため正確さを欠くが、この三条の周溝が東南部で切れることからここを入

り口部とみることも可能であろう。本例をも含めた弥生時代の住居跡 3軒には次の共通性があ

る。住居は円形を呈し周溝がめぐること、主柱穴は 4本で炉は住居中央に設けられること、入

り口部がいずれも住居の南側に設けられることなどである。本遺跡、の住居跡の場合壁は確認で

きなかったが、他の 2例からみて壁をもっ竪穴住居跡であることが考えられるし、周溝末端で

確認された小柱穴群は入り口部と関連する何らかの施設とみるのが妥当であろう。また床面出

土の土器を見る限り本例の住居跡、が3例の中では最も古い時期のものと考えられる。

104号竪穴住居跡(第107図)

遺跡の西側中央部に位置す ⑮ 。
る。焼土を中心に柱穴が直径

約3.7mの円形を呈しながら ¥。
連なっている。柱穴内から縄

文時代晩期の土器片が出土し

ておりまた弥生時代の土器を 。
出土する SK31 • 32と重複し

ている。 。。
c 

第107図 104寿竪穴住居跡
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第6章 七曲台における縄文時代~古代の調査

②土壌(第108図)

土壌は全部で70慕である。この中で遺物を出土したのはお基でいずれも縄文時代晩期から弥

り、他の55基の土墳も幅はあるもののこのいずれかの時期に相当するものと

考えられる。これらこと塘群を風無台 I遺跡と同じ基準で分類してみた。

Aタイプ S K31 • 74等25基である。分布に関して言えば2つの遺構群、 と北西辺の両

方にみられる。遺物を出土するのは 5 このうち縄文晩期の土器を出土するのがSK64 • 74 

で弥生時代がSK31 • 32 • 53である。前者は東南辺の遺構群中

32はS1 104と重複し、 SK53は北西辺の遺構群の中に位寵する。特にS

黄褐色地山土が人為的に埋められており、またS

して SK31 

られる。

告タイプ S K17 24等ヲ

そのイ也の 8

る。このうち S五25を除けばSK15 • 05はS137の西側に、

中に位置する。遺物を出土するのは SK17 • 63で縄文時代晩

を る。 SK17には底面に炭化し りSK15では炭化

したクルミを含む炭化物層がある。また SK18には人為的に地山土を埋めている。

Cタイプ S K83 • 49等10基でこのうち 3基は北西辺に、他は東南辺の遺構群の中に位置する。

S K73 • 94から縄文時代晩期の土器、 SK71 • 49からは弥生時代の土器が出土する口

ξタイプo S K21窃 61• 73等14基で全て東南の遺構群の中に位置している。遺物を出土するの

は6基で、いずれも縄文時代晩期のものである。このタイプのものはその断面形において風無

台 I遺跡における EタイプのSK41 • 71の典型的な筒形のものとは若干相違がある口

Fタイプ S K09 • 12 • 

のは縄文時代晩期が 3基、弥生時代のものが1

に樹立して出土している。 SK12Aに

が底面に投げ込まれた状態にある。

中 している。遺物を出土する

られ、またSK26には角繰

こIIら ついてまとめてみると、時代的には縄文時代晩期から弥生時代の土墳群で、

るものが圧倒的に多く、またそれ

まりをみせる。特に北西辺においてはAタイ

みた分布状態では、東南辺の遺構群に ~j各タイ

し
r
}

vケ まと

。
λω に

ものであるだけにとどまる。ま

り

ど、わずかにS

を士盟めたも 0)がみられ

l
y」?」

?
h
u
 

L" 1 ，~ノ され，ている U こうし

況は、たとえばその分布においては風無台 I り、台地の縁辺部に数期間にわ

を出土しないのてった
されてしムくこと、

的であること、炭化した 出土状況も他の炭化物ととも された状態であること、
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第6章 七曲台における縄文時代~古代の調査

3 

S K12 

S K17 

L二E::1s
第109罰土靖出土土器
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第2節風無台II遺跡

同台地内にその背景となる集落群がないことなどに共通性がある。このことはフラスコ状土墳

群の機能とも関連してくるものと考えられるが、風無台 I遺跡でも述べた通り、 E'Fタイプ

をのぞくこれら土墳群が少なくとも、両遺跡を通じて、縄文時代前期から弥生時代にかけて向

一機能をもっ遺構であることが窺える口これら土塘群を従来から言われてきたように貯蔵穴と

して考えるならば、風無台 1• II遺跡は食料採集地における貯蔵穴であって集落内あるいは住

居内にある土塘群とはその目的と使用期間にも若干の相違があるのかもしれない。

S K73 

-A-轟2¥ 

く二二三ミ

③ 土器埴設遺構

S R 86 (図版38)

S 137から南西に 3mほどで確認されたもの

みは土器よりほんの少し広めに揺られているだけである。

にあり全面に粗いLR縄文が施される。 S137との関連性が窺える。

④立石

したもので掘りこ

し、最大径が胸部上半
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第6章 七曲台における縄文時代~古代の調査

s Q 105 (図版38)

東西遺構群と S137のほぼ中間に位置している。長さ50cm、i福20cm、厚さ10cmほどの偏平な

自然礁を全体の%ほど地山に埋めこんだもので偏平な面を南北に向けでほぼ直立している。

期は不明であるが縄文時代晩期から弥生時代のいずれかの時期のものであろう。

2 出土遺物について

本遺跡出土の遺物について、ここでは遺構内外の遺物を一括して説明を加えたい。

①土器 (図版109~1l 1)

縄文時代晩期前葉 e後葉と弥生時代のものに限られる。 には遺構内特に土壌内

出土のものが大部分で、弥生時代のものは遺構外の出土が多い。

晩期前葉・…..S K27 • 19出土の 9 • 17 • 18である。 9は口縁部文様帯に末端の噛み合わない

羊歯状文が施される浅鉢形の土器である。 17の小型査形土器には赤色顔料が塗られており、大

洞BC式である。

娩期後葉……SK61出土の13、SK70出土の15の鉢形土器やSK69出土の壷形土器14、その

他、 26• 27である。 26• 27は藍立し小波状を呈する口縁部に 2~3 条の沈線がヨ|かれる鉢形土

器であろう。 13~15では口縁部に 2f固1対のいわゆるB突起を有する土器でいず、れも大洞A.

A'式に並行するであろう。この他縄文時代晩期では深鉢形土器4 • 5 • 6 • 16 • 17がありいず

れも遺構内出土である。ロ縁部は直立ないしは内反し、ほぼ直線的に底部に至るもので、 4は

無文、 6は櫛1詣状工具による粗い条痕が縦位に走る。

弥生時{-¥:・-….S K09出土の 3、SK31出土の10，S K49の11• 12 と 18~25、 28~34である。

この中で多いのが整形土器で次いで章。深鉢。蓋形土器などである。

護形土器では胸部に単節の縄文が斜{立から横位に施されるものが多い。口縁部はやや内反な

いしは外反するもので直立するものはみられないが小波状を呈する託、口縁部が直角に折り返

される22もある。口縁端部に縄文が施されるものが多くその端部の縄文帯と頚部の無文帯さら

に服部とは 2~3 条の幅広の沈線でもって画されるが33では全面に縄文が施され、 31では太い

沈線で変形工字文が描かれ胸部には縄文が横位に施される。この整形土器は、

された胎土を用い焼成も良好なのに比べて、

この砂粒を中心に亀裂の走るものが多い。

1~3mmの砂粒 で、おり、

3は口縁部が外反し、長い頚部から服部にかけて丸いふくらみがあり、口縁部と胴

にR撚糸文が施される。 18は胴部上半に最大径をもち、短頚部から外反する口縁部が付くも

のであろう。器屈は赤褐色を呈し胴部には横位のRL縄文が施される。風無台 I遺跡、の SK38 
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第2節風無台II遺跡

出土の14の壷形土器と非常に良く似ている。

深鉢形土器ではSK31出土の10と24がある。 24は外反する口縁から直線的に底部に至るもの

で、底部からの立ち上りは10と類似する。口縁部は燕文で浅い沈線でもって胸部の縄文帯と商

さ ~l る。

蓋形土器はSK49出土の11と23がある。 11はL縄文が施文され、 23には変形工字文が描かれ

るが11に比べて胎土も粗く、沈線の描き方も雑である。

②石器(第110• 112図)

出土した石器は遺構内出土の石器6点と遺構外出土の15点が定形的な石器として挙げられる。

この中でSK27から大洞BC式の浅鉢形土器と共伴した属平打製石斧と片刃状石斧を除けば明

確な時期を与えうるものはない。

遺構外の石器では有茎石鹸4点 7~10、両面に調整を施した箆状石器 2 点11 ・ 12、これも両

面に調整を施す縦型活匙 2点13• 14でありこれらは全て頁岩である。さらに磨製石斧 5点

16~20、扇平な自然擦を用いて縁辺部のみを打ち欠いた打製石斧 2 点21 • 22があり、 15の石製

品は突帯部を巧みに削り出した石棒であろうか。

163 



第6章 七曲台における縄文時代~古代の調査

19 

審~ 25 

第 111図遺構外出土土器
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第 6章 七IHl台における縄文時代~古代の調査

第 3節松本台11遺跡

1 遺構について

七曲工業団地予定rz:域内では、北西端に位聾する。遺跡、のすぐ北側には、斜度37"

を下りたところ 11が流れている。西側の縁もまた岩見川に繋る よって画

されている。東側には、ほ をなす II し、

15m程の小さな沢筋を隔てて、松木台 I

を測る。

された遺構は、旧石器時代の石器集中個所 1ヶ 同

η石器出土範問
診土 1袋

口自己 石

ム上里i設土器

0竪穴状i章構・その他
60 

~50 

~ 40 
4i 

時A し LA 

第113図訟木会II遺跡遺構配置国
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第3節松木台II遺跡

時期の石間炉1基、埋設土器 1

る。このうち、

1基、古代の土塘1基、近代の竪穴状遺構が 1基であ

IIJ貴町、にi斤い東側で検出され、ま

代晩期の土壌は とともに22基、北端部に された。残りの土墳は

とともに、台地西部から中央部にかけて散在して検出された。

①台地南端部土塘群

MBラインからMLライン、 38ラインから44ラインまでの範囲に21基の土墳が集中し、その

している。また土墳群の北田側、およ

{毘所が確認されている。

径10cm~20cmO)河原石を、

には20数個所焼土の堆積

したも

ので、中央部に 1 を置いでし〉る。 -; さIIている。

側に隣り合って径35cmペ栗さ20cmのピットが、ま

ピ、ソトがそれぞれ 1つずつ検出されている。

には 2m程離れて径40cm.深さ50cmの

形態@ よって 2つに分けることができる。 1つは開 1m前後 e深さ20

cm~40cm程の浅いもので、 に末広がりとなる。地は開 1 m20cm~ 1m80cm. 

深さ 60cm~ 1 m程で、断面形がビーカー状もしくはフラスコ状を呈するものである。前者はS

K 02 • 08 • 09 • 16などであり、

16 • 31のように河原石

はSK03 17づト 20である。前者の土墳では SK09 • 12 • 

えたものや、 SK16.31のように埋土に焼土層を

もつもつがある。 ナ〉
ι 

白
]

に入れられたものではない。対-し

まれるが、これらは理士;

S K03のよう

り +笠
山一柑石の

い
y
) したり、 SK17 20のよう 為つ

M F42十 メれ
t j 

円
VAU 。

焼土 υ揚物A

物楊
h 
F4斗

第114図石閤炉と周辺土塘
(01) 

M 
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第 6章 七曲台における縄文時代~古代の調査

完形に近い土器を出土している。両者の土壌の位置的な関係をみると、前者の土墳は石囲炉を

また、以上の土墳群の周辺からは計25ヶ所の焼土を検出している。検出面は土墳群のと同じ

さにある。

その他、土墳群の検出面までの遺物の包含層から、種類の判別は出来なかったが、堅果類を

採取している。

(A) 

.( 
S 

易
S K 16 

中心に径15m'"'-16mの円形に配列し、後者はその外側、

物ZZ多

(弘

S K17 

易裁;
@ノミ

CJ→ 

S K02 

EC7 
易手

S K18 

第115図 台地南端部土墳群
168 
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第3節松木台II遺跡

②台地北端部土墳群

LPラインから LTライン、 71ラインから74ラインまでの範聞に11基、そこから南東側に30

m程離れた LK69グリットに 2基検出された。土墳はランダムに構築されており、 SK28A • 

B、SK40A • Bのように極めて近接して構築される例、重複する例がある。全体の配置の形

状からは規則性を看て取ることはできない。

各土績は、関口部径 1m~1. 8m. 底径1. 2m~2.1m .深さ 0.7m~1.2m程の規模をもち、断

面形はビーカー状またはフラスコ状を呈する。フラスコ状を呈する土壌では SK22、SK23の

ような頚部を有するものと、 SK44、SK45のように単に台形となるものとがある。

土墳の埋土は、概ね自然堆積に任せたレンズ状の堆積状態を示すが、明らかに他の土壌を掘

り込んだ、際の排土が入り込む例がある。 SK23、SK24などがその典型である。また SK22も

同様の埋土状態を呈しているが、加えて関口部から頚部にかけて径10cm------20cmの多量の擦が投

げ込まれ、詰った状態を呈している。他に SK46のように開口部からの崩落土が壁面近くに堆

積した例もある。

遺物量はさ程多くはない。しかし、 SK22、SK23は墳法から完形もしくは完形に近い土器

の大破片を出土している。土墳の構築@使用の時期はこれらの遺物から推し測ることができる。

遺物は縄文時代晩期のものである。

③台地西部・中央部土壊群

台地南端および、北端の土墳集中域を除いた、遺跡範囲のほぼ全域に亘り、土墳およびその他

の遺構がまばらに検出されている。

土墳は、規模 8 形態ともに台地北端部の土墳群に近い。埋土状態、遺物の出土状況もほぼ同

様である。ただし SK42、SK43のように墳底中央に径10cm~20cm程の浅いピットをもっ場合

があり、相違する特徴である。

集石遺構(S Q 04)は、 MJ49グリットで検出された。径10cm~30cmの河原石を、北東 南西方

向に1.2m、北西-南東方向に 1mの規模で集めている D 西側に隣接して浅鉢形土器が出土して

いる。

埋設土器 (SR21) は、 ML52グリットで検出された。地山商に径50cm程の浅¥;ュピットを穿

ちj本部の膨らむ斐形もしくは壷形と思われる土器を埋置している。土器底部は穿子しされている。

以上は遺物の観察により、縄文時代晩期の遺構と判断する Q

(S K38) は、 LH55グリットで検出された。北西-南東方向の長軸径3.0m-北

東一南西の短軸径1.4mφ深さO.2mの略方形を呈する。長軸はN-700-Wにある。土墳内北西

辺には幅30cm.長さ90cm.深さ30cmの溝が掘られ、 ほぽ中央から して

いる。

L P48グリットで検出されたむ長辺3.4m.短辺2.2m.深さ0.2mの

形 らはプラスチック 歯ブラシの柄を した土墳を検出している。
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第3節松木台II遺跡

2 遺物について (第118~121図)

土器は、縄文時代晩期、大洞 BC~Cl式期を中心として出土している。器種には皿形、鉢

形、壷形、深鉢形がある。精製土器では 4、5が朱塗りが施されたものである。組製土器では

補修孔を穿ったものがあり、器商に施される原体は 9がRL、他は全てLRである c

他に縄文時代後期初頭、晩期後葉の砕片、古代の須恵器杯などが出土している。

石器で出土したものの内訳は、石錐1、石鍛1、尖頭器2、石匙2、箆状石器3、打製石斧

S K 17 13 

14 

S K 17 15 

S R215/ 

し__./ 19 

¥ 

第J19図遺構内出土遺物
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第6章 七曲台における縄文時代~古代の調査

l、磨製石斧6、凹石 1、調整加工を施したものを含め剥片数点である。石材は石錐、

石匙、箆状石器では頁岩、打製石斧は流紋岩、磨製石斧、凹石では安山岩である。これらの石

器のうち、扇平な打製石斧は晩期特有のものである。他のものも該期に帰属する可能性が強い。

3 小結

本遺跡の調査結果を以下にまとめる。

①遺跡、が営まれた時期は主に縄文時代晩期である。

②遺構は土墳が主体をなし、遺跡の北端と南端に集中域がある。

③北端と南端の土壌集中域では、それを構成する各土墳の形態、埋土状態、遺物の出土状況に

相異が認められ、それぞれの集中域が異なる営為により形成されたことを想定させる。

④遺物量は少ないが、縄文時代晩期の土器、石器の種類を包含している。

以上の各項のうち、③については、第 7章で再び考察する。
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1 遺構に
ついて

は七曲台の

て」中

しており、

西側には小さな沢を
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第4節緋田沢II遺跡

けである。

② 竪穴住居跡

2号竪穴住居跡 (第123図)

遺跡中央部で南から北へゆるく傾斜する面に位置している。住居プランは北側で確認できな

かったものの直径約2.6mの円形を

呈する住居跡である。壁は10cmほど

の立ち上がりがあるが柱穴も住居内

外に 1つも確認できない。床は南か

ら北ヘjコず、かに傾斜し、炭化物が多

量 Q 。

炉は住居中央部にあり

り込み部が伴う複式炉の形態を

とっているが、土器周辺が焼けてい

るだけで掘り込み部底面はほとんど

焼けていない。炉の埋設土器は二次

加熱のため大変脆くなっており図示

はしなかったが、 IUJ

れた深鉢形土器である。

3号竪穴住居跡

遺跡中央部、 2

1~iJ 

する。

.9mのし、

さは30cmほどでほぼ垂

に立ち上がる。床は平坦で竪くし

まっているカ主、

ノ、 に土
3♂. ~戸、 3

さ Ic(V)O  

もちそれに掘り

まで伸びている
4 。。

ノ

¥、

仁ノ
'む
υ
ふ
h

とも良貯で良部から丸くふく

らむ服部、そして外反する仁l縁部を

もっ深鉢形土器である。地文はRL

モ主

/ 

2号竪穴住居跡

品、

C

⑮ 'ア
~ .' r 
r 

。 2 m 

第123殴 2 • 3号竪穴住居跡
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第6章 七曲台における縄文時代~古代の調査

縄文で、服部上半で末端が入り組む横 iSJ字状文が描かれる。

12号竪穴性患跡 (第124図)

遺跡東南部の平坦面に位置しており直佳約2.4mの円形を呈する。壁は高さ10cmほどでゆるく

立ち上がり、床は比較的柔らかく柱

⑧ 

......... 

19号竪穴住居跡

。
第124図 12 0 19号竪穴住居跡

178 

穴も確認、出来ない。炉は住居中央に

浅い掘り込みのある地床炉である D

住居南西部の床面から鉢形土器の底

部2 (第125図)が出土しているが

これには細かなLR縄文が施文され

胎土。焼成も良好である 0

19号竪穴住居跡(第124図)

遺跡中央南側に他の遺構群とは隔

絶して位置している。直径2.6mの円

形を呈し、壁の高さは20cmほどでほ

ぼ垂直に立ち上がる。床は平坦で、竪

く、炉は住居中央で土器埋設炉に浅

い掘り込みのある複式炉であり、掘

り込み部底面は焼けている。

炉の埋設土器 3(第125図)は底部か

ら直接的に胴部に外開きする RL縄

文のある深鉢形土器である。床面出

土の土器4(第125図)は丸みのある胴

部に最大径をもち、口縁が直立する

深鉢形土器でRL縄文が施文される。

確認されたこれら 4軒の住居はそ

の出土土器から S102・03・19が縄

文時代中期末葉、 S1 12は縄文時代

晩期前葉である。特に前者の 3軒の

住居跡は炉の形態だけから言えば先

の風無台 I遺跡の住局跡の土器埋設

炉と後述の石坂台 I遺跡の住居跡の

複式炉との中間的なものであろう。



第125図 竪穴住居跡出土土器

②土壊(第126図)

第4節餅田沢II遺跡

S 1 19 

0 hl1Ocm 

土墳はSK14を除けば遺跡南側中央で東西に並ぶ。 SK01 • 08はフラスコ状土壊で、 SK17 

は筒形の土壌であるが、出土遺物が全くなく時期は不明である。

S K10 • 11は円形で断面形がスリ鉢状を呈するが前者が後者を切っている。 SK10の覆土に

は焼土@炭化物層がある。底面よりやや浮いた状態で深鉢形土器6が出土しており、底部から

胴部に至り頚部が「く」の字状になるもので、口縁部では小波状を呈し、入組三叉状文が施さ

れ、鋼部とは 3条の沈線で画される。

③ 土器埋設遺構

S R 15 (第126図)

遺跡北端で検出されたもので埋設土器5は胴部下半を欠くものであるが、胴部上半に最大径

があり口縁部が直立する深鉢形土器である。腕部に斜位と縦位にL撚系文が施される。

179 



第6章 七由台における縄文時代~古代の調査
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第4節餅田沢II遺跡

2 出土遺物について

本遺跡出土遺物のうち土器については各遺構の説明において概述した通りでありまた出土す

る石器も少ない。

①土器(第125・126図)

土器については SI 2 • 3・19出土の 1・2 • 4については縄文時代中期末葉の大木10式で

ある。またSR15の埋設土器は縄文後期前葉、 SI 12出土の 2やSK10出土の6は縄文時代晩期

前葉の土器である。

②石器(第127図)

1の石槍は、長さ12.3cm、幅3.1cm、厚さ0.9cmで両面に丁寧な剥離を施したもので先端部は

鋭い。 2• 3の磨製石斧には擦痕が明瞭に残る。

にコ
<二>

第127図遺構外出土石器

つ
ふd

Cコ
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第6章 七曲台における縄文時代~古代の調査

第 5節石坂台 I遺跡

I 遺構について(第128図)

本遺跡は七曲台では東側で、標高46.5-----48mほどの南から北へゆるく傾斜し、七曲台では高

位の段丘西に位置している。遺跡の東側には小沢を挟んでト餅田沢II遺跡、があり、北側には本遺

跡を境いに風無台 1• V遺跡のある一段低い段丘面が広がっている。

確認された遺構は全て縄文時代のもので竪穴住居跡5軒、石囲炉1墓、フラスコ状土壌2基、

その他の土墳6基、土器埋設遺構 1基、 Tピット 1慕である。これら遺構群は遺跡のある段丘

MA K
 

I
l
し

⑮
 

60 60 

022 

020 

017 

争14

l(ib15 013 024 

50 
0 
23 

009 

関07 q~ 
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φ 土器埋設遺構

関 Tピ、ソト

第128図石坂台 I遺跡遺構配置図
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第5節石坂台 I遺跡

面に沿って展開している。また遺物は、各遺構からと遺構外でも、ある程度 1個体まとまって

地山直上より出土している。

① 竪穴住居跡

1号A竪穴住居跡 (第129• 130図)

遺跡の東側で 1号B住居跡を北側で、切っている。直径約3.6mの円形を呈し、壁は高さ約 6cm 

で垂亘に立ち上がる。床は比較的竪く、また床面上には炉周辺と南側に広く炭化材が分布して

いる。炉は住居中央に土器埋設部とそれに接して北に石組部と掘り込み部を伴う捜式炉であり

土器を石囲いにした痕跡がみられる。石組部は方形の掘り形の壁に接して石を配置するが掘り

形底面に敷おはない。掘り込み部は円形を呈しやや北に向かつて聞きながら壁に接する。柱穴

は深さ20cmほどで4本確認され特に南側のものは壁よりも若干外に張り出している。

炉の埋設土器3は胎土 e焼成とも良好で、底部から直線的にやや丸みのある胴部に至りそこ

から直立する深鉢形土器で、 RL縄文を施文する。床面出土の土器1は丸みのある胴部から外

反する口縁に至る深鉢形土器であろう。 LR縄文を地文として曲線的な摩消縄文が施される。

柱穴内出土の土器2はLRL縄文施文後縦位に摩消しを行うものであり、胎土@焼成とも良好

である。

1号B竪穴住居跡 (第131• 132図)

南東側を l号A竪穴住居跡、に切られている。直径約3.6mの円形を呈するものと思われるが、

南側では明確で、ない。壁は北側でおよそ 7cmほど垂直に立ち上がる口床面は比較的堅く全面に

炭化材が広がっており、柱穴も西側で壁より張り出した状態で確認される。

炉は住居中央北側よりに土器埋設部と石囲部・掘り込み部からなる複式炉で、土器を囲む石

はなく、石組部は円形を呈し底面に敷石はみられない。掘り込み部も方形に近いが壁には接し

ていない。

炉j埋設土器4は底部から胴部下半にかけて直線的に外に聞きそこから直立する深鉢形土器で

RL縄文を地文として胴部上半には摩消しによって楕円形の縄文帯を残す。床面出ことの土器5

は鉢形土器で最大径が胴部中央にありやや丸みのある胸部から内反する口縁部に至るもので腕

にはRL縄文が施文され口縁部は無文となる。

2つの住居は切り合いから新!日関係が明確であるものの炉の埋設土器からしでほぼ同時期の

住居であろう。また複式炉の形態や柱穴が壁の外に張り出すことなどに共通性がある。

A住居跡の炭化材は床面よりやや上で確認されておりこの住居が焼失したとすれば、住居廃

棄後、やや時間が経過した後に火災があった可能性もあり、また I号B住居跡の炭化材は 1号

Aのものではなかろうか。
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第 6章 七曲台における縄文時代~古代の調査
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第130図 同上炉埋設土器(3)と覆土中土器(1・2) 
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第131国 i号B霊宍住麗跡

向って東に傾斜し始める肩部 している。

nl 12号竪穴{主居跡 (第133図)

1号AeB住居跡、よりやや北東で、台地が沢に

後約3.0mの円形を呈し、壁は西側で、60cm、東側で

20cmほどの立ちよがりがある。床は比較的竪く、

床面よりやや上面で炭化材が多量に確認される。

く確認できない9

づ さ ~Tている。 も

J-nやめ言言明、ート翌明言宇治w
一ノー/、、十山¥ムー山、

掘り込み部のある複式炉である。埋設土器は石囲

を伴わないが石組部の嬬平な石が土器を支えるよ

第132図 間上炉埋設土器(4)と覆土中土器(5)
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第6章 七曲台における縄文時代~古代の調査
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第133国 12号竪穴住居跡と覆土中土器

186 

石があり、石組部と掘り込み部

は方形に近い。

炉の北側には壁に直交するよ

うに床面に 3個の長方形の石を

長軸を住居中央部に向けて配置

しており、石は床面に少し埋ら

れた状態で入り口部の施設と考

えられる口 1号A.B住居跡に

も炉の周辺に大きな自然様があ

り同じ性格のものであろうか。

炉の埋設土器は二次加熱のた

め非常に脆くなっており図示で

きなかったが、 'DJ字状文を施

す深鉢形土器である。床面出土

の土器6はLR縄文施文の深鉢

形土器の底部であろう。 7は覆

m 土中からの出土で、最大径が腕

部下半にある小型の壷形土器で

胴部上半で曲隷的な沈線によっ

て無文部と RL縄文施文部とに

画されている。

12号竪穴住居跡も炭化材が床

面よりやや浮いた状態で確認さ

れるが、壁が焼けている痕跡、が

なく炭化材の存在だけで焼失家

屋とするのには積極的な根拠に

欠けるものの仮りに 1号A住居

跡とともに火災にあったと考え

るならばこれもやはり

後に惨'1持にあったとすることが

言えるのかもしれない。



20号翠穴住居跡 (第134図)

遺跡中央よりやや西北の平坦面に

しており、直径2.5mほどの円形

を呈する。壁は高さ10cmほどで垂直

に立ち上がり、床も柔かく柱穴も

く確認されないが、住居中央部の床

が径10cmほどの範囲で焼けており地

とも考えられる。遺物の出土が

全くなく時期は不明である口

22号霊穴{主居跡 (第135図)

第 5節石坂台 I遺跡

本遺跡の遺構のうち最も北側の遺

構で段丘面が傾斜し始める肩部に位

している。甚径約3.3mの円形を呈

物局物物扱物物物物物扱蕩務後
1 m 

第134国 20号竪穴住居跡

し、壁の高さは南側で、50cm、北側で25cmでトほぽ垂直に立ち上り壁面もしっかりしている。床も

非常に堅くしまっているが炉@柱穴とも全く確認されなかった。床面出土の土器8はキャリパ

ー形の深鉢形土器で口縁部はLR縄文の押圧によって小窓状に区切られ、胴部にも LR縄文が

施される。縄文時代中期中葉の土器である。

② 石囲炉 (第136図)

遺跡の中央やや北側に位置している。ー

し焼けているだけであり、また周辺から

③土墳(第136図)

を「コ」の字形に配したもので炉の内側が少

も全く確認できない。

検出された土墳はフラスコ状土墳2墓SK02 ~問、それ以外の土墳 7 基 S K13. 15・16.17. 

19 • 23である。フラスコ状土墳SK02は1号A竪穴住居跡の、 SK03は12号竪穴住居跡の南側

にそれぞれ住居跡に付随するように位置している。

S K13を始めとする 7 基の土墳は平面形が円形ないし楕円形を呈する土墳で深さも 30~40cm

ほどのものである。 SK23を除けばいずれも縄文時代晩期中葉の土器が出土している。 SK13 

では上面に石が置かれ、 SK17では底面よりやや上で二つの打製石斧 1• 2と石錘(出士時に

は二つに折損していた) 3が出土している。またSK15・16A.Bはし￥ずれも楕円形を呈し、

S K16AがSK15 • 16Bを切っておりこのSK16A東側に上面から底面まで擦が多量に投げ込

まれている。 SK23は楕円形の土土産で、上面から赤色塗彩の聾形土器が出土する。縄文後期中葉
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第6章 七曲台における縄文時代~古代の調査

ー

第135図 22号竪穴イ主語跡と覆土中土器

の土器である。

④ 土器埋設遺構

S R 14 

遺跡中央部において黒色土中で検出されたもので深鉢形土器9• 10を二重に埋設しているが、

胴部上半はすでに欠損している。外側の土器10は胸部にLR縄文を施文しており、内側の土器

2は無文で幅広のケズリ痕を明瞭に残す土器である。

⑤ Tピット

S K T07 

遺跡中央やや東よりに 1基だけ検出されたものである。上面での長さ3.0m、幅O.7m、震面
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第5節石坂台 I遺跡

での長さ3.3m、幅0.2m、深さ0.8mほどで縦断面は下ぶ、くらみを呈し、長軸方向を南北にと

。。

2 遺物について

遺物は遺構の項でも触れたがここでは遺構内外のものを一括して扱う。

①土器(第137• 138図)

縄文時代前期初頭から弥生時代まであるが、各時期ごとの量は少ないD

前期初頭……17，--._22で、同一個体である。直立して平縁の口縁部には細い 3本の沈線が平行

にヲ|かれ、その後に半載竹管状工呉によって瓜形文が、二段に方向を逆にして施される。胴部に

は太いLR縄文と RL縄文が幅 1cmほどで押圧され一種の羽状縄文を呈するが、 20• 21の拓影

図の上半に見られるように胴部に瓜形文の列がある。胎土@焼成とも良好で、あるが、繊維は含

んでいない。

中期中葉……22号住居跡の土器8や12• 13である。キャリバー形をなす器形で13の口縁部に

は rSJ字状の突起が付くのであろう。地文は、 RLR縄文で、口縁部の隆帯に沿って、同じ

原体が押圧される大木8a式である。

中期後葉…… 1 号A.B 、 12号住居跡出土の土器 1~7 、 14------16、 23~28などで、

が多用され胴部には γCJ字状文や楕円区画文が施される土器で大木10式である。

後期…… SK23出土の壷形土器11や29~35などで撚系文や縄文を地文として沈線文を施す土

器である。後期の前葉の土器である。

晩期……36~38で口唇部に刻みがあり三条の沈線がヲ!かれる鉢形土器36や磨消手法による

rKJ字状文や rXJ字状文の施される土器で大澗Cz式で、ある。

弥生時代……39~41で刺突の行われるものや、ロ縁内側に沈線のヲ!かれるものである。

②石器(第139図)

石器は横型の剥片を素材とし主要剥離面に第一次剥離面を残すトランシェ様石器← 5、断面

カマボコ形で両面に調整を施すヘラ状石器15~17、それに 6 ~14のよう

次剥離面を残し、背面と主要剥離直iの縁辺部に剥離調整を施すお器がある。この他無茎石鍍18

縦形石匙19、磨製石斧20~22などがあり、これに加えて SK11出土の打製石斧 1 ・ 2 、石跡、 3

などがある。
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第 6章 七曲台における縄文時代~古代の調査

。 11m

三二三

j 

第136国 土墳とその出土濯物
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第5節石坂台 I遺跡

13 

14( y3 ) 

I5 

16 

10cm 

第137罰遺構外出土土器
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第6主主 七曲台における縄文時代~古代の調査

第 G節石坂台III遺跡

1 遺構について

本遺跡、は、七曲工業団地予定区域内では、南西端に位置する。河辺町の戸島地区周辺の沖積

地は、岩見川が現在の河道の南側につくったものであるが、この沖積地には、さらにその南側

の丘陵地帯を開析して何本かの小谷が降りてきている。遺跡はこれらの小谷のうち、白熊地区

をその中程にもつ谷に面した七曲台全体の南縁にある。遺跡、の北側には比高 1m'""'-'4mで風

無台II.m遺跡、松木台 1e II遺跡、石坂台II遺跡、などがある北西方向に突出した台地が広が

り、東側は比高 2m程の緩斜面を上って石坂台 I遺跡がある。また西側と南側は東北横断道秋

田線の予定区域内に含まれるNO.36、NO.35遺跡に挟まれている口遺跡の中央部での標高は45mを

測る。

調査区は、台地の縁に沿って設けられた。謂査の結果、土墳時基、 Tピット 1基、

1基が検出された。このうち14基の土墳は調査区の西側に集中し、ことに SK16'""'-'22の7

MKラインからMMライン、 54ラインから56ラインの 4グリット分の区域に密集している。
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第6章 七出台における縄文時代~古代の調査
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第 6節石坂台III遺跡

土墳には関口部径が0.6111'""'-'1.4111、深さが0.1111'""'-'0.4111の規模をもち、断面形が播鉢形かビ

ーカー状を呈するものと、関口部径1.4111'""'-'1.5111、底径1.5111'""'-'1.7111、深さが0.8111'""'-'1.1111の

規模で断面形がフラスコ状かやや末広がりとなるものがある。前者の土墳ではSK01のように

石が詰まったり、 SK18、22のように埋土上面に石が据えられたなどの例がある。また、後者

では埋土に壁面からの崩落土の堆積が認められる SK13のような例もある。
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第6章 七曲代における縄文時代~古代の調査

埋設土器は、 MH57グリットで検出された。径25cm.深さ10

cmのピット内に 2個体分の土器を埋置し、さらに内部に 2個の

河原石を入れている。

Tピットは、 lVIB51グリットで検出された。長さ3.5m.幅0.5

ll1 .深さ1.1mを測る。
r
~
)
 

2 遺物について

土器は、縄文時代中期、後期末~晩期のものである。土塘内 ? 2
1
m 

からは晩期の粗製土器、遺構外から後期末の入組文を施した土第144国 壇設土器 (sR09) 

よび粗製こと器が出土している口埋設土器は中期の大木8a 

ー'‘，~ 
・山....・ J 

'_吋~川r
~~~yγ- -

「
/7 

。 lOcm 

第145図 S R09使用土器

本遺跡から検出された土壌は、出

土した遺物の時期から、縄文時代後

期末~晩期のものである。また土墳

の形態 e規模、その検出状況から、

七曲台の他遺跡と問様、 2つの種類

に分けられる。

G- -D 

式の土器である。石器は石動員 2点、

箆状石器3点、石匙 1点、剥片数点

および凹石 1点、が出土している。

@ 

3 小結

。 2m 

第146図 Tピット (SKT05)
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第 6節石坂台III遺跡
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第6章 七曲台における縄文時代~古代の調査

第 7節石坂台II遺跡

1 遺構について

本遺跡、は、七由工業団地予定区域内では、ほぽその中央部に位置する口七曲台はその北部に

おいて岩見川に注ぎ込む沢筋によって、東西に大きく 2つに分断された形状を呈している。す

なわち北部にあっては、北へ向い大きな舌状台地が2つ突出した形を見せているのであるが、

遺跡はこの台地を分断している沢筋の南側、沢頭の部分に立地する。遺跡のある地点での標高

は45mを測るが、すぐ北側には比高-3111'"'-'4111で風無台III遺跡、が隣接し、南西および南東側

にはほぼ同じ高さで石坂台III遺跡、石坂台 I遺跡が続く。

調査区は、遺跡範囲のほぽ中央を南北にはしる道路を挟んで2個所設け、またその南側には

3本の南北トレンチを設定した。遺構は道路の西側調査区で弥生時代の土墳 1、東側調査区で

縄文時代の土壌3、住居跡1、時期不明の竪穴状遺構1を検出している。

住居跡は、 LQ53グリットで検出さ

れた。東側%程は倒木痕によって大き

く失われている。径48m.深さO.lmの

円形プランをもっ。柱穴は壁沿いに 5 ~ 

ヶ所確認されている。このうち、民、引
.. ~60 

Pz、P3は深さがそれぞれ、 11、20、22

cmで、民、 PSは13、12cmである。また

Pzとれの聞には長さ40cm.幅10cmの穣

いる。 P4、PSは住居出入口

に関係した柱穴と思われる。

遺物は、住居跡の壁近くから多く出

土し、中央部においては陳らである。

ことにP4、PSおよびその北側

た擦の付近から、完形に近い大破片が

している。住居跡の埋土は遺物を

土している は、中期中葉大

フド8b式期のものである。

遺物がなく明言できないが、縄文時
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七曲台における縄文時代~古代の調査第6章

S K05が検出されS K04、L S57、ME55の各グリッドでSK03、KT46、代の土墳は 3基、

口部径1.5m.底怪1.9m.深さ1.3mを測り、断面形がフラスコ状を呈すS K03はている。

S K05は関口部S K04は関口部径1.2m.深さO.5mで、断面では僅かに末広がりになる。。。
径0.9m.深さがO.6mの揺鉢形を呈するものである。

弥生時代の土壌である SK06はMK64グリットで検出された。関口部径0.85mx O.6m.深さ

O.4mの小形の土墳である。内部から弥生時代の土器片が多量に出土している。

L C46の3グリットにわたって検出さL C45、L C44、時期不明の竪穴状遺構SK 1 02は、

さ1.6m。幅1.2mのれた。長辺9.4m・短辺4.1m・深さO.4mの方形プランをもち、北辺に

階段状遺構が付設されている。竪穴内は、遺構を掘り込んだ際地山を僅かに残した仕切で大小

うち東側の列では北から5.1m.4.4mの8つの区画に分けられている。東西列の仕切は 3列、

個所に仕切を設け、西側2列では2.1m • 2. 7m .4. 6mに仕切を設けている。竪穴内に柱穴と思

われるピットは検出できなかったが、東壁外側のほぼ中央に径44cm・深さ12cmのピットが確認、

一、bト
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第7節石坂台II遺跡

3 遺物について

縄文時代の土器は中期中葉の大木8b式が住居内から出土している。第l特図3'""-'6は同一個

体である。 11は貫子しをもっ土製品で、表面に櫛歯状工具による引掻文が施されているD 弥生時

代の土器は、口縁部から頚部にかけて先端の鋭い工異により細い平行沈線を数条ヲiいたもの(第

150図l、2)、 2'"'-'3条の沈線により変形工字文を描いたもの(3、4)、器商全体に縄軸の撚

糸文を施したもの(5、6)が出土している。

石器では住居内から尖頭器 1、遺構外から箆状石器 1を出土している。

4 IJ¥ 結

本遺跡、で時期を特定し得た、縄文時代中期中葉の竪穴住居跡と弥生時代の土墳は各々遺跡内

では単独検出のものであり、住居に関しては石坂台 1• III遺跡、土壌に関しては風無台II遺跡@

松木台 I遺跡、との関連で羽Iで再考する。また竪穴状遺構については、付近から開拓入殖者が埋

めた家畜の死骸が見つかっていることから、極く最近の構築物の可能性がある。
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第6章 七泊代における縄文時代~古代の調査

第 S箆餅出j尺I遺跡

1 遺構について

本遺跡は、七曲工業団地予定匿域内では、東側に位置している D 工業団地の予定区域の東側

には岩見川に注ぎ込む沢筋がつくった沖積地があるが、遺跡のある位置はその沢筋に東縁を画

された台地縁辺である。さらに、遺跡の北西縁はこの沢筋から枝分れする別の沢により画され

ている。したがって、遺跡の載る台地は七曲台全体の中では、東に位置したそれ自体は北東方

向へ伸びる小分丘といえる。遺跡の北西側には沢を隔てて風無台V遺跡があり、南東側は比高

4mで餅田沢II遺跡がつづく。また北西縁を画する沢筋は僅かに南へ湾曲して沢頭となるが、

この沢頭部分を隔てて南西には石坂台 I遺跡が比高 5m程で位置している。遺跡、の中央部分で

の標高は42mを測る。

検出された遺構は、土墳4基である。 SK02、03は関口部径 1m~l. lm.深さ 0.6m~0.9m

を測る、断面形がビーカー状を呈するものである。またSKOl、SK04は関口部径0.6m~ 1 m. 

深さ 0.lm~0.2mを測る極めて浅いものである。 S K04の内部からは多量の炭化した菓と田石

が出土している。 ゎ 一一一一一…一一一「一一一…一一一~

これらの土墳は、台地の中にあってはその

北部にあるが、各々 20m~25m程離れており

集中して立地しているわけではない。また、

餅田沢II遺跡に隣接する南側の調査区では、

遺構は全く見つかっていない。

2 遺物について

遺物は、 4の白石を除いて全て遺構外から

の出土である。 L， 2は縄文が器面全体に施

された粗製土器の破片である。 1はRL縄文

の縦回転施文、 2はLR縄文の縦回転施文さ

れたものである。石器では若干量の剥片と 4

に示す白石が している。斜片

製である。
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3 小結

第 8節餅田沢I遺跡

4基の土壌は、台地の北部に散在する形をとっている。出土している遺物は土器の厚さや胎

土から推して、縄文時代中期のものであろう。遺跡の南側に隣接する餅田沢口遺跡、さらにそ

の南にある石坂台 1遺跡、は、縄文時代中期に営まれた遺構を含んでおり、本遺跡はこれらの遺

跡との関連が考えられる。
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第6章 七曲台における縄文時代~古代の調査

第 9筋松本台 I遺跡

1 遺構について

本遺跡は、七曲工業団地予定区域内では西側に位置する口北側は比高-15mの小さな沢を挟

んで松木台II遺跡と隣接し、西側の縁は岩見川に注ぐ沢が画している。東側は200m程離れでほ

ぼ同じ標高で風無台III遺跡が連続し、風無台III遺跡のすぐ南には比高 4mで石城台II遺跡が隣

り合っている。また南側は300m程離れて比高4111で石坂台III遺跡がある。遺跡の位聾する台地

を画する沢筋のうち、北側の沢はほぼ東西に直線的に伸びるが、西側の沢は台地を囲むように

してやや南へ湾曲し沢頭となる。したがって、台地は北西方向へ僅かに張り出した形状を示す。

遺跡の中央付近での標高はおよそ41111である。

本遺跡の調査区は、北側の沢頭に近い僧所におよそ1，750m2、西側の沢頭に近い個所に280凶?

と2個所設けられた。他の部分については南北に 3本、東西に 4本のトレンチを設けて調査し

た。

調査の結果、時期を特定でき、明らかに人為的に構築されたと判断し得る遺構は検出できな

かった。ただ、南西側に設けた調査区から弥生時代の土器の集中して出土した個所があり、焼

土の堆積する個所も同時に見つかっている。この弥生時代の土器の集中域は、台地の西縁から

8.7m東へ入ったNF35グリットにある。径およそ 4mで北西一南東方向に長く、ほぽ真中に径

60cm.厚さ 5cmの焼土堆積個所が 1個所、またそこから南東に 2m程離れて 3個体分の土器が

潰れ、うち 1個体は径80cm.厚さ20cmの焼土に埋って検出された土器の集中地点がある。付近

からは、 3点の石器と炭化した栗が見つかっている。

え)50 

40 

第154図松木台I遺跡遺構配置図
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松木台 I遺跡第 9節

遺物について2 

〈工)土器(第155図、第156図)

遺跡の南西調査区からは弥生時代の土器がまとまって出土しているが、他に縄文時代の土器

片数点、が調査区内から出土している。

1は繊維を含んだ胎土をもち、器面上は櫛歯状工具による引掻文が施される前期末葉の土器

3は口縁部の無文帯と2はRLの縦回転の縄文を太めの沈線で区画し磨消したもの、である。

体部の縄文部分とを鎖状の臨線文で区画したものであり、両者は中期末~後期初頭に位置づ、け
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第6章 七曲代における縄文時代~古代の調査
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第156図出土遺物

o lOcm 
一一J

10cm 

られる。 18は器面に貝殻条痕文が施され、底部には笹葉状の圧痕文が残る後期の土器である。

4'"'-'6は縄文が器面全体に施されたもので中期末~後期の土器である。

弥生時代の土器は、図で復原したものを含め、 4 している。 19は波状口縁の鉢形土器

で頚部に 3条の平行沈線と 1条の蛇行する沈線が引かれる。地文はRLの横回転の縄文である 0

20は口縁部の大きく開く整形の土器であり、器面には刷毛目が施され、口縁下部と頚部に 4条

ずつの先の鋭い工具による沈線が施される。 21は波状口縁の霊形土器で、頚部の無文帯を挟ん

で上段に 3条、下段に 4条の平行沈線がひかれる。口唇部および体部の縄文はLR横回転のも

のである。 22は小形の鉢形土器であり、器商全体に刷毛白状の細密な沈線がひかれ、上部に連

続した菱形文が描かれる。

②石器(第159図)

には笹葉状の圧痕が残る。

している石器は、石綴 1点、石錐1点、箆状石器4点、石匙1点、調整加工を施された

剥片 l点、白石 1点、その他剥片数点である。凹石は花樹岩製、他は頁岩が素材である。これ

らの石器のうち、 8、9， 10の石鋭、石錐、箆状石器は弥生時代の土器の集中域付近からの出

土である。

3 小結

本遺跡では、人為的な構築と る遺構は見つからないが、弥生時代の土器集中域は僅かな

がらも生活痕跡をとどめているといえる。弥生時代の遺構の見つかる遺跡、は少なし類例の増

加を待ち再検討に供すべきであるむ
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第 10~f.i 風無台III遺跡

第10節風無台III遺跡

1 遺構について

、七曲工業団地予定地域内のほぼ中央、七曲台北部を東西に分断する沢筋の西側に

位置する。遺跡、の北側にはほぽ同じ標高で風無台II遺跡、が続き、南側には比高 4mで石坂台II

検出された遺構は、フラスコ状土墳が l基である。開口部径1.6m.底径1.9m.深さ 1mの規模

をもっG内部からの出土遺物はない。検出区はLR

47グリッドである。また、 LP59グリッドからは剥

して出土した地点 1ヶ所を確認した。

マ
00  

2 遺物について

LPグリットの剥片総数は、 48点を数える。

3 小結

検出された土壌は

遺物を伴わず、遺構

自体も単独検出であ

る。同じ標高で続く

北側の風無台IIとの

関連で把えるべきで

ある。
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第 6章 七曲代における縄文時代~古代の調査

第11節風無台V遺跡

l 遺構について

本遺跡は、七由工業団地予定区域内では、東側に位置している。遺跡の南東側には比高-16

mの沢筋を稿てて餅田沢 I遺跡があり、また南側には比高 5mの緩斜面をよって石坂台 I遺跡

があり、北側にはほぼ同じ標高で風無台 I遺跡がある。遺跡のある地点での標高は43m程であ

る。遺構としては土墳4基が検出されている。土墳には SK01、04のように断面形がフラスコ

状を呈するものと、 SK句、 03のように浅い逆台形を示すものとの二者がある。開口部径×底

径×深さによる各々の規模は、 SK01; 1.1xl.3XO.7m、SK02 ; 1.1xO.9xO.2m、SK03; 

0.8XO.7xO.25m、SK04 : 1.1x1.2XO.9mである。 SK01は墳底から 2個の河原石を、 SK

04は埋土中から中期後葉の土器片を出土している。

2 遺物について

S K04および遺構外から出土していること器のうち lは、中期後葉の土器である。器菌に縄文

または刺突文を施し、 2条または 3条の沈線で区画している。 2、3は器面にRL縄文を横回

転施文した土器である。

¥、

50 

第160図思無台V遺跡遺構配置図
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第7章 七曲台の縄文時代遺構にあらわれた問題について

第 7章 七曲台の縄文時代遺講にあらわれた問題について

は、岩見川がその左岸に形成した段丘群の 1つである。

は、岩見川の左岸におよそ6.5km程つづくが、七曲台はほぼこの中程にある。今回、工業団地造

される面積は約60ha、七曲台をひとくくりにしてみた場合のおよそ50%にあた

る。開発される区域は、南側の椿台聞から張り出した南部の上野台間と北部の七曲台面の 2つ

の段丘面が、松測からの沢筋によって東西2つに分けられ、さらに東西それぞれの台地の東縁 e

西縁が細かな沢筋によって区切られるという形状を呈している。

したがって調査に際しては、これらの自然地形に沿った遺跡の碍在が想定され、運動場建設

などで削平・消滅した個所を除く 12個所(うち 1個所は縁地帯として保存)が選定された。前

章までは、各遺跡毎に調査で得られた遺構@遺物について述べた。しかし、もとよりこれらの

遺跡は各々が 1個の独立した遺跡であるというより、ひとつひとつが群の中で相対的な位置を

占める地点ともいうべきものである。すなわち各遺跡は微視的な地形によっては区分され得る

が、その区分がそのまま遺跡を営んだ人間集屈の活動の場のrz:分とは対応し得ないのである。

各遺跡は旧石器時代~近代までの様々な遺物@遺構を含んでいる。このうち縄文時代から弥

生時代にかけては、主に土器型式の連続および断絶の状況から、縄文時代中期~後期初頭、晩

期前葉、弥生時代中期、弥生時代中期末~後期の 4つの期間に分けられる。そして各期間の遺

構@遺物は遺跡(地点)を越えて分布している。ここでは以上の 4期のうち縄文時代の 2期に

ついて、調査結果が提示する問題点について述べる。

縄文時代中期~後期初頭

この期間以前にあたる時期の遺構@遺物が全くない訳ではない(石坂台 Iの前期初頭羽状縄

文系土器、風無:台 Iの円筒下層d式の土器片を出土した SK91など)。しかし、それらは量的に

極めて少なく、また時間的にも空間的にも断絶している。

縄文時代中期に至って、やっと両者の広がりをもった遥構@遺物を確認することができる。

中期前葉の円筒上層a式期の住居は風無台 IのS1561軒を検出している。次の中期中葉では

大木8a式期に石坂台 IのS122、風無台 IのS116、大木8b式期にお坂台IIのS101、石

坂台IIIのSR09の埋設土器が検出されている。次の中期後葉から後期初頭では、大木9式期に

石坂台 IのSI01B、大木10式期に石坂台 IのSI01A、S1 12、餅田沢IIのS102、S1 03、

S 1 19、風無台 IのS1 15、大木10式期に後続する時期に風無台 IのS107、SK01、餅田沢

IIのSR15が検出されている。また、この時期のいずれかに営まれたものとして、石坂台 Iの

212 



S 120がある。

この期間は、遺構が地点、を変えながら構築されている。全体の印象では中期前葉から中葉ま

では脈絡は細いながらも続き、中期末に一応は集落を形成する程に至るという観を呈している。

第7表に示すように、現在のところ雄物川下流域では圧倒的に大木9• 10式期以降の住居検

出例が多い。対して中流@下流域では大木8b式期以前の住居検出例が多いのである。また、

各遺跡毎の住居軒数をみると、大木8b式期以前と大木9• 10式期以後では遺跡は画然と分離

できる。縄文時代に何度かおとづれた画期のひとつに、縄文時代中期後葉が数え上げられるこ

とは従来多く指摘されてきている。地域を抽出する際最も明解な水系をひき、さらに遺跡の在

り方を比較する際に最も単純な時期別の住居軒数をみただけのことであり、より細かな検証を

必要とすることはいうまでもない。非常/に大雑把な把え方ではあるが、雄物川水系の縄文時代

中期の遺跡の在り方にも、そうした画期は現われている。翻って七曲台の中期の住居跡の在り

方をみれば、中期後葉にあらわれる変化は、微弱ながらも、雄物川水系全体の大枠の流れに沿

った変化と見倣し得るのである。

縄文時代中期後葉の遺跡の在り方の変化は、それまで存在した大形住居(所謂ロング@ハウ

ス)の消滅、米ヶ森遺跡例などに見られる小形住居の出現、複式炉の採用等の住居構造の変化

としても表われているが、それが他のどのようなことを指示しているかは、今しばらくの検討

が必要である。

縄文時代晩期前葉

後期初頭で七曲台における遺跡の営みは一旦途絶えるが、晩期前葉には復活する口その聞の

後期前~後葉には殆んど遺構・遺物は残っていない(例外的に石坂台 IのSK23や、石坂台III

での貼癌文、入組文土器がある)。

晩期前葉には、風無台II、松木台II、石坂台IIIの土墳群が残される。これら 3ヶ所は七曲台

では西側の台地上に位置する。ことに風無台II、松木台IIでは、岩見JlIに向って張り出した西

部の台地縁辺のほぼ全周を、いくつかの集中域をつくりながら土墳の構築に利用している。

ところで、この土墳群は第 6章第3節で述べたが、営為方法の異なる二者を含んでいる。

第162図は、松木台IIにおける台地南端部の土墳集中域を模式図化したものである。図で土墳

Aとしたものが、この台地南端部の集中域および石坂台IIIに見られるもので、比較的小さく埋

土上面に謹石などがあるものである。また土壊Bとしたものは、松木台IIの北端部や風無台II

の東側、および北側の土墳にみられる比較的大形のもので、断面形がフラスコ状を長するもの

を含む。さらに後者では内部から完形ないしは完形に近い土器を出土し、炭化した菓なども出

土している。
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第7章 七曲台の縄文時代遺構にあらわれた問題について

松木台IIの台地南端部の集中域では、以上の土墳自体がもっ特徴の他に、土墳の構築面とほ

ぼ向じレベルでト焼土が多数個所分布し、また土壌群のほぽ中央に石間炉が位寵するという特徴

カ守忍めらtlる。

平鹿郡増田町にある平鹿遺跡は、晩期後半の墓域とされた遺跡、である。ここでは土墳の他、

多数の焼土が石間炉を含む配石とともに検出されている口県内では平鹿遺跡の{也、東由利町の

湯出野遺跡、増田町の梨ノ木塚遺跡、秋田市の上新城中学校遺跡、鷹ノ巣町の藤株遺跡など規

模の大きな墓域とされる遺跡が多く、その各々が特色をもっ。したがって、複数のパターンが

まれる晩期の墓域の特色を、一概にいうことはできないのであるが、平鹿遺跡、例をとって、

土壌、焼土、石閤炉(配石)を備えることが、晩期墓域の典型のひとつだとすれば、規模こそ

え松木台IIの台地南端部土壌集中域はその類例であり、土壊Aを1つの墓墳としてみること

ができる。

対して、他の土墳集中域のように、土壊だけによってつくられ、埴土状態、が構築-廃絶を繰

り返したことを示す例は、近年増加してきている。

鹿角市柏木森遺跡では、 13，500ぱの調査区内から他の遺構を伴わず袋状土墳60基を検出して

いる。 60基の土墳は、いくつかの群をつくりながら構築されているが、各群のなかでは地山を

掘り込んだ際の排土が他の土墳の理土として堆積し、それによって構築時期の新!日が判別でき

るものが多い。報告では、集落から離れた採集地に営まれた貯蔵穴の可能性を示唆している。

七曲台の土墳Bも、これと同様の検出状況を呈しており、同様の可能性を指摘できる。

ところで、松木台IIの台地南端部の集中域では、土墳Aと土壌Bがほぼ同じ区域の中で検出

されている。出土した遺物からは、両者に構築時期の差があったとしても、それは極めて狭い

時間幅であったことしかうかがえない口すなわち、殆ど同時期に墓墳と貯蔵穴が併存していた

ことになる。

岩手県紫波郡紫波町の西国遺跡は、縄文時代中期大木8a ""'-' 8 b式期の環状墓域を含む集落

である。ここでは環状にめぐる墓墳群の外側に、報告では『もがりの場』とされた長方形柱穴

列を聞に介し、貯蔵穴群と住居とが構築されている。墓墳群および長方形柱穴列については、

領域を同じくする複数の集落の共同の葬送@祭杷の場であったとし、その外側に位置する住居

と貯蔵穴は、それら複数の集落の共同行為のうち『葬制』を代表する拠点、であるとし、縄文時

代中期に葬制という、人間の諸活動のうちの一支柱のみで成立しうる集落のあった可能性が示

円チ色..5?-!'" ザ-r1 、ブ
ぢ乙 C4しに V.-l "CJ。

現在の我々の「集落」についてのおぼろげなイメージからは、想像もつかないことであるが、

西国遺跡例は全く特殊な例であるとはいえない。報告で守|いているような大湯環状列石、阿夕、

遺跡、などは、そのような縄文時代社会の特異な側面の存在を支持している。
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七曲台での台地南端部の土墳集中域は、葬制と採集-貯蔵の 2側面が顕現した区域である。

西田遺跡の場合は、貯蔵穴も一連の葬制という活動枠のうちで位置づけられることが予測され

ているが、七出台の場合には土埴A、土士費Bの割合から、現在のところは、異質な 2側面があ

らわれたそのままを受取っておきたい。

以上、縄文時代の 2時期について他の遺跡例をヲ!いて述べた。他に風無台IIの弥生時代住居

例は、近年発見例のあいついだものの一つであるし、また松木台IIのSK38は、秋田市湯ノ沢

F遺跡、で多数検出された古代の墓塘の類例である。いずれも比較@参考とすべき好資料である。

注第7表は以下の資料によって得た。

秋田市教育委員会 r下堤D遺跡発掘調査報告書j) 1982年

秋田市教育委員会 『秋田臨空港新都市開発関係埋蔵文化財調査報告書j) 1983年

秋田市教育委員会 『秋田臨空港新都市開発関係塩蔵文化財調査報告書JI 1984年

秋田市教育委員会 『小阿地j) 1976年

秋田県教育委員会 r新秋田空港舟辺遺跡鹿野戸遺跡石坂上遺跡発掘調査報告書j) 1976年

協和町教育委員会 r米ヶ森遺跡発掘調査報告書j) 1977年

秋田県教育委員会 『秋田県立中央公闘スポーツゾーン地域内遺跡発掘調査報告書j) 1982年

神岡町教育委員会 『神宮寺ー笹倉・東高野遺跡発掘報告Jl 1955年

田沢湖町教育委員会 『黒倉B遺跡現地説明会資料Jl 1984年

千畑村教育委員会 丈木遺跡第3次発掘調査概報j) 1965年

秋田県教育委員会 r 内村遺跡発掘調査報告書j) 1977年

横手市教育委員会 『中杉沢遺跡発掘調査報告書j) 1974年

平鹿町 r平鹿町史j) 1984年

111内村郷土史編纂委員会 『山内村郷土史年報Jl 1984年

武藤一郎@豊島昂 1978年

ついては、武藤氏と豊島氏との間で報文内容が異る。ここでは東山本の住居に縄文時

代中期(豊島報文)と古代(武藤報文では原始時代以後、元慶年前後)のものの、二時期があると解

し、豊島氏報文の 3軒をとりあげた。
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第7表 雄物川水系の縄文時代中期住居軒数
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